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プロローグ




「清きよ花か……」

　柊しゅう一いちさんが黒目がちな目で私を凝視する。

　真剣で、それでいて色香漂うその視線に、鼓動が速まっていく。

「清花。好きだ」

　熱い愛の告白をしながら私の頬を大きな手で包み込む彼は、ゆっくり近づいてきて唇を重ねる。

〝優しい兄〟的な存在だった彼が、完全に〝男〟の顔をしているのが信じられない。

「柊一、さん……」

「ずっとそばにいろ。離さないからな」

「はい」

　まるでプロポーズのような言葉に感極まって瞳が潤んでいく。すると彼は強く抱きしめてくれた。

　ずっとあこがれて、大好きでたまらなかった彼の腕の中は温かい。

「抱いて、いい？」

　耳もとで艶やかにささやかれ、心臓が大きな音を立てる。けれども、拒む理由なんてない。私は小さくうなずいた。

　柊一さんは私を軽々と抱き上げてベッドルームに向かう。

　部屋の真ん中に置かれた大きなベッドに私を下ろした彼は、ジャケットを脱いで乱暴に放り投げた後、ネクタイをグイッと引っ張って外した。

　部屋のドアがきちんと閉まっていないせいで、リビングの明かりがうっすらと差し込んできて、彼の情欲を纏まとった表情がよく見え息をのむ。

「清花。怖かったら言って」

「ううん。柊一さんと一緒にいられるなら、なにも怖くなんてない」

　本音を口にすると、彼は微かすかに口の端を上げ、私の額に唇を押しつけた。

「俺も。清花がいればほかにはなにもいらない」

　吐息がかかるほど顔を近づけられて放たれた言葉に、胸が疼うずく。

「柊一さん……好き」

　私が想いを伝えた瞬間、唇が重なった。さっきの触れるだけのキスとは違い、彼の舌が私の口内を犯し始める。

「ん……」

　激しい行為に息も絶え絶えになり甘い吐息が漏れた。私は恥ずかしくてたまらないのに、彼は気にする様子もなく続ける。

「清花。愛してる」

　そんな強い愛の告白に感極まった私は、夢中で舌を絡めていた。

　やがて彼の少し骨ばった男の手が私のスカートの裾から入ってきて太ももをなでる。すると、全身が敏感になっているせいか体が勝手にビクッと震えた。

　優しく、それでいて焦るような彼の指の動きに甘い声が出そうになり、手で口を押さえる。しかし、あっさり払われた。

「声、聞かせて」

「嫌っ……」

　こんなの恥ずかしくてたまらない。

「ダメ。聞きたい。俺に欲情する清花の声が」

　フルフルと首を横に振り拒否を示したのに、許してもらえない。

「だって……」

　涙目になって恥ずかしいと訴えると、彼はふと口もとを緩める。

「俺しか聞いてないだろ」

「でもっ！」

「いつまで我慢できるかな」

　イジワルな笑みを浮かべる彼は、今度はカットソーをまくり上げて横腹にツーッと指を這わせ、あっという間にブラまでたどり着いたかと思うとホックを外してしまう。

　自由になった胸が彼の大きな手の中で形を変えた。

「んっ……」

「優しくするから力を抜いて」

　柊一さんは、私を安心させるようにもう一度唇を重ねる。

「柊一、さ……」

「どうした、清花」

「私……幸せ」

　顔から火が出そうなほど恥ずかしいのに、どうしてもこの気持ちを彼に伝えたい。

「清花は欲がないんだね。これじゃあ足りない。もっと幸せにする」

　彼に優しく微笑まれて、緊張がほどけていくのを感じたのだった――。










初恋の行方




　私、九く条じょう清花が加か瀬せ柊一さんに出会ったのは、高校二年の初夏。五つ年上の兄・蒼そう介すけに、大学に提出しなければならないレポートを忘れたから届けてほしいと顎で使われたときのことだった。

『もー、賢いくせして忘れ物ばっかり。私だって暇じゃないんだから！』

　兄は、超難関国立大学を余裕で現役合格したとんでもない天才だ。しかも弁護士を目指していた彼は、二年生のときに合格率三、四パーセントと言われる司法試験予備試験にあっさり合格。そして昨年、三年生で司法試験を一発突破という、自分の兄だとは信じられないくらいの超がつくエリートなのだ。

　妹の私は平凡なのに……。

　でも、忘れ物はするわ、人遣いは荒いわ、横柄だわで、ちょっと人格に問題があるんじゃないかと思っている。まあ、妹のたわごとだけど。

『嘘……』

　大学の門の前に着いた頃、メッセージが届いたので開くと【遅れるから先に友達を行かせる。ソイツと時間つぶしてろ】という勝手な言い分が目に飛び込んできた。

　初対面の人と時間つぶせって拷問でしょ。

　それに、どんな人が来るかわからないのにどうやって見つけろと？

　ため息をつきながらメッセージを打とうとすると、『清花ちゃん？』と呼ばれて顔を上げた。

　私の名前を呼びながら笑顔で歩み寄ってきたのは、身長が高く、目鼻立ちのくっきりした男子大学生だった。

『は、はい……』

『よかった。俺、蒼介の友達の加瀬です』

『あ……。今、兄にメッセージを打とうと思っていたんです。どうして私がわかったんですか？』

　ちょっとドキドキしながら尋ねると、彼の耳が心なしか赤らんだような。

『えーっと、蒼介が、一番かわいい子に声をかけたらそれが清花ちゃんだって言うから』

『なんて無茶ぶり！』

　慌てつつ、今度は私の頬が赤く染まっていく気がする。

　私に声をかけたのはかわいいと思ってくれたからなの？なんてうぬぼれたからだ。

『蒼介は重度のシスコンなんだよね。急に教授に呼ばれたから俺に行ってくれって言うくせして、絶対手出すなよってくぎを刺されて』

　お兄ちゃん、なんてことを！

『だ、出しませんよね、こんな子どもに。すみません』

『いや、高二だって聞いたからもっと幼いかと思ったけど、蒼介が心配するのもわかるよ』

　柊一さんは私の頭から足先まで視線を動かしてうんうんとうなずいている。

　社交辞令よ、これは。

　自分に言い聞かせても、鼓動が速まるのを制御できない。

『蒼介、レポート忘れたんだって？』

『はい。これなんですけど』

　兄には時間をつぶしておけと言われたものの、やはり気まずい。渡してさっさと帰ろうと思ったのに『近所にカフェがあるんだ。蒼介が来るまでそこで時間つぶさない？』と誘われた。

『いえっ、でも……』

『蒼介になんかおごってもらう約束なんでしょ？』

　バレてるのか。子どもみたいで恥ずかしい。

『そう、です』

『それじゃやっぱり行かないと。マンゴーパフェは嫌い？』

『好きです！　メチャクチャ好き！　……あ』

　大好物のマンゴーパフェに釣られて、思いきり食いついた。やっぱり子どもだ。

『あはは。元気いいね。そのカフェ、すごく人気らしいんだよ。蒼介のおごりなら食べておかないと』

『……はい』

『あれっ、どうかした？』

　パフェでテンションが上がっているなんて恥ずかしくてうつむくと、顔を覗のぞかれて焦る。

『すみません。私、兄みたいに賢くないし、子どもみたいにはしゃいだりして……』

『そんなこと気にしてるの？　俺は元気な子、いいと思うけどね。それに蒼介が清花ちゃんは努力家だっていつも褒めてるよ』

『え……』

　家では悪態くらいしか聞かないのに？

『まあ、面と向かっては言わないか。とにかく、子どもだなんて思わないからいつも通りにしててよ。俺もその方がうれしい』

『はい』

　身構えていたけれど、話しやすい人でよかった。

　大学から徒歩十分ほどの距離にある素敵なカフェに入り、窓際の席に着いて早速パフェを注文する。加瀬さんが頼んだのはアイスコーヒーだ。

『すみません、私だけ』

『俺、甘いの嫌いじゃなんだけど、ひとつはヘビーなんだよね』

『それならひと口いかがですか？』

　なんて軽い気持ちで提案してから後悔した。友達じゃないんだから自分が頼んだパフェを勧めるなんて失礼だと思ったが、『いいの？』と彼が目を輝かせるので意外だ。

『は、はい』

『それじゃあ、遠慮なくいただきます』

　パフェを加瀬さんの方にずらすと、彼はスプーンでマンゴーとアイスをすくってパクッと口に入れ、満足そうな顔をする。

『マンゴーがとろけるね。って、まだ食べてないか。ごめん』

　バツの悪そうな顔をする彼からスプーンを返されたけれど、これって間接キス？

　今さらながらに気がついて、目が泳ぐ。

『食べないと溶けるよ？』

『は、はい。それでは』

　間接キスくらい加瀬さんは気にしないんだ。やっぱり大人だ。なんて思いながら、私もマンゴーを口に運んだ。

『おいし……』

　ドキドキしていたのに、完熟マンゴーの甘さと、とろけるような舌触りにやられて思わず笑みがこぼれる。

『だね』

　スマートにコーヒーを口に運ぶ彼に微笑まれて、それからはパクパクと食べていた。

　加瀬さんは、法学部の同じゼミに所属している友達のようだ。

『もしかして、兄と一緒に司法試験に合格したのって……』

『あぁ、俺かも』

　類は友を呼ぶというがその通りらしい。あの難関司法試験を大学在学中に突破するなんて、兄を含めてただ者じゃない。

『すごい』

『別にすごくはないよ。蒼介につられただけ。アイツが一生懸命だったから、俺も影響を受けたというか……』

『うちの兄をそんなに褒めるのはおかしいですよ？　ちょっと性格曲がって……痛っ』

　突然うしろから頭にげんこつが降ってきて、顔をしかめる。兄だ。

『悪かったな』

『だって、忘れ物して妹にパシリさせるし』

　隣に座った兄に向かって口を尖とがらせる。

『だからおごるって言ってんだろ』

『あっ。これ、加瀬さんに払ってもらったから、加瀬さんに返してね』

『なに高いもの食ってんだよ。カフェオレくらいでいいだろうが』

　たしかに千八百円くらいはしたけれど、私はわざわざレポートを持ってきたのよ？

『それじゃあ俺がおごるよ』

　加瀬さんが私たちの小競り合いを見てクスクス笑う。

『い、いえっ。断固、お兄ちゃんに払ってもらいます！』

『わかったよ。でもお前たち、仲よくなったの？』

　兄のツッコミに目を丸くした。

『そう。よろしく、お兄さま』

　お兄さまって……。加瀬さんの返しに目を白黒させる。

『お前にはやらないぞ』

『本気で欲しければシスコンの兄なんて無視無視』

　私そっちのけでなんの会話をしているの？

　それに、欲しければって。高校生の雑談とはやっぱり違う。

『柊一は却下だな』

　加瀬さん、柊一っていう名前なんだ。

　名前を聞いただけなのに、少し距離が縮まった気がしてなぜかドキッとする。

　加瀬さんは兄の言葉に頬を緩め、再びコーヒーを口にした。

　その後ふたりは、私にはさっぱりわからない判例の話をしていた。賢い兄は自慢だけれど、自分との差にため息が出そうだ。

『清花ちゃんも大学に進学予定？』

　突然加瀬さんに振られて驚く。

『はい。でも、賢くないんで……』

『コイツ、英語がやばくて』

　なにバラしてるのよ！

　テーブルの下の兄の脚をポンと蹴る。

『それなら教えようか？』

『えっ？』

　加瀬さんの申し出にびっくりして、目が飛び出そうになる。

『柊一、帰国子女なんだよ。小学校は丸々ニューヨーク』

『えー、すごい。日本語もペラペラですし』

『母国語だからね。漢字がちょっと苦手なんだよ』

　兄の話に反応すると、加瀬さんは照れくさそうだ。

　苦手といっても司法試験に合格しているのだから、その〝ちょっと〟はたいした程度ではないだろう。英語に困り果てている私とはきっとレベルが違う。

『教えてくれるって言うんだからそうするか？　塾代浮くし』

『そんな、ただってわけには……』

　図々しい兄に、首を横に振る。

『もちろんお金なんて取らないよ。金曜は四限以降空いてるんだけど、学校何時に終わる？　ここから家、そんなに遠くないよね？　大学の図書館でどう？』

　本当に教えてくれるの？

『学校から直接来れば、四時過ぎには着くと思います』

『それじゃあ、そのくらいの時間に待ってるよ。そういえば今日は？』

『今日はテストの最終日で午前授業だったんです』

　それを知っていた兄にこの時間は授業が空いているからと、十五時半指定で呼び出されたのだ。

『そっか。妹をパシリにするなんて悪い兄貴だ』

『ですよね』

『お前ら、余計なところで意気投合するな。パフェ食っただろ』

　兄は茶々を入れつつも口の端を上げる。

『柊一、悪いな。兄きょう妹だいで勉強教えると絶対にケンカになるから』

　間違いない。

　私はカクカクうなずく。

『俺は兄貴しかいないから、かわいい妹ができた気分だよ』

『手出すなよ？』

『うーん。善処します、お兄さま』

　クスクス笑う加瀬さんを尻目に、私は心臓の高鳴りを感じていた。

　ふたりの会話が冗談だとわかっているのに、大人な加瀬さんに女の子扱いしてもらえるのがちょっとうれしかったのだ。

　パフェを食べ終わった後、レポートを無事に渡してカフェを出た。

『清花ちゃん、気をつけて帰ってね。金曜日にまた』

『はい。よろしくお願いします』

　わざわざ最寄り駅まで送ってくれた加瀬さんは、優しい笑顔を向けてくれる。

『ひとりで帰れるだろ』とぶつくさ言っていた隣の兄は、なぜか私の顔を見てニヤリと笑った。

　その意味ありげな表情はなんなのよ。

　私が加瀬さんを素敵な人だと思ったのがバレてる？

　兄は賢いだけでなく洞察力がありすぎて、ときどき困るのだ。

　ふたりと別れてすべり込んできた電車に乗り、あれこれ考え始める。

　女子高に通う私は男性に免疫がなさすぎて、冗談だとしても優しい言葉をかけられると頬が赤らんでしまう。兄がそれに気づいていたとしたら、穴があったら入りたい気分だ。

『素敵なものは素敵なんだもん』

　言い訳をするように小声でつぶやいた後、ふと窓に映っている自分の顔を見てハッとした。なんだか口もとが緩んでいるからだ。

『最悪』

　こんな顔を兄に見られたかと思うとため息が出る。これは絶対にいじられる。

　案の定、帰宅した兄に『お子さまは大人の色気にタジタジか』とからかわれたが、無視しておいた。




　金曜は朝からそわそわして落ち着かない。でも兄に悟られたくなくて、なんでもない顔をして家を出た。

　六時間目が終わると、昇降口から外へ駆け出す。嫌いな英語を習いにいくというのに、こんなにウキウキした気持ちは初めてかもしれない。

　大学の門の前についたものの、約束の図書館の場所がわからず構内図の看板の前に立った。

『えっと……』

『清花ちゃん』

『あっ、加瀬さん』

　話しかけてきたのは加瀬さんだ。

『ごめん。図書館の場所教えてなかったね。学生証持ってる？』

『はい』

　慌ててカバンから取り出すと『うん』と微笑まれて、なぜか鼓動が勢いを増していく。

『一応、外部の人の利用は図書館に閲覧したい資料があるときのみなんだ。だから、そういうことにしておいて』

『は、はい』

『あぁ、ごめん。緊張しなくていいよ。悪いことさせてるのは俺だし』

『わ、悪い……？』

　そんなにまずいのかと腰が引けていると、彼はクスクス笑いだす。

『なんて。空いてるときは大丈夫。試験の前は混むから場所を変えよう。行こうか』

　彼に続いて足を進めると、歩くスピードがゆっくりになってきてやがて止まったので首を傾げた。

『ね、うしろじゃなくて隣においで』

『えっ？』

　思わぬ提案に心臓がドクンと音を立てる。

　私が追いつくようにゆっくり歩いていたんだ。

『蒼介にうしろを歩けって言われてる？』

『まさか。そんな命令却下です』

　ムキになって否定すると、おかしそうに肩を震わせている。

『うんうん。アイツの無茶は却下でいいよ。ほら』

　彼に隣を指さされて緊張しながら横に立った。でも、高校の制服姿の人なんてほかにいない。彼は子どもな私を連れていて恥ずかしくないのかな？

『すみません。私なんかが隣にいると、変な目で見られませんか？』

『ん？』

　彼は不思議そうな顔をするが、すぐに白い歯を見せる。

『あー、女子高生と付き合ってるって誤解されるって？』

『そういう意味じゃ……』

　私はとんでもない発言をしたんだと慌てふためく。

『健全な交際ならいいんじゃない？　俺、一応弁護士になるつもりだから、罪は犯さない予定なんだ。合意なく迫ったりしないよ』

　健全な交際？　迫る？

『い、いえっ。加瀬さんと話していると自分が子どもだなと感じて。こんな私が隣に並んでもいいのかなって思っただけで』

　決して交際なんて考えていない。

　必死に言い訳をすると、彼は口を押さえて笑いを噛み殺している。

『純情なんだね。蒼介の妹とは思えない。大丈夫。俺たちも結構バカばかりやらかしてるし、清花ちゃんとそんなに変わらないよ。おどおどされると余計に悪いことをしてるみたいだから、普通にしてて』

『は、はい』

　それもそうだと思い、彼の隣を歩き始めた。

　その日から私の英語嫌いが一変した。

　私がつまずくたびに、加瀬さんが『どう教えたらわかりやすいかな』と真剣に悩み、決してバカにせず丁寧に指導してくれたおかげで、メキメキ成績が上がっていく。彼の発音は完璧で、ネイティブスピーカーのよう。そのおかげかヒアリングの成績は学年でトップを取るようにすらなった。




　加瀬さんの個別指導を受け始めて約一年。三年生になった私は、一層勉強に励み始めた。

『清花ちゃん、すごいね。こんなに吸収がいいなんて、びっくりだよ』

　家の近所のカフェレストランで中間テストの成績を見せると、大げさなほどに喜んでくれた。

　加瀬さんは大学卒業後、弁護士事務所でパラリーガルとして働いている。司法試験に合格しても即弁護士になれるわけではなく、十一月から始まる司法修習を受け、一年後の修了試験――二回試験と呼ばれる試験に合格しなければなれないからだ。てっきり司法試験に合格すれば弁護士として働けると思っていた私は、これからみっちりしごかれると聞いて驚いた。

　加瀬さんは大学を卒業してからも、金曜日の就業後に私の家の近くのカフェレストランでレッスンをしてくれて、私は毎週その日がくるのを楽しみにしていた。

『加瀬さんのおかげです』

『ううん。清花ちゃんが真面目にコツコツがんばったからだよ。蒼介が努力家だと言ってたけど、その通りだった』

　彼に褒められるのがこんなにうれしいなんて。

『実は私、先日あった進路希望調査で、外部受験で英文学希望と書いたんです』

『えっ？』

　彼は目を丸くして驚いている。

　私が通う私立高校はエスカレーター式に大学まで進学できる。だからそうするつもりだったけれど、真剣に学問と向き合う加瀬さんや兄を見ていたら、私も挑戦したくなったのだ。

　それに、ずっと国文学希望だったのだが、こうして英語を教わるようになってから英語への興味が深まり、しかも得意科目になったのもあって英文学に変更した。

『おかしいですよね』

『いや。英語を好きになってくれたんだったら、俺もうれしいよ。清花ちゃんの挑戦、応援する。受験まで勉強を見てあげられたらいいんだけど……』

『もう十分です。私は加瀬さんを応援しています』

　彼は十一月から司法修習生となり、準公務員として扱われる。もちろん弁護士になるべく勉強を積まなくてはならないため、私の専属講師は引退だ。

　本音を言えば寂しいけれど、加瀬さんが立派な弁護士になって羽ばたくのを私も応援したい。

『ありがと。お互いがんばろう』

『はい』

　彼の優しい微笑みは、私の心を穏やかにした。




　それからあっという間に時は過ぎた。

　第一希望の大学の英文科に合格した私は、大学在学中に身につけた英語の能力を生かして『三みつ谷たに商事』という大手商社で貿易に関する仕事についている。まだ二カ月半の新人だ。

　加瀬さんと兄は司法修習を無事に終え、二回試験もあっさりとパス。兄は大手弁護士事務所、加瀬さんは弁護士が十名ほどの小規模な事務所に所属して活躍中だ。

　加瀬さんの事務所は小さいけれど、どうやら敏腕と名高い人ばかりが所属しているらしく、そこで働けるのは弁護士として名誉なことだとか。兄いわく、給料も破格らしい。

　私は個別指導が終わってからも、加瀬さんと何度か会っている。

　大学に合格したときや、就職したとき。そして、彼が二回試験をパスして弁護士になったとき。あとは弁護士になってひとり暮らしを始めた兄が彼と一緒にいるときに呼ばれて数回。

　頻繁には会えなくなったが、ずっと気にかけてくれているのは伝わってくる。私が商社に内定が出たと知った際は大喜びして、お祝いにネーム入りの万年筆を贈ってくれたくらいだ。

　その万年筆は、大切に愛用している。

　三谷商事での仕事は順調で、海外と英語でのやり取りが必要になると私が担当するケースも多い。最初は専門用語に四苦八苦していたもののようやく慣れてきた。

「清花。どうしてもひとり足りないの、お願い！」

　同期入社の浜はま口ぐち朋とも美みが、昨日から何度も私のところに来ては手を合わせる。

　金曜の今日、終業後に合コンをやるらしく、でも女性がひとり足りないのだとか。

　それで、仕事ばかりで彼氏もいない私に白羽の矢が立ったのだ。

「うーん。行くだけだよ？」

　ずっと私のあこがれの男性は加瀬さん。彼を上回るような人が現れなくて、恋愛に積極的になれないでいる。朋美には『理想が高すぎるのよ』といつもツッコまれているけれど。

「やった。六時半開始ね。仕事終わらせてよ」

「わかった」

　会場となるレストランは、『ブルーム渋しぶ谷や』という最近できたおしゃれなショッピングビルの中にあって、一度訪れてみたいと思っていたのが参加する気になった理由のひとつだ。

　私は定時の十七時半で仕事を切り上げて、朋美と一緒に渋谷に向かった。




　ビルの八階にあるカジュアルなイタリアンレストランは、落ち着いた雰囲気が心地よく、料理もレベルが高い。

　男女四対四の合コンは、話し上手な朋美のおかげもあって盛り上がる。

「へぇ。それじゃあ九条さんは英語ペラペラなんだ」

　端でひっそり食事を楽しんでいた私に朋美が話を振るので、注目されてしまった。

「ペラペラというほどでは」

「謙遜しちゃって。上司も清花の英語力には感心してるの」

　朋美が持ち上げてくれるけれど、私は曖昧に微笑んでカクテルに手を伸ばす。

　ここにいる男性は上場企業のエリートばかり。でも、どんな男性を前にしても、目を輝かせて兄と判例について話し込んでいた加瀬さんの姿が頭をよぎり集中できない。

　適当に相づちを打ちつつ、時間が過ぎるのを待った。

　二時間ほど食事を楽しんだ後店を出ると、朋美が私の腕を引く。

「清花、二次会行こうよ」

「私は帰るね。ごめん」

　盛り上がっているのに悪いけど、朋美の誘いを断ってエレベーターに向かった。

　この時間になると、入店した頃よりは人だかりが減っている。

　下りてきたエレベーターに乗り込み一階のボタンを押す。すると、ドアが閉まる直前に人が飛び込んできた。

「九条さん」

　声をかけてきたのは、さっき目の前に座っていた男性だ。

「藤ふじ田たさん、帰られるんですか？」

「うん。九条さんが帰るなら俺も。ね、ふたりで飲みにいかない？」

　ふたりで？

「ごめんなさい。帰ります」

「そっか。残念。ちょっと足がふらついてない？」

　藤田さんは私の腕を掴つかんでくる。

　でも、断じてふらついたりしていない。だって酔ってないもの。

　酔っているのはあなたでしょう？

「大丈夫ですから」

　動きだしたエレベーターの中でさりげなく腕を振りほどいたのに、すぐにまたつかまってしまい顔をしかめる。

「遠慮しないで、俺に体預けて」

「ですから、大丈夫です」

　過度なスキンシップが嫌でたまらない。体をよじって抵抗するも放してもらえず、途方に暮れる。

　エレベーターが一階に到着すると、なんとか藤田さんから逃げられた。しかし彼もしつこく、「失礼します」と駅に向かって足を踏み出した私の腕を再び掴む。

　こういうときは毅然と対処するのが一番だ。

「私は帰ります」

「まだ夜も早いよ。飲みにいくのが嫌なら、別のところに……」

　行かないと言ってるでしょ！　それに、別のところってどこ？　下心が見え見えだ。

「行きません」

「頑固な女は嫌われるよ？　ほら行こう」

　頑固な女？　強引な男の間違いよ。

　必死に手を振り払おうとするも、あざができそうなほどの勢いで腕を握られて冷や汗が出る。

　どうしたら……。大声を出す？

　最後の手段に移ろうと息を吸い込んだそのとき、藤田さんの「痛い！」という声が聞こえて腕から手が離れた。彼のうしろに視線を送ると、なんと怒りの形相の加瀬さんが藤田さんの手をひねり上げている。

「彼女をどこに連れていくおつもりで？」

「放せよ。お前に関係ないだろ」

「刑法百七十七条、強制性交等罪は五年以上の有期懲役ですがご存じですか？」

「なんなんだよ、お前」

「通りすがりの弁護士です。警察沙汰にしましょうか」

　その瞬間、藤田さんの顔から血の気が引いていく。

「わ、わかった。悪かったよ」

　態度を一変させた藤田さんは、私をにらんで舌打ちしてから去っていった。

「か、加瀬さん――」

「おっと」

　お礼を言おうとしたのに腰が抜けて座り込みそうになる。すると加瀬さんが支えてくれた。

「嫌な思いをしたね。もう大丈夫だから」

「はい」

　優しい言葉にホッとして視界が滲む。

　まさか、あんな強引に連れていかれそうになるとは思ってもいなかったからだ。

「近くに車を止めてあるんだ。そこまで歩ける？」

　うなずくと、彼は私の背中を押して促した。助手席のドアを開けて私をシートに誘導した彼は、運転席に座った後、顔を覗き込んでくる。

「もう、平気？」

「……はい」

　私、さっきから〝はい〟しか言ってない。予想外の出来事で混乱しているのだ。

「平気なわけ、ないか。俺も怒りが収まらない」

　加瀬さんがきつくこぶしを握り締めているのに気づき、驚いた。

「あの人は知り合い？」

「友達に合コンの数合わせを頼まれて、会ったばかりの人です。二次会に行かずに帰ると言ったら追いかけてきて――」

　エレベーターにすべり込んでこられたときの恐怖がよみがえってきて声が途切れる。すると加瀬さんは私の手をそっと握り、「ゆっくりでいいよ」と励ましの言葉を口にした。

「……追いかけてきて、しつこく誘われて。加瀬さんが来てくれたから助かりました。ありがとうございました」

　ようやくお礼が言えた。

「そっか。怖かったね」

　彼は優しく私の頭をなでる。テストの点がよかったときと同じように。

「今日は送るよ」

「……ありがとうございます」

　ひとりで電車に乗る気にはなれず、素直に甘えた。

「加瀬さんはどうしてここに？」

　駐車場から車を出した彼に尋ねる。

「交通事故の案件を担当していて、現場の確認に来たんだ。ちょうど金曜のこのくらいの時間の事故で、周辺の混雑状況も知りたかったから」

「お仕事だったんですね。それなのに、すみません」

「もう終わってるよ。それに……清花ちゃんの方が大切だ」

　相変わらず温かく包み込んでくれる彼の隣は心地いい。

「このまま帰れる？」

「あっ、えっと……」

　赤信号でブレーキを踏んだ加瀬さんは、体の震えが収まらない私を見て気にしている。

「親御さんに心配かけたくないよね。蒼介のところに行こうか」

「お兄ちゃんはいいです」

　兄にこんな姿を見せたくない。

「うーん。それじゃあ、どこかに止めてしばらく過ごそうか」

「いえっ、そんなご迷惑は――」

「清花ちゃんの一大事なんだよ。迷惑なわけがない」

　加瀬さんからの優しい言葉に、私はうなずいた。

　カフェのドライブスルーでコーヒーを買った彼は、駐車場の片隅に車を止めて私の方に顔を向ける。

「マンゴーパフェじゃなくてごめん」

　まだ覚えているんだ。

「あはっ。コーヒーも飲みますよ」

　ようやく笑えた。

「蒼介と一緒に食事したのって、もう一年くらい前だっけ？」

「そうです。まだ大学生でしたから」

　三谷商事に内定が出て、お祝いにと一緒に食事をした。そのときに万年筆をプレゼントされたのだ。

「そっか……。でも、蒼介がいつも清花ちゃんの写真を送ってくれるから、実は久しぶりな気がしないんだ」

「写真？」

　兄が写真を送っているなんて知らなかった。

「うん。結構あるよ。大学卒業のときの袴姿とか、二十歳の誕生日のときの様子とかもあるし。あとはね……」

　彼は話しながらスマホを操作して写真を表示する。

　いつから送ってるのよ。

「ヤダ。恥ずかし……」

「どうして？　すごくいい笑顔じゃないか」

　スマホを覗き込んでいると、加瀬さんが私をじっと見つめているのに気づいた。

　どうかしたの？

「ずっと身近な人だと思ってたから、勝手に安心してた」

「安心？」

　どういう意味？

　首を傾げると、彼はなぜか私に熱い眼まな差ざしを注ぐ。

「彼氏はいないって聞いてるけど」

　兄はそんな報告までしているの？

　でもさすがに、加瀬さんへの想いをこじらせているとは知られていないか。

「……はい。モテなくて。加瀬さんは彼女いるんですよね？」

　自分で尋ねたくせに答えを聞くのが怖い。緊張で心臓が口から飛び出してきそうだった。

「いないよ。ずっと好きな人がいるから」

　彼女がいないと聞いてホッとしたのに、すぐに落ち込むはめになる。

　好きな人がいるのか。

　当然だろうな。私は二十二になった。彼は二十七歳。好きな人がそのうち彼女になり、そして奥さんになるのだろう。

「そう、ですよね」

「その人すごく努力家で。俺もしっかりしないと、と刺激をもらえるんだ。彼女の隣に立つために、まずは弁護士として一人前になりたいと思って必死にがんばってきた」

　それほど影響を与える人なのか。かなわないや。

「彼女も新しい一歩を踏み出したばかりで生き生きと働いているから邪魔をしちゃいけないと、想いは胸にしまってきた。でも、そうしているうちにほかの男にとられる可能性があるんだって気づいて焦ってる。俺、ずっと一番近くにいるなんてバカな勘違いしてた」

　それ以上は聞きたくない。熱い気持ちは、その彼女に告白して。

　私はコーヒーを飲むのも忘れて唇を噛みしめた。

「蒼介がしょっちゅう写真を送ってきたり近況を報告してくれたりするから、あの頃のようにずっと隣にいるつもりになってたんだ」

　今、なんて？

　私は驚きのあまり目を見開く。

　まさか……。

「けど、合コンって聞いて動揺したよ。清花ちゃんに彼氏がいない方がおかしいのに、俺、なに悠長に構えてるんだって」

　ハッとして彼に視線を絡ませると、ほどけなくなる。

「清花ちゃん。俺じゃダメかな。好きなんだ」

「えっ……と」

　体をぞわぞわとした感覚が走り抜けて、言葉が出てこない。あこがれの人からの告白がうれしくて、でも信じられなくて、これは夢ではないかと疑う。

　感激で瞳が潤んできたせいか、彼は慌てだした。

「ごめん。あんなことがあったばかりなのに、軽率だった」

「違います」

　強く否定すると、今度は加瀬さんが驚いている。

「うれしく、て」

「それって……」

「ずっと加瀬さんにあこがれていました。でも、私みたいな子どもが加瀬さんの彼女になれるわけがないとあきらめていました。彼氏ができなかったのは、告白されても加瀬さんの顔が頭にちらつくから」

　とうとう胸の内を明かしてしまった。恥ずかしくてうつむくと、彼の大きな手が頬に伸びてきて優しく触れる。

「ほんと？」

「……はい」

「大切にする。だから、俺と結婚を前提に付き合ってほしい」

「結婚？」

　思いがけない言葉に、心臓がドクッと大きな音を立てる。それと同時に喜びが込み上げてきて涙がこぼれ始めた。

「そうだよ。蒼介の大切な妹に、安易な気持ちで手を出すつもりはない。付き合うからにはそのゴールを目指したい。嫌、かな？」

「いえっ。よろしくお願いします」

　それほど真剣に私について考えてくれているのが信じられない。でも、その強い想いに感激だ。

「清花……」

　初めて呼び捨てされた瞬間、彼に引き寄せられて広い胸の中に収まっていた。

「英語の授業の最終日。これでしばらく清花に会えなくなると思ったらすごく寂しくて、毎週会えるのを楽しみにしていたんだと気づいた」

　当時、そんなふうに思っていたとは。

「もちろん最初は恋愛感情じゃなかったよ？　さすがに高校生には手を出せないし。だけど、苦手なはずの英語の勉強なのにひたむきで、あっという間に得意科目にしてみせる真面目さに感化されて、俺も負けられないと気合が入った」

　負けられないって。加瀬さんは雲の上の人なのに。

「そのまま大学に進学できるのにその道を捨てて第一志望の大学の合格をもぎ取ったと聞いたとき、向上心があって貪欲ですごいなと純粋に思った」

「そんな。司法試験にあっさり受かる人に言われても」

　私が口を挟むと彼はクスッと笑い、ようやく手の力を緩めた。

「俺はずっと清花のがんばりに圧倒されていたんだよ。俺だけでなくたぶん蒼介も、二回試験に合格して弁護士資格を得るのがゴールだと思ってた。でも、そうじゃない。クライアントの役に立てて初めて一人前なんだ。だから学び続ける努力をこの先も怠ってはいけないと気づかされた」

「私は、加瀬さんのように立派な目標はありませんから」

　彼の話は大げさすぎる。

「いや。立派に英語の能力を発揮しているじゃないか。俺や蒼介は、目標がたまたま国家資格だっただけ」

　そう軽く言えるほど簡単な試験じゃないのに。

「弁護士の資格を得ても、なにもかもうまく運ぶわけじゃない。自分のふがいなさにあきれることもあって、そんなときは思いきり落ち込みもするけど、清花が必死にシャープペンを動かして問題を解いていた姿を思い浮かべては、歯を食いしばった」

　彼ほどの能力がある人でも苦労は絶えないのか。

　弁護士という仕事の大変さを知った。

「私なんか思い出さないでください」

「いや。わからなかった問題を自分なりに噛み砕けたときの清花の笑顔、とびきりきれいだって知ってる？」

「し、知りませんよ……」

　そんなところを見られていたとは、恥ずかしすぎる。

「先の見えない案件も、誠実に向き合っていけば必ず満足する結果が得られると信じられるのは、その清花の笑顔を見ていたからだと思う」

　彼は私に優しく微笑みかける。

「くすぐったいですから、やめてください」

「あはは。でも本当だから。早く一人前になって清花にふさわしい男になりたいとがんばった。弁護士としてはまだ未熟だし、いろいろ足りてないのは承知している。だけど、清花をほかの男になんか渡したくない」

　私の目をまっすぐに見つめる彼は、はっきりと言う。

「私も、加瀬さんと一緒にいたいです」

「ありがとう、清花」

　私だって、加瀬さん以外の人なんて見えない。ずっと一緒にいたい。

　幸福な気持ちに包まれたその日は、そのまま家まで送ってもらった。

「清花。明後日の日曜日、空けておいてくれないか？　デートしよう」

「はい」

　あこがれの人とデートできるなんて、卒倒しそうだ。

「それじゃ、おやすみ」

　彼はうれしそうに口角を上げ、私が自宅の玄関に入るまで見ていてくれた。

　藤田さんにあんな嫌な思いをさせられたのに、加瀬さんのおかげで最高の一日に変わった。

「どうしよう……」

　あこがれの加瀬さんに、結婚前提の交際を申し込まれるなんて。勝手に頬が緩んでくる。

　二階の自分の部屋に駆け込み窓から外を覗くと、彼の車が小さくなっていくのが見えた。




　日曜は梅雨の合間の晴天で、約束の十時前からそわそわしていた。

　お気に入りの淡いブルーのワンピースを纏って、二階の窓から家の前の道路を眺めていると、十時十分前に加瀬さんの車がコインパーキングに入っていくのが見えたので、階段を駆け下りて玄関に向かった。

「行ってきます」

「清花。どこに行くの？」

　リビングから母の声がする。

「うん、ちょっと」

「ちょっとって、待ちなさい。今日は――」

　母が私を止めるのが不思議で振り返ると、チャイムが鳴った。きっと加瀬さんだ。

　父や母にデートだと知られるのが照れくさくて、黙っておくつもりだったのに。

　ドアを開けると、スーツ姿の加瀬さんがいて少し驚いた。デートにスーツを着てくるとは思わなかったからだ。

「おはよ」

「おはようございます」

　加瀬さんが私の彼氏だと思うと、挨拶だけで照れて困る。

「まあまあ、いらっしゃいませ」

　ん？

　出てきた母に首を傾げる。彼が来るのを知っていたかのような口ぶりだからだ。

「お忙しいところ、お時間を割いていただいてありがとうございます」

　加瀬さんまでなに？　いったいどうしたの？

「蒼介から連絡をもらってびっくりしましたよ。でも、加瀬さんならって主人も。さあ、上がってください」

　お兄ちゃん？

「それではお邪魔します」

　加瀬さんは手土産まで用意していたようで母に渡している。母は「リビングに案内して」と私に言い残して先に奥に入っていった。

「なんなんですか？」

「蒼介に頼んだんだよ。ご両親に挨拶させてほしいって」

「挨拶!?」

「ちゃんとしておきたかったんだ。いずれもらいに来るつもりだから」

　彼には驚かされてばかりだ。でも、誠実で真剣な気持ちが胸に突き刺さり、この上ない多幸感に包まれる。

「そうだったんですか。教えておいてくだされば……」

「それが、ＯＫの返事もらったの今朝なんだよ。蒼介、俺がハラハラしてるの知っててじらしたとしか思えない」

　あはっ。お兄ちゃん、やっぱり性格に難ありじゃない？

　とすると、兄も私たちが交際を始めたと知っているのか。

「お兄ちゃん、私たちのことなにか言ってました？」

「うん。遅いって叱られた」

「遅い？」

　どういう意味？

「アイツ、たぶん俺の気持ちに気づいてたから、ずっと清花の近況報告をしてくれてたんだと思う。で、迎えにいくのが遅いって」

　ええっ！

「あとは、清花を幸せにしなかったらボコボコにするとすごまれた。重度のシスコンだからなぁ、蒼介は」

　加瀬さんはよく〝シスコン〟と口にするけれど、いじめられているだけだよ、私。

「ただ、お兄さまと呼べと言うからそれは却下しておいた」

「あはは」

　でもまさか、兄がひそかに私たちを見守ってくれていたとは知らなかった。

「ご挨拶させてもらってもいい？」

「はい」

　加瀬さんのまっすぐな気持ちに応えよう。彼にずっとついていこう。私はそんな気持ちを強くした。

　父と母の前で正座をして、「結婚を前提としたお付き合いをさせてください」と頭を下げた彼は、とんでもなく誠実で私にはもったいないほどの人だ。

　ずっと私の英語の先生だったと知っている両親は、彼との交際を喜んでくれた。

「清花もそんな年になったんだなぁ。こちらこそ、よろしくお願いします」と父が深々と頭を下げたのを見て、目頭が熱くなる。

　温かい家族に恵まれてよかった。




　一時間ほど滞在した後、私たちはデートに出かけた。

「ランチに行ってパフェを食べよう」

　パフェなんて、いつまでたっても子どもみたいだと思いつつ、加瀬さんの前では素でいたくてうなずく。

　どこに行くのかと思いきや、彼は車を横よこ浜はまのみなとみらいに走らせた。

「わー、すごく気持ちいい」

　海が見渡せるカフェレストランのテラス席は、潮風が感じられて最高のロケーションだ。

「初めてのデートだから気合を入れてリサーチした」

「うれしい」

　加瀬さんが私のために調べてくれたという事実だけで心が躍る。もちろん、目の前で彼が微笑んでいるのも。

　パスタランチを楽しみパフェも堪能してから、あてもなくぶらぶら歩き始めた。

　目の前に広がる海の水が太陽の光を反射してキラキラ光っていて、なんとも美しい。

　その光景に目を奪われていると、加瀬さんがあたり前のように私の手を握ってくるので鼓動が速まっていく。彼との距離が完全にゼロになったと感じた。

「ちょっと照れくさいね」

「はい」

　長く、先生と生徒のような関係だったため、恋人として手をつないでいるのはくすぐったい。でも、たまらなく幸せ。

「加瀬さんは――」

「もう彼氏なのに、加瀬さんは寂しいな。俺の名前知ってるだろ？」

　足を止めた彼は私と向き合い、問いかけてくる。

「……はい。柊一、さん。……あっ」

　顔から火が出そうなほど恥ずかしかったが、勇気を出して名前を口にした。するといきなり抱き寄せられて驚いてしまった。

「うれしすぎる」

　そんなに？

「絶対に幸せにする」

　耳もとでささやいた彼は手の力を緩め、熱を孕はらんだ目で私を見つめる。

「好きだ」

　潮風を感じながらの初めてのキスは、私の胸を喜びで満たしてくれた。

　散策の後ショッピングを楽しみ、都内に戻ろうと車に乗り込んだところで柊一さんのスマホが鳴った。

「もしもし、どうした？」

　柊一さんは私をチラッと見てから対応している。相手は誰だろう。

「今は横浜。これから帰る。……は？」

　なぜか柊一さんが目を丸くして私に視線を送るので、首を傾げた。

「わかってる。お前に殺されたくないからね」

　殺されたくない？　いったいなんの話？

　電話を切った柊一さんが、「あのさ……」となにか話しにくそうにしている。

「どうしたんですか？」

「今の電話、蒼介」

「お兄ちゃん？」

「うん。今日、清花をマンションに泊めるって」

　そんな話、聞いてないよ？

　兄のマンションには遊びにいけども、泊まった経験はないし。

「どうして突然……」

「泊めることにしたから、お前が責任持てって」

　ん？

　話が読めなくて、彼をまじまじと見つめてしまう。

　あれっ……。まさか!?

　ようやく兄がなにを言いたいのかに気づき、恥ずかしさのあまり顔を伏せた。

　つまり、柊一さんと外泊しても、両親には兄のマンションに泊まったと話してくれると。

「その代わり、大切にしなかったら刺しにいくと宣言された。ははは」

　少し照れくさそうに笑う彼は、私に真しん摯しな眼差しを注ぐ。

「清花。俺の家に連れていきたい。もちろん嫌なら嫌と言ってくれ。蒼介のマンションまで送る」

　この期ごに及んで私に選択させてくれる柊一さんの優しさに胸がいっぱいになる。

　兄がとんでもない提案をしたのは、柊一さんの本気が伝わっているからだろう。付き合うだけなのにきちんと両親に挨拶をして、しかも結婚を前提にとまで宣言する彼が、私をもてあそぶ気なんて少しもないと。

「行きたい、です」

　私だってもういい大人だ。この答えがなにを意味しているのかもちろんわかっている。でも、柊一さんとなら後悔しない。

「そっか。ありがとう」

　彼は私の肩を引き寄せて、こめかみにキスを落とした。




　兄と同じように、弁護士として働くようになってからひとり暮らしをしているという柊一さんが住むレジデンスは、『ベリーヒルズビレッジ』という立派な複合タウンの中にあった。ここには高級レストランやホテルが入居している五十八階建てのオフィスビルや、立派な茶室が設けられている〝和〟を意識したテナントビル、そして著名人もよく利用するという病院がある。

「まさか、こんなすごいところに住んでるなんて……」

　できたばかりの頃、かなり騒がれた覚えがある。全室軽く一億は超えるとか。

「ここのレジデンスはコンシェルジュが二十四時間常駐していて、セキュリティがしっかりしているのが売りなんだ。弁護士は逆恨みをされるケースもあるから、セキュリティに関してはかなり吟味して選んだんだよ」

　そういえば兄もそんな話をしていた。兄もセキュリティの高いマンションを購入している。

　柊一さんはリモコンで駐車場のゲートを開けた後、地下へと車を走らせて止めた。駐車場にはずらりと高級車が並んでいて、場違いなところに来たのではないかと心配になった。

「私でいいのかな」

「ん？」

　思わず漏らした不安に、柊一さんが反応する。

「いえ。本当に私でいいんですか？　私、たぶん住む世界が違いますよ？」

　本音をこぼすと、彼は肩を震わせて笑った。

「俺、異世界に住んでるわけじゃないぞ。それに俺は清花じゃないとダメなんだ。……清花」

　凛とした声で名前を呼ばれて視線を絡ませられると、息が苦しいほど心臓が暴走を始める。

「俺にとって清花以上の女はどこにも存在しない。ちゃんと自分の価値をわかって」

「私の価値？」

「そう。俺をこんなにドキドキさせるのは、世界中でただひとり、清花だけ」

　彼は私の手を取り、自分の胸に持っていく。そして、今度はその手を持ち上げて甲に唇を押しつけてきた。

　大人の男の色香を見せつけられて、恥ずかしさのあまり目を泳がせる。でも、彼も私と同じように胸を高鳴らせていると知り、少し安心できた。

「わかった？」

「はい」

　彼に優しく微笑まれてうなずいた。柊一さんが私を求めてくれるのだから、もっと自信を持とう。

「うん。さて、ずっとこうしていたいけど、とりあえず食事に行こうか。そこのビルの中のレストラン、なかなかレベルが高いから」

　柊一さんは車を降りた私の手をしっかりと握った。

　レジデンスの目の前にあるビルの五十四階は、ふかふかの絨毯が敷きつめられた高級レストランフロアだった。

　一応ワンピースは着ているものの、ドレスコードでもありそうな上品さに腰が引ける。

「私、こんな高級店初めてなんですけど、この服装では入店を断られませんか？」

　後で恥をかくよりましだと思い素直に尋ねると、柊一さんは頬を緩ませる。

「服装は十分だし、清花は努力家のとびきり素敵なレディだ。内面から滲み出る美しさは誰にも負けないよ」

〝内面から滲み出る美しさ〟なるものが自分にあるとはとても思えないけれど、とりあえず洋服は問題なさそうなのでうなずいておく。さっきからきらびやかな世界に気け圧おされ気味なのだ。

「さぁ、行きましょうか、我が姫」

　私に甘い彼は、ちょっとおどけた様子で腕を曲げた。

　握れと？

　男性にエスコートをしてもらった経験がないのでおどおどしながら手を添えると、「もっとしっかり握って」と小声でささやかれ、思いきって握りしめる。すると彼は満足そうな顔をして足を進めた。

　彼が注文してくれたフレンチのコース料理は、どれもこれも想像を超えたおいしさで食が進む。とくにメインの熟成仔羊フィレ肉のローストは、まったくくさみもなくソースも絶品。噛めば噛むほど肉のうまみが口の中に広がり、感嘆のため息が出るほどだった。

「すごくおいしい」

「いい顔してる。あの日、マンゴーパフェを食べたときと同じ」

　あの日って、初めて会った日のこと？　だったらもう六年も前の話だ。

「成長してないって言ってます？」

「いや。そういう素直なところに惚れたんだなって」

　思わぬ返しに、頬が赤く染まっていないか心配になった。




　食事の後は、彼としっかり手をつないでビルを出た。夜になってひんやりとしてきた風が、ワインを飲んだせいで赤らんでいるだろう頬にあたるのが心地いい。

「蒼介のところに行く？　飲んじゃったからタクシーで送るぞ」

「いえ。柊一さんと一緒にいたい」

　そう漏らした瞬間、私の手を握る柊一さんの手に力がこもったのがわかった。

「はー。余裕ぶってるけどほんとはいっぱいいっぱいで、心臓が口から出てきそう。かっこ悪いな、俺」

　自嘲気味に漏らす彼は、天を仰ぐ。

「かっこ悪くなんてないです。私……そういう柊一さんも、好き、です」

　どさくさに紛れてなにを言っているのだろう。けれど、ずっと大人だと思っていた彼も私と同じように緊張しているのかなと思ったら、伝えたくなったのだ。

「煽あおってるの？」

「えっ？　ち、違います」

　月明かりに照らされた彼の顔が色香を漂わせていて、拍動が勢いを増していく。

「やっぱり帰したくない。もう優しいお兄さんじゃいられないから覚悟して」

　私の知らない男の顔。

　でも、彼が私を求めてくれるならついていきたい。

「はい」

　控えめに返事をすると、柊一さんはなにも言わずにレジデンスまでの道のりを進んだ。

　初めて足を踏み入れた彼の部屋はとてつもなく広く、リビングには六人掛けのダイニングテーブルとイス、そして大きなテレビと革張りのソファが置かれてあるものの、どこか生活感がなくて無機質だった。

「そこ座って。コーヒー淹いれる」

　ソワソワしているとソファに促された。しかし、キッチンに行った柊一さんを追いかける。

「私が」

　そばまで歩み寄ると、彼は振り向き私を見つめた。

「ごめん。やっぱり余裕ない」

　バツの悪そうな顔をするけれど、余裕がないのは私も同じ。彼に聞こえていないか心配になるほど鼓動が高鳴っている。

「清花……」

　私の頬に手を伸ばしてきた彼は、情欲を纏った瞳で私を縛る。

「清花。好きだ」

　あこがれの人がくれる愛のささやきは、私の胸を痺しびれさせた。

「柊一、さん……」

「ずっとそばにいて。離さないからな」

「はい」

「抱いて、いい？」

　こくんとうなずいた瞬間、唇が重なった。

　ベッドルームに連れていかれた私は、優しくてそれでいて激しい愛撫に溺れ、ただただ快楽の沼に落ちていく。

　恥ずかしいため息も彼の唇に吸い取られて、体も心も溶けてしまいそうになる。

　髪を振り乱してもだえる私を見ても、柊一さんは動じなかった。

「もっと、もっと清花が欲しい」

　悩ましげな表情で私を犯す彼は、本能むき出しで迫ってくる。けれども、私が痛がっていないか、そして怖がっていないか気にかけていて、少しでも顔をゆがめると止まってくれた。
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「大丈夫です。柊一さん、キスして……あぁんっ」

　彼の温もりを感じたくて懇願すると、腰を奥まで送り込まれて体が跳ねる。しかし直後に優しい口づけをされて、泣きそうなほどの幸せを味わった。

　やがて果てた彼は、まだ荒々しい息遣いを隠さず私の顔を覗き込んでくる。

「清花、平気？」

「はい」

　恥ずかしくてたまらない私は、彼の胸に飛び込んで真っ赤に染まっているだろう顔を隠した。

　私、夢中になりすぎて我を忘れていたかも。あられもない姿をさらしてしまった。冷静になると赤面どころの騒ぎじゃない。けれど、たまらなく満たされた時間だった。

「すごく幸せだ」

　彼は筋肉質な腕で私を包み込み、ささやく。

「私、も」

　こんなやり取りを柊一さんとできるなんて、感無量だ。

「もうこのままここに閉じ込めておきたいな。離したくない」

　それは私も同じ気持ち。ずっと一緒にいられたらいいのに。

　今日は兄のお膳立てでこうして同じ時間を過ごせたけれど、実家にいると自由がきかない。といっても、兄に柊一さんと一緒に過ごしたいからアリバイ作りに協力してとはお願いしにくいし。

「ご両親の許可を取って、一緒に住もうか」

「ほんとに？」

　柊一さんとの交際を喜んでいて、しかも結婚を前提としたお付き合いだとわかっている両親は、許してくれるような気がする。

「うん。俺、忙しさを言い訳に人間らしい生活をしていないというか……。食事も外食ばかりでここには寝に帰ってくるだけって感じで、笑い方も忘れてた。清花、俺を人間に戻してくれないかな」

「戻すって」

　彼の言い方がおかしくて、笑いが漏れる。

　とてつもなく広くて素敵な部屋なのに、生活感がまるでないのはそのせいなのか。

「清花と一緒にいると、感情が動くんだ。もっと楽しいことがしたい。おいしいものが食べたい。笑いたいって」

　感情が動かなかったの？　私の目の前にいる柊一さんは、笑みも絶えないしそんなふうには見えないのに。

　彼は私を腕の中から解放して髪をなでだした。

「ふたりで暮らしてみて、清花が俺との生活が大丈夫だと思ったら、そのときは籍を入れよう」

　それは、プロポーズ？

「し、柊一さんが幻滅するかも」

　私が彼を嫌いになるなんて誓ってない。でも逆はあるかもしれないと不安になる。

「幻滅するわけないだろ。清花がたとえ鬼でも、俺は一緒にいたいよ」

「鬼じゃないです！」

　私がムキになると、彼はプッと噴き出した。

「わかってるよ。たとえそうだとしても離したくないってこと。俺、どうも独占欲が強いみたいだから観念して」

　観念どころか、うれしくてたまらない。

「お兄ちゃん、なんて言うかな」

「シスコン蒼介が一番ハードル高いな」

　でも、今日だって兄のおかげで一緒にいられる。シスコンが唯一認めた私のお相手なのかも。

『好きな男ができたら報告しろよ。俺が気に入らなければ交際は却下だ』と無茶ぶりを発揮していた兄が、両親との間を取り持ってくれて、お泊まりのアリバイ作りまでしてくれたのだから。

「お兄ちゃん、お相手が柊一さんなら認めてくれると思います」

「だといいな。でも、見返りを要求されそう」

「パフェでもおごっておけばいいですよ」

　そう言うと、柊一さんは白い歯を見せる。

「アイツがパフェをうまそうに食べる姿、ちょっと見たいかも」

「私も」

　兄は甘いものはあまり口にしない。柊一さんもだけど、ブラックコーヒーが似合うタイプなのだ。

　あぁ、柊一さんとこんな他愛もない会話ができるなんて、いまだに信じられない。

　その晩は、彼の温もりに包まれながら幸せな時を過ごした。










愛するがゆえの葛藤




　同棲はすんなりと認められ、私は柊一さんのレジデンスに転がり込んだ。

　ここは想像以上のセキュリティの高さで驚いている。

　エレベーターは各部屋のカードキーを所定の場所にかざさなければ動かないし、来客があるときはあらかじめコンシェルジュに伝えておくか、もしくはコンシェルジュから居住者に通してもいいか確認が入るのだとか。

　柊一さんは忙しく帰りが遅くなるのもしばしばだが、お隣に住む相そう馬まさんを紹介されて奥さまの里り桜おさんと仲よくなった。私より七つほど年上の彼女はおなかに赤ちゃんがいて、産休に入ったところだ。

「すみません。買ってお返しします」

「いいのよ、これくらい。清花さんも忙しくしてるのね。今帰ってきたの？」

　会社帰りに近くのスーパーに寄ってきたのだけれど、うっかり醤油を買い忘れて借りにきたのだ。

「二十分くらい前に。海外とやり取りすると時差があるので遅くなるんです」

　現在二十時半。八時間時差のあるイギリスに十時指定の電話を入れなければならず、その後の処理も含めて十八時からひと仕事してきた。

「英語をしゃべれるなんてかっこいい」

「旦那さんも堪能だそうじゃないですか」

　旦那さんはここ、ベリーヒルズビレッジの開発も手がけたという大きな不動産会社の跡取りだとか。

「そう。だからかっこいいの」

　さりげなくのろけた里桜さんは、ペロッと舌を出す。チャーミングな人だ。彼女も仕事がバリバリできるキャリアウーマンだと聞いている。

「そういえば加瀬さん、清花さんをひとりにする時間が多くて申し訳なく思ってるみたいよ。だから、なんでも声をかけてね」

　里桜さんの発言に目を丸くした。

　まさか柊一さんが私の心配をしているとは。

「ありがとうございます。それじゃあ、お醤油、お借りします」

　気恥ずかしくなった私は、そそくさと退散した。

「過保護よね……」

　柊一さんは私が実家を出たのが初めてだから心配しているのだろうけど、ここでの生活は快適なのに。

　でも、その過保護さが心地よかったりもして顔がにやける。愛されていると感じられるのだ。

　料理がもう少しでできあがるという頃に、柊一さんが帰ってきた。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　玄関で出迎えると、彼は私をグイッと引き寄せて唇を落とす。照れくさくて視線を泳がせてしまうものの、内心にやけているのは内緒だ。

「清花のエプロン姿、たまんない。それに、出迎えてもらえるなんて最高だ」

『俺を人間に戻してくれ』なんて冗談を口にしていた彼だったが、表情は豊かだし生き生きとしているように見える。それが私の影響だったらうれしい。

「いい匂い」

「今日は帰りが遅くなったので、親子丼です。ザ、庶民って感じですみません」

　できるだけ野菜を取ってほしいので、キャベツをたっぷり入れたみそ汁も作ったけれど、高級レジデンスの住民には似つかわしくない気もする。

「ザ、庶民って。清花の料理はどのシェフよりもうまいよ」

「えっ、シェフと比べないでください！」

　私は料理人じゃないのよ？とムキになると、彼はクスクス笑っている。

「どうして？　俺、清花の料理を食べるときが一番幸せだよ」

　たしかに、なにを作ってもおいしいと笑顔で食べてくれる。だからこそ作りがいがあるのだ。

「けど、無理させて悪いな。大変なときは外食しよう」

「はい。来週また遅くなるのでそのときは」

「うん。それはそれで楽しみだ。着替えてくる」

　彼はネクタイを緩めながら寝室に入っていった。

「新婚みたい」

　思わず声が漏れる。

　ふたりで暮らしてみて大丈夫だったら籍を入れようと話していたけれど、私は今すぐでもいい。彼の帰りが遅くて寂しいことはあれど、同棲を始めてから朋美にも『毎日楽しそうね』とツッコまれるほど気分が上がっているのは否定できなかった。




　それから一カ月半。

　お隣の相馬さん夫婦に、男の子が誕生した。

　ベリーヒルズビレッジ内にある病院での出産で、近くてすぐに駆け込める上、医療水準も高いので安心してお産にいどめたのだとか。

　退院して一週間。里桜さんに頼まれて、薬局でおむつを購入してきた。旦那さまが急遽出張になって困っていたらしい。

　ちょうど帰宅した柊一さんと一緒にお隣を訪ねた。

「清花さん、本当にありがとう。主人が用意しておいてくれたおむつ、肌に合わないみたいで赤くなってきて」

　里桜さんは少し疲れた顔はしていたが、腕の中ですやすや眠っている赤ちゃんを見つめる姿に幸せオーラがあふれている。

「これくらいお安い御用ですよ。気持ちよさそうに寝てる。かわいい」

　私たちが話している横で、柊一さんの目が赤ちゃんにくぎづけになっている。私は一度赤ちゃんと対面しているが、彼は初めてなのだ。

「こんなに小さいなんて、びっくり」

「抱いてみます？」

「いえっ、とんでもない。壊しそうで怖い」

　フルフルと首を振り断っている柊一さんがなんだかかわいい。

「あはは。主人も最初はそうだったんです。でも今はデレデレ。おふたりも赤ちゃんどうですか？　育児は大変ですけど、目に入れても痛くないという気持ちがよくわかりますよ」

　穏やかに話す里桜さんが母親の顔をしていてうらやましい。私も柊一さんの赤ちゃんが欲しいな、なんて考えてしまった。

　部屋に戻り食事の支度のためにキッチンに行こうとすると、柊一さんに腕を引かれてつかまった。

「清花も赤ちゃん欲しい？」

　なんと答えたらいいだろう。

　彼が私との結婚を真剣に考えているのはわかっているが、弁護士として一人前になりたいともがいているのも知っている。そんな状況で赤ちゃんがやって来たら大変になるのではないかというためらいもある。

「えっと……」

「ごめん。赤ちゃんがあんまりかわいくて、清花と一緒に育てられたら幸せだろうな、なんて頭がいっぱいになって」

　ほんとに？

「今はお仕事が大変でしょう？」

　尋ねると、彼は目を見開く。

「どれだけ忙しくても、あんなにかわいい命のためだったら踏ん張れるよ。清花こそ、せっかく英語力を生かせる仕事についたばかりなのに、出産や育児でキャリアを中断するのはつらいだろ？　出産は俺には代われないし」

　あれっ。柊一さんは私の心配をしているの？

「つらいわけがありません。私だって柊一さんとの赤ちゃん、欲しいですから」

　そう答えた瞬間、抱きしめられていた。

「ほんと？」

「もちろん」

「そっか。よかった」

　彼とずっと一緒にいたい。そんな想いが日に日に募っていくのを感じた。




　柊一さんとの楽しい毎日は、私に活力を与えてくれる。仕事も絶好調で、充実している。

　その日は十八時少し前に会社を出て、スーパーで買い物をしてからマンションに帰ったのが十九時過ぎ。冷蔵庫に買ってきたものを放り込んでいると、スマホが鳴った。画面に表示されたのは兄の名前だ。

「もしもし」

『清花、どこにいる？』

　なぜか焦った様子なので、なにごとかと不思議に思う。

「どこって、柊一さんのマンション」

『すぐに迎えにいくから生活に必要なものをまとめておけ。あと、家中の窓や玄関の鍵が閉まっているか確認して。俺以外の誰かが訪ねてきても絶対に通すな。わかったか？』

「どうかしたの？」

『後で話す』

　そこで電話はブチッと切れた。

「なにこれ。生活に必要なものって、どういうこと？」

　あまりに適当な兄に対する反発心はあるものの、緊迫した空気を感じたので、いつものようにからかっているわけでもなさそうだ。

　私は言われた通り戸締まりを確認して再びリビングに戻った。

　兄は『迎えにいく』と言っていたので、どこかに出かけるつもりなのだろう。どうして生活用品まで必要なのか理解できないけれど、とにかく柊一さんに連絡しなくては。

　すぐに電話をかけたもののつながらない。きっとまだ仕事中だと思いメッセージを送っておいた。

　それからバッグに着替えなどを詰め込んでいると、電話から二十分。再び兄から連絡が入った。

『清花。部屋まで行くからフロントに来客があると連絡してくれ』

「私が下りていくからいいよ」

『ダメだ。早く』

　今日はやけにせっかちだ。

　私は首をひねるばかりだが、兄の行動が理解できないのは今日だけではないので仕方なく従った。

　しばらくするとチャイムが鳴り、ドアホンで兄を確認した私は、まずはマンションの玄関を開錠した。これで連絡しておいたコンシェルジュからエレベーターに乗るためのカードキーを渡されるはずだ。

　それから五分もしないうちに部屋の玄関のチャイムが鳴ったので、すぐに鍵を開けた。

「お兄ちゃん、なに？」

「お前、今、俺だと確認したか？」

「下で確認したから」

　怪しい人はフロントを通過できないのだから、必要ないでしょう？

「そんなんじゃダメだ。もっと危機感を持て」

　どうしていきなりお説教を食らっているのだろう。

「まあ、いい。とにかく行くぞ」

　兄は私のバッグを持ち、再びエレベーターに向かう。

「ねぇ、どこに行くの？」

「とりあえず俺の家」

「どうして？」

「いいから来い」

　兄が強引なのは今に始まったことではないが、今日はいつもと雰囲気が違う。ピリリとした緊張感が漂っていて、表情もいつになく真剣だ。

　私はそれ以上反論するのをあきらめ、素直についていった。

　エントランスに横づけされていた車に乗り込むと、兄はすぐに発進させた。

「ねぇ、なんなの？　柊一さんと連絡がついてないの。なんと説明すればいい？」

　メッセージに既読のマークはつかず、いまだ家を出たのを伝えられていない。

「柊一とは連絡がついてる」

「なんで？」

　どうしてお兄ちゃんとは連絡が取れているの？

　頭の中が疑問だらけで、なにを質問したらいいのかわからない。

　ハンドルを巧みに操る兄が、低いトーンで話しだした。

「落ち着いて聞け。柊一は外出先から事務所に帰る途中で……襲われた」

「おそっ、襲われた？　どうして……柊一さんは？　大丈夫よね」

　たちまち心臓が暴走を始め、全身に鳥肌が立つ。

「アイツは無事だ。ケガもない。ただ、一緒にいたパラリーガルが切りつけられて病院に運ばれた。幸い命に別状はないそうだ」

　切りつけられた？

　柊一さんが無事だと聞いて安堵したものの、被害者がいると知り、あまりにショックで声が出ない。

「ＤＶを受けていた女性の離婚調停を担当しているそうだが、柊一がその女性をかくまっているのに腹を立てた夫が、逆上して襲ってきたらしい」

「そんな……」

　以前、セキュリティ重視であのレジデンスを購入したのは、逆恨みをされるケースもあるからだと柊一さんは話していたが、こうした事態を心配していたんだ。

　だから兄も、安易に玄関を開けた私を叱ったのだとわかった。

　でもまさか、その心配が現実になるなんて。

「犯人は逃げていてまだ捕まっていない」

「柊一さんはどこ？」

「安心しろ。今は警察で事情聴取の最中だ。一番安全な場所にいる」

　それを聞いて、ようやく肺に酸素が入ってきた。

「問題はお前」

「どうして私？」

「柊一のパートナーだと知られている可能性がある。犯人は柊一に手が出せないと知ったら、次はどうすると思う？」

　安心したばかりなのに、体が震えだす。

　つまり、私が狙われる可能性があると言いたいのだ。

「柊一はすぐに清花を守ってくれと俺に電話してきた。お前に連絡しても取り乱すだけだと思ったからだろうな」

　その通りだ。

　兄が隣にいる今ですら頭が真っ白で、なにをすべきかわからない。

「実家より俺の家の方がセキュリティがしっかりしている。しばらく俺のところにいろ」

「柊一さんはどうするの？」

「アイツの事務所がホテルを手配するはずだ。犯人が捕まるまでは警察の警護つきでそこに移るだろう」

「そっか」

　そんな返事をしたものの、混乱と恐怖でポロポロ涙があふれてくる。

「大丈夫だ。犯人はもうわかっているんだから捕まるのは時間の問題。ただ、柊一はパラリーガルが傷ついたことに胸を痛めているはずだから、次に会えたらお前が癒やしてやれ。あっ、言っておくけどパラリーガルは男だから。妬やくなよ」

　兄は涙が止まらない私を慮おもんぱかって茶化したのだろうけど、とても笑えない。

　でも兄の言う通りだ。つらいのは私ではなく柊一さんの方。しっかりしなくちゃ。

　私は頬の涙を手で拭った。

　兄のマンションに到着しリビングに向かうと、スマホが鳴っているのに気づいて慌ててバッグから取り出した。

「もしもし、柊一さん？」

『清花。今どこ？』

「兄のマンションに着いたところです」

　声が聞けただけでホッとして、ヘナヘナと座り込む。

『よかった。びっくりしただろ。ごめんな』

「ううん。柊一さんが無事ならそれで」

　ダメだ。余計な心配をかけたくなくて気丈に振る舞おうとしても声が震える。

『蒼介から聞いたと思うけど、俺、しばらくホテル暮らしになりそうだ。清花は蒼介のところにいてほしい。少し辛抱してくれる？』

　私よりずっと落ち着いている柊一さんは、いつもの優しい口調で諭すように話す。

「辛抱なんて……。私の心配はいりません。だから、柊一さんは無事でいてください」

『ありがと。ちゃんと警護してもらうから問題ないよ』

「パラリーガルの方は？」

『うん。左腕を切られたんだけど、傷は浅いそうだ。腕の機能にも問題ない。ショックもあって入院はしたけど、たぶんすぐに退院できるよ。もちろん警護をつけてもらう』

　ひとまずは安心した。

『清花。蒼介に代わってくれる？』

「うん」

　恐怖のあまりずっと彼の声を聞いていたいくらいだったが、そうもいかない。私は兄にスマホを渡した。

「……わかってる。こっちは心配するな」

　しばらく話していた兄は、最後にそう伝えてから電話を切った。

「柊一、これからホテルに移動するって」

「そう」

「犯人の目撃情報が多数あるからすぐに捕まるはずだと話してた。朝までに解決するかもな。だから心配いらない」

　兄は私の頭をポンポンと叩く。いつも私をからかう兄が頼もしいと感じる。

「飯食った？」

「ううん。そんな気になれない」

「柊一が、清花はそう言うだろうから無理にでも食わせろってさ。アイツを心配させたいのか？」

　そんな聞き方はずるい。でも、兄の発言はいちいち正論だ。

「させたくない」

「素直じゃないか。それじゃ、デリバリー頼むか。パフェはないぞ」

「いらないよ」

　兄が私の気持ちを持ち上げようとしているのが伝わってくる。柊一さんも兄も、私の心配ばかりだ。とくに今の柊一さんの重荷になるわけにはいかない。

　深呼吸をした私は、意識して口角を上げる。そしてスマホでデリバリーのメニューを見始めた兄から、それをスルッと奪った。

「これ、おいしそう」

「は？　牛フィレ肉とフォアグラのソテーロッシーニ風？　こんな贅沢なものは柊一に食わせてもらえ」

「えー、稼いでるくせにケチ」

　あからさまに顔をしかめてチッと舌打ちした兄だけど、「しょうがねぇな」と私の希望通り注文してくれたので、もちろんがんばって全部おなかに入れた。

　私は柊一さんと兄の心遣いと優しさに感謝しながら、その日は眠りについた。




　兄のベッドを占領したもののうとうとした程度でうまく眠れず、早朝にリビングに顔を出すと、ソファで寝ていたはずの兄がもう起きて電話をしている。

　私の顔を見た兄はいったんスマホを口から外して、「捕まったそうだ」と教えてくれた。

「ほんとに？　よかった……。電話、柊一さん？」

「いや、俺の同僚。ちょっと待ってろ」

　電話を代わってもらう気だったのに、柊一さんではなかったらしい。兄もいろんな手を使って情報収集しているのだと知った。

　電話を切った兄がソファを指さすので素直に従うと、兄も隣に腰を下ろし私の方に顔を向ける。

「ついさっき、逮捕されたそうだ。柊一はおそらく警察に行かないといけないだろうから、すぐに連絡はつかないかもしれない」

「うん」

　でも、これで彼が再び襲われる心配がなくなったと、ホッとした。

「アイツが戻ってくるまではここにいろ。親父たちに心配かけたくないだろ、お前」

「内緒にしておいてくれるの？」

　今回の事件を知ったら、両親に結婚を反対されるかもしれないと不安だったのだ。

「俺からわざわざ知らせるつもりはない。ただ、清花」

　いつになく真剣な表情の兄は、私の目をじっと見つめて続ける。

「俺たち弁護士は、こうした危険と常に隣り合わせだ。今回のように傷害事件にまで発展するのはまれだが、嫌がらせや脅迫まがいの行為をされた経験がある弁護士は多い」

　兄の話に緊張が走る。

「……うん」

「お前はそれでも柊一と一緒になりたいか？」

「あたり前だよ」

　即答すると、兄は目を丸くしている。

「本音を言えば、妹を弁護士と付き合わせたくない。過去には弁護士の妻が被害に遭ったケースもあるからね。相手が柊一以外の弁護士だったら、もうとっくにつぶしてる」

　つぶすって……。

　でも兄の場合、本気になったらそれくらいやりそうだ。

　ただ、柊一さんは認めているのだと改めて感じた。

「お前にも覚悟が必要だ」

「わかってる。私はどうしても柊一さんと一緒にいたい」

　今回の事件は背筋が凍るほど怖かったし、柊一さんも心配だ。けれども、別れたいなんて少しも思わなかった。

「一いっ端ぱしの口をきくようになったな。今回はさすがに柊一もまいってるはずだ。その覚悟があるなら、ちゃんと受け止めてやれ。俺も相談に乗るから。相談料はいくらにしようか……」

「はぁっ？　ただじゃないの？　ケチ！」

　口の端を上げる兄は、「ケチで結構」と冗談を言いながら立ち上がる。

「お前、料理できるらしいじゃないか。実家ではほとんどしなかったのになぁ」

「うるさいな」

　好きな人のためならがんばれるのよ！

「柊一にばらされたくなかったら、朝飯作れ」

「脅迫よね、それ」

「よく知ってるな」

　いつもの調子でおちょくられるのに安心するなんて。

「それと、今日は会社を休め。今日だけは仮病を使っても許してやる。お前、ひどい顔してるぞ」

「え……」

　さんざん見てから言わないでほしい。

「どうせそわそわして仕事にならないだろうしな」

「それじゃあ休む」

　今日締め切りの仕事はなかったはずだ。

「おう。俺は仕事に行くから、部屋の鍵を渡しておく。もう外出しても大丈夫だけど、柊一が迎えにくるまではここにいろよ」

「うん、ありがと」

　私はありがたく鍵を受け取り、朝食を作るためにキッチンに向かった。

　朝食を取り兄が仕事に出かけた後、会社に欠勤の連絡をしてからスマホで逆恨み事件について調べ始める。

「奥さんが殺害されたって……」

　中には凄惨な事件もあって絶句した。

　もちろん、重大な事件は頻度として高いわけではないだろうけど、表に出ない嫌がらせや脅迫はたくさんあるのかもしれない。

　でも、柊一さんと別れるという選択肢はまったく頭に浮かばない。

「早く迎えにきて」

　会いたい。会って抱きしめてもらいたい。そうしたら安心できるのに。




　柊一さんから電話が入ったのは、午後になってからだった。

『清花、犯人捕まったよ。怖い思いをさせてごめん』

「私は大丈夫。今どこですか？」

『警察を出たところ。これから病院に行ってくる』

　きっとパラリーガルのお見舞いだ。

「そっか」

『仕事は……休ませちゃったな、たぶん』

「休みましたけど、柊一さんのせいじゃないですから」

　余計な心配はしなくていいのに。今は自分のことだけ考えてほしい。

『蒼介のマンション？』

「うん」

『しばらくそこにいてくれないか？　ちょっと慌ただしくて』

　迎えにいくと言われるとばかり思っていたので、返事がすぐに口から出てこない。

『清花、聞こえてる？』

「聞こえてます。わかりました。柊一さんは大丈夫ですか？」

『うん。俺はピンピンしてる。どこもケガしてないし』

　体ではなく心の話をしているのに。けれども、わかっていてそう返しているのかもしれない。

「お願い。無理しないでください」

　早く彼の顔が見たい。でも今は我慢だ。ケガをした人もいるのだし、事件の被害者として、そして弁護士としてやることが山ほどあるはずだ。

『ありがと。また連絡する』

「はい」

　待ってますと付け足しそうになってこらえた。今はパラリーガルの回復と事件の解決が先だ。

　そうやってどれだけ自分に言い聞かせても、柊一さんに会いたいという気持ちがあふれてくる。元気な姿を自分の目で確かめて、不安を払拭したい。そして兄が言っていたように、彼が心に負った傷を癒やしてあげたい。

　とはいえ、遠ざけられた私には、今できることはなかった。




　兄の部屋で暮らし始めて八日。

　時折柊一さんから連絡が入るものの、声に張りがないように感じる。しかも『迎えにいく』という一番欲しい言葉は聞けていない。

　兄は『パラリーガルの回復まで自分にかまっていられないんだろう』と話していたが、その通りかもしれないと思っていた。柊一さんは優しい人だから。

　しかし金曜の晩、とうとう彼がやって来た。

「清花……。遅くなってごめん」

　玄関を開けた瞬間、私は柊一さんの腕の中に飛び込んでいた。我慢しきれない涙が彼のシャツに吸い込まれていく。

「実の兄の前でイチャイチャするのはやめてくれない？　柊一、とにかく入れ」

　指摘されて慌てて離れる。会えたのがうれしくてなりふりかまわず抱きついてしまったけれど、たしかに兄の前なんて恥ずかしい。

「蒼介、いろいろ悪かった。ありがとう」

　柊一さんは私の頭を優しくなでてから、お礼を口にする。

「この恩は牛フィレ肉くらいで勘弁してやる。清花が高いものばかり遠慮なく食うから、まいったよ」

　兄は悪態をついているが、ずいぶん助けられた。ひとりだったら食事なんて二の次だったはずだ。実際、就業中の昼食はほとんどパスしたし。

　けれど、なかば無理やりレストランに連れ出してくれたり食事を作らされたりで、わりと健康的な生活を送れていたと思う。

　私がコーヒーを淹れるためにキッチンに立つと、ふたりはソファで話し始めた。

「で、パラリーガルは？」

「無事に退院した。でも……弁護士を目指すのはやめると」

　コーヒー豆を出しながら聞き耳を立てていたが、手が止まった。

　そうか。司法試験が通らず、勉強しながらパラリーガルとして働いていたのか。

　兄や柊一さんは早々に司法試験をパスしたため、大学を卒業後、司法修習が始まる十一月までパラリーガルをしていたが、おそらく弁護士を目指しつつ働いているケースが多いのだろう。

「仕方ないな」

　兄の声にも落胆が滲む。

「俺が夢をつぶしてしまった」

「夢をつぶしたのは柊一じゃないだろ。犯人だ。お前は被害者だ」

　無意識に兄の意見にうなずいていた。

　自分の担当案件で起こった事件なので、柊一さんが責任を感じる気持ちはわからなくもない。でも、彼はＤＶの被害者だった奥さんの離婚を手助けしていただけ。

　私は再び手を動かし始め、コーヒーを淹れてテーブルに運んだ。

「ありがと」

　柊一さんの前に置くと、微笑んでくれるのがうれしい。心労のせいか心なしか頬がこけている姿が痛々しいが、とにかく無事でよかった。

「清花。蒼介からいろいろ聞いたと思うけど、俺たち弁護士はこういう事態が今後も起こりうる。……もし怖いのなら――」

「嫌ですよ。私は柊一さんと一緒にいます」

　唇を噛みしめ、意を決したように話しだした彼を遮り伝える。怖いなら離れろと言おうとしているのだろう。

　けれども、彼への気持ちはこれで別れられるほど軽いものではない。

　私はなんでもない顔をしてコーヒーを口に運ぶ。

「柊一、あきらめろ。我が妹は頑固だぞ」

　兄も後押ししてくれた。

「そうか……。清花、ありがとう」

「だから俺の前でイチャつくのはやめろって言ってんだ。清花。この前頼んだデリバリー注文しろ。オマール海老のグリルも追加して。もちろん柊一のおごりな」

「俺か？」

　いつもの兄の無茶ぶりに、柊一さんが白い歯を見せたのがうれしくてたまらない。

　私は弾んだ気持ちで注文の電話をかけ始めた。




　食事が済むと、久しぶりに柊一さんのレジデンスに戻った。

「清花」

　玄関に入った瞬間、抱き寄せられて視界が滲む。

　こうして彼が隣にいるのがあたり前になっていたのに、なにかの拍子に崩れてしまう可能性もあると実感したからか、もうここから離れたくないと強く願う。

「怖い思いをさせてごめん。無力でごめん」

　無力だなんて。刃物で突然襲われたら、誰だって無力だ。

　しかも彼はとっさに兄に保護を頼み、私の安全を確保した。できる範囲で最善を尽くしてくれたはずだ。

「お願い。離さないで」

　私を遠ざけようとしないで。

　嫌いになったのなら仕方がない。でも、事件に屈して別れを選ぶなんて絶対に嫌。

「ああ」

　彼の強い返事に安心して、安堵の涙がひと粒だけこぼれた。

　その晩、柊一さんは私を壊れ物を扱うかのように丁寧に、それでいて情熱的に抱いた。

「清花……」

　甘いため息交じりの声を吐き出す彼は、私を貫き強く抱きしめる。

「あぁ……っ」

　私は彼の背に手を回し、必死にしがみつく。

　ずっと彼の温もりを感じていたい。離れたくない。

　深い口づけを落とす柊一さんは、いつもより余裕がない様子だ。

「愛してる。愛してるんだ」

　恍惚の表情で私を見つめて、眉をひそめる。

　それならずっとそばにいて。私を愛してくれるなら、ずっと隣に。

「柊一さん、私も。お願い、もっと……んっ」

　もっと彼を感じたくてねだると、熱い唇が重なった瞬間激しく突かれ、背をしならせてもだえる。

　果てても果てても足りないという様子で私を抱き続けた彼は、朝方になってようやく眠りについた。

　私も彼の広い胸に包まれたまま、まぶたを下ろした。




　あの事件以降、夜中に何度も起きていたのに一度も目覚めず、しかも翌日起きると十一時近かったので驚いた。

「おはよ」

　柊一さんが私を見つめて微笑んでいる。

「ごめんなさい、寝すぎちゃった」

「無理をさせたのは俺だから。ごめん、止まらなかった」

　昨晩、情熱的に求められたのを思い出し、恥ずかしさのあまり頬が赤らむのを感じる。

「おなか空きましたよね」

「うん」

「朝食……じゃないや。ブランチ作りますね」

「ありがと。清花の手料理、食べたくてたまらなかった」

　その言葉ににやける私はおかしいだろうか。

「でも、その前に」

　ベッドから出ようとした私の腕を引いた柊一さんは、キスを落として強く抱きしめてくる。

「柊一さん？」

　なかなか放してくれない彼の名を呼ぶと、背中の手に力がこもる。

「清花が俺の腕の中にいる幸せを噛みしめさせてくれ」

「ずっといます。柊一さんの隣に」

　怖いなら離れてもいいというような口ぶりだったくせして。

　けれど、あの質問が私を思ってのものだったのは百も承知。彼は自分の気持ちより私を優先してくれるような人だから。

　結局、そのままもう一度抱かれた。しかもいたるところに独占欲の象徴のようなキスマークをつけられて、恥ずかしいやらうれしいやら。

　ブランチどころか完全に昼食になったものの、私が作ったアラビアータをおいしそうに食べてくれた。

「柊一さん、冷蔵庫が空っぽです。買い物に行きませんか？」

　彼はもともと料理をする人ではないが、私がいない間、食生活が乱れていたんだろうなと想像した。そもそも食欲がなかったのかもしれないけれど。

「そう、だな。ネットスーパーでも頼めるよね」

「できますけど、この時間に頼むと明日になりますよ」

　疲れていて出かけるのが面倒なのかな？

　あの事件の前までは、休日はよくふたりでスーパーに出かけて、冷蔵庫がいっぱいになるくらい買い込んできたのに。

「そっか。俺が行ってくるから、必要なものメモして」

「私も一緒に――」

「ダメだ」

　強い言葉でとがめられて目を丸くすると、彼はハッとした表情をしている。

「ごめん。俺に行かせて」

「……はい。それじゃあお願いしようかな」

　私はあえて明るく振る舞った。

　きっと怖いんだ。

　今回の犯人は捕まったとはいえ、ほかにも恨みを買っている可能性はある。一緒に歩いていたら、パラリーガルのように私が襲われる可能性はゼロじゃない。でも、危険なのは柊一さんだって同じ。

　それに兄が話していたように、恨まれることはあれど、傷害事件にまで発展するのはまれなはず。

　それでも、目の前でパラリーガルを傷つけられた彼の心の傷を思えば、〝大丈夫ですよ〟なんて軽々しく言えない。

「あ、清花……」

「柊一さん、なにが食べたいですか？　私はねー、昨日こってりだったのでさっぱりがいいかなぁ。明日の分もお願いしたいので柊一さんも考えてください」

　バツの悪そうな顔をする彼にこれ以上負担をかけたくなくて、早口でまくし立てる。

「そうだな……。俺はとにかく清花のみそ汁が飲みたい」

「だったら、一番好きなお豆腐のみそ汁にしましょう。今日は和食に決定！」

　私はテンション高めに振る舞い、メモを書き始めた。

　柊一さんが買い物に行った後、ソファで膝を抱えて呆然とする。

　もう、今までのようにはいかないの？

　一緒に食事に行ったり、ショッピングに行ったり、映画に行ったりは無理なの？

　犯人さえ捕まれば以前の生活を取り戻せると思っていた私は、ショックを隠しきれない。

　でも、元気にしていなくちゃ。私が落ち込んでいたら、柊一さんは自分を責めるかもしれない。彼はなにも悪くないのに。

「なにか……」

　私にできることはないだろうか。

　それからしばらく、ボーッと考えていた。










ふたりの未来　Ｓｉｄｅ　柊一




　俺のパラリーガルを務めてくれていた土ど井いが、退院と同時に事務所を去った。彼は二度司法試験に失敗しているが勉強熱心で、次こそは合格を勝ち取るのではないかと期待されていた優秀なパラリーガルだった。

　ふたりで裁判所に行った帰り、突然背後から『うぉぉぉ』というようなおたけびが聞こえてきて、振り向いたときにはもう土井は切りつけられていた。

　俺はとっさに倒れ込んだ土井の前に立ち塞がり、男と対峙した。激高した男は俺にもナイフを向けて襲いかかってきたがなんとかかわすと、周囲の誰かが『警察！』と叫んだ。男はその声に恐れをなしたのか、足早に逃げ去った。

　その男が、離婚調停を担当しているクライアントの夫だとすぐに気づいたものの、まずは土井の手当てが最優先。すぐさま近くにいた人に救急車を手配してもらい、彼の傷口を押さえた。

　過去に弁護士が逆恨みされて亡くなるという事件があったのは知っている。だからこそセキュリティのしっかりしたマンションを購入して住んでいるのだが、四六時中注意を払っているのは難しい。

　意識もはっきりしていて、傷も深くないと診断された土井を救急隊員にお願いし、俺は警察の事情聴取に応じた。

　でもその前に、蒼介に清花を託す電話を入れた。

「柄にもないな……」

　清花を意識した途端、手が震えているのに気づいて顔をしかめる。

　俺のせいで土井は傷を負った。もしあの男が清花の存在を把握していたら……と思った瞬間に血の気が引いたのだ。

　一刻も早く清花のもとに駆けつけたいのはやまやまだったが、男がどこかで俺の動向を見ていたら逆効果だ。とにかく蒼介に託して、男を捕まえてもらうための協力に全力を注ごうと考えた。

　犯人はすぐに逮捕されたものの、土井の様子が気になり毎日病院に通った。こうした事態を想定していたのに、自分以外の人間が傷ついたという事実に動揺を隠しきれず、清花の前で平然としていられる自信がなかった俺は、しばらく蒼介に預けたままで会いにいけなかった。

　それでも清花に会いたいという気持ちは抑えられるものではなく、土井が退院したその日、蒼介のマンションに向かった。

　今回の事件に恐れをなし、もしかしたら別れたいと思っているのではないかとおそるおそる尋ねたが、彼女は俺と一緒にいる選択をしてくれた。

　それがどれだけうれしかったか。

　あまりに愛おしくて抱きつぶしたものの、翌日一緒に出かけたいと言われて、とっさに拒否してしまった。

　ダメだ。清花が大切だからこそ、危険な目に遭わせたくない。土井のようにケガをさせたら……。いや、最悪命を落とす事態だって……。

　よくない考えに支配され、怖くてたまらない。

　そばにいれば命をかけてでも守る。でも、生き生きと働く清花から仕事を奪ってマンションに閉じ込めてはおけない。

　どうしてこんな事態に……。

　相馬さんの赤ちゃんを見て、清花との間に子どもができたらと夢を描いた。彼女も同じように思ってくれたのがうれしくて、正式にプロポーズすると決めたばかりだったのに。

　どうしたらいいのか答えを出せないまま、しばらくふたりでは外出しない生活を続けていた。




　再び同棲を始めて一カ月。

　出勤する際も、清花とは時間をずらしてマンションを出る日々を送っている。当然デートもしていない。

　それでも彼女は不満ひとつ漏らさず、いつも明るく話しかけてくれる。

　しかしその日。クライアントとの面会に時間がかかり、二十一時近くになって帰宅すると、珍しくワインをひとりで開けていた清花がソファに倒れ込んでいた。

「清花。そんなところで寝たら風邪をひくぞ」

　声をかけると、彼女はまぶたを持ち上げる。

「柊一さん……」

　そしてなぜか泣きそうな声で俺の名前を呼び、抱きついてきたので受け止めた。

「どうした？」

「会いたかった」

　帰りが遅くなったから寂しかったのか？

　なんてかわいいんだろう。

　いつもは恥ずかしがって決してこんな発言をしないのに、ほろ酔いの彼女は素の顔を見せてくれる。

「俺も。こうして抱きしめたかった」

　俺は腕の力を緩めて清花の顎を持ち上げ、口づけを落とした。すると彼女は俺の首に手を回し積極的に舌を絡めてきたので少し驚いたが、求められているのがうれしくてたまらない。

　ずっと俺を好きでいてくれたという清花の初めてを奪ったのは俺だ。だから深いキスも激しい行為も全部俺が教えたのに、とんでもなく官能的な表情をする彼女に、俺の方が堕ちていく。

「ん……」

　鼻から抜けるような甘いため息に欲情を煽られ、すぐにでも貫きたい気持ちが高ぶるが、どうしてこんなに酔っているのかが気になった。

「ひとりで飲むなんて珍しいね。そんなに寂しかった？」

　珍しいどころか記憶にない。

「……すごく寂しい。ずっとこのまま？」

「えっ……」

「家の中でしか一緒にいられなくて、スーパーにさえふたりで行けない。結婚して子どもができても、公園に遊びにも行けないの？」

　彼女が大きな目からポロポロと涙を流し始めたので焦る。

「清花、あの……」

「弁護士が大変な仕事だってわかってる。でも」

　清花はそこで口をつぐんだ。

　俺は頭を殴られた気がした。彼女を守っているつもりだったのに、こんなに追いつめているんだ。

「ごめん、ごめんな」

　俺はたまらず清花を抱きしめる。

「明日、交通事故で死んじゃうかもしれないんだよ。きっと、恨まれて襲われる確率の方が低いよ？」

　その通りだ。

　絶対に清花を危険にさらしてはいけないと気を張っていたけれど、もう一度あんな傷害事件に遭遇するとは限らないのだ。

　それなのに過度に恐れて清花を遠ざけ、幸せにすると決めていたのに苦しめている。

「そう、だよな。ごめん、清花」

　涙が止まらないほど彼女を悩ませていたとは。俺は最低だ。

　でも、恐怖が拭えない。土井が切りつけられたときの光景が今でも鮮明に頭の中に残っていて、ことあるごとにフラッシュバックしてくるのだ。

　しばらくそのまま抱きしめていると、スースーと寝息が聞こえてきた。

　テーブルの上のワインボトルがほとんど空になっていて、かなり飲んだとわかる。

「飲まないとやっていられないほどつらかったんだな」

　一緒に食事に行っても、彼女が口にするのはせいぜいワイン一、二杯。こんなに飲めるんだと驚いたくらいだ。

　俺は清花を抱き上げてベッドに運んだ。

「ごめんな」

　彼女の頬にそっと触れて謝罪する。

　どうしたらいいんだ。

　床に座り込み頭を抱える。

　清花を幸せにするには、どうしたら……。

　冷静にならなければといったん寝室を出ると、テーブルに置いておいたスマホが震えていて手に取った。

「もしもし」

『柊一、清花と一緒か？』

　電話の相手は蒼介だ。

「あぁ。酔いつぶれて寝てる」

『そうか。シャワー浴びてたら留守番電話が入ってて、様子がおかしかったから。お前、今から出てこられる？』

「かまわないよ」

　蒼介が指定したのは、ベリーヒルズビレッジ内のオフィスビルの上層階にある、とあるバー。

　俺はもう一度清花の寝顔を見てから向かった。




「呼び出して悪いな」

　入店してから十五分。蒼介がやって来た。

　カウンター席に並んで座り、俺と同じシングルモルトを注文した蒼介と話し始める。

「留守番電話、なんだった？」

「なにしゃべってるかよくわからないんだよ。けど、少し前にも電話があって……」

　蒼介はそこで言葉を濁し、出されたウイスキーを口に運ぶ。

「前にも？」

「そう。自分は柊一の重荷なのかと悩んでた」

　重荷？

「まさか。そんなわけ……」

　そうか。清花は俺が彼女を守ろうと必死にもがいているのに気づいていて、そう言ったのか。

「だから、柊一がお前をお荷物だと思うなら、俺が柊一を絞める。そんなことで悩むなんてお前はバカかと言っておいた」

　その言い方はどうかと思うが、助かった。

「で、お前はどうするつもりだ」

　蒼介は俺の顔をチラリと見て漏らす。

　どう答えたらいいのだろう。もちろん、交際を申し込んだあの瞬間から、清花と一生一緒に生きていくという気持ちは変化していない。しかし、彼女を苦しめているのが現状だ。

「幸せにできないなら、解放してやってくれ」

　兄なのだから厳しい言葉が出てしかり。けれども、蒼介の発言に絶句した。

「柊一の気持ちはよくわかってる。俺も弁護士だしな。けど、清花はかわいい妹だ。泣いて暮らすのは見ていられない」

「そうだな、当然だ」

　ようやく声を絞り出したが、ありきたりな言葉を並べるので精いっぱいだ。

「お前、辞めるなよ」

「はっ？」

　さっき、清花の寝顔を見ながら頭によぎった考えを指摘されてハッとする。

「お前が弁護士を辞めたら、清花が一番苦しむ」

　あぁ、ダメだ。清花の涙があまりにショックで冷静になれない。

「それと、清花はお前が思っているほど弱くない。毎週火曜は帰りが遅くないか？」

「なんで知ってるんだ？」

　火曜はカルチャーセンターに通うから遅くなると聞いている。

「なにしてると思う？」

「カルチャーセンターに行ってると話してたけど」

　そういえば、その内容までは知らない。

　蒼介はポケットからスマホを取り出して操作した後、カウンターに置いた。

「教えてくれって言うから、いろいろリサーチしてここを勧めた」

「護身術？」

「清花は清花なりに、お前と一緒に生きていく覚悟を決めてる。でも、お前の気持ちが中途半端なら容赦なく引き離す。明日、清花を迎えにいく。しばらく預かるから、よく考えて結論を出せ。それじゃ、ごち」

　蒼介はウイスキーを飲み干して帰っていった。

「クソッ」

　蒼介にこんな発言までさせる自分のふがいなさに腹が立つ。

　しかし、土井の腕から鮮血が滴る様子を目まのあたりにしたせいか腰が引けるのだ。もし腕でなく心臓をひと刺しだったらと思うと怖くてたまらない。自分ならまだいい。でも、大切な人まで巻き込んだら悔やんでも悔やみきれないだろう。

「護身術って……」

　清花がそこまで考えているとは知らなかった。しかもそれを俺に報告しなかったのは、負担をかけたくなかったからではないだろうか。

　俺はどうすべきか結論を出せぬまま、それ以上は飲まずにレジデンスに戻り、清花を抱きしめて眠りについた。




　翌日の火曜の朝、清花はなんでもない顔をして朝食を作っていた。

「おはよ」

「おはようございます。ごめんなさい、昨日飲んじゃって。私、変なこと言いませんでした？」

　フライ返しを手にしたまま話す清花は、いつもの笑顔を見せる。でも、この笑顔の向こうに苦しみがあると思うといたたまれない。

「変なことなんてなにも」

　彼女が昨晩、俺に胸の内を打ち明けたのは、酔った勢いに任せてだったのかもしれない。けれどもずっしりと胸に響いたし、もちろん受け止めなければならないと思っている。

「そっかー。よかった。もうできますからね」

　俺は調理を再開した清花の背中をしばらく見ていた。

　俺にとって最善ではなく、彼女にとって最善の道を探さなければ。




　その日、二十時頃に仕事を終えてスマホをチェックすると、清花からメッセージが入っている。

【カルチャーセンターが終わったら兄にいきなり拉致されました。私が疲れているからと言うんですけど、元気なのになんなんでしょうね。柊一さんには連絡してあると言い張っていますが、メッセージ届いていますか？　いつも兄が勝手でごめんなさい】

　勝手なのは俺だ。清花は確実に疲れているのにそれを俺に明かせない彼女の立場を思うと、胸がチクチク痛む。

【うん、聞いてる。蒼介の家でゆっくりしておいで。アイツに顎で使われても無視していいから】

　なんて少しおどけた調子で返したのは、思うままに言葉を紡いだらひどく暗い文面になりそうだったからだ。

【よくわかりませんけど、兄がうるさいのでしばらく滞在します。でも、なにかあったら連絡してくださいね。すぐに帰りますから】

　最後の一文を見て目頭が熱くなった。

　清花は苦しんでいるのに、まだそばにいてくれようとしている。

　家に帰った俺は、書斎のデスクの引き出しから小さな箱を取り出した。彼女にプロポーズするために用意した婚約指輪だ。

　清花に渡そうとした矢先に、あの事件が起こってしまった。

「家族に、なりたかった……」

　そんな未来しか見ていなかった。それなのに、どうするのが最善なのかわからなくなり頭を抱える。

「清花……愛してる」

　俺は指輪の入った箱を握りしめ、しばらく呆然としていた。




　清花が蒼介のところに行ってから三日経った。

　彼女がいない部屋は一気に気温が下がったかのように寒々しくて居心地悪く、帰宅するのが億おっ劫くうなくらいだ。

　苦手な英語を克服し、それどころか特技にするという清花のがんばりを間近で見てきた俺は、仕事をおろそかにもできず、しかしこのまま弁護士を続けていてもいいのかという葛藤もあり揺れ動いていた。

　清花と一緒にいられるのなら、弁護士を辞してもかまわない。

　何度もそう考えたが、蒼介に指摘された通り、辞めたりしたら清花が苦しむ。

　彼女は蒼介の努力をそばで見ていて、司法試験が生半可な気持ちで合格できるようなものではないと承知しているはずだ。

　それで得た地位を自分のせいで手放したと、彼女なら絶対に責任を感じるだろう。

　蒼介のところにいても、【ちゃんとご飯食べてますか？】と毎日メッセージをくれる清花が愛おしい。

　会いたい。会って抱きしめたい。

　そんな激しい感情が込み上げてくる。

　やっぱり俺は……。

　どれだけ考えても、選びたい未来はひとつしかない。

　俺はスマホに手にして蒼介に電話をかけ、とある頼み事をした。




　眠れぬ夜を過ごした翌日。俺はベリーヒルズビレッジ内にある『旬しゅん菜さい和わ膳ぜん』という高級和食店に足を向けた。

　蒼介との約束は十一時。スーツ姿で二十分ほど前から待っていると、蒼介が姿を現した。

　その隣には、淡あわ紅べに藤ふじ色の地に菊や椿といった花々が散らされた艶やかな着物を纏った清花も見える。

　なんてきれいなんだ……。

　出会った頃よりずっと大人びたのに、はにかむ姿はあの頃と変わりなく初々しい。そんな清花を抱きしめてさらいたい衝動に駆られるが、今は我慢だ。

　彼女は俺に気づく様子もなく、蒼介の顔を見上げてなにやら抗議を始めた。

「えっ？　ちょっと高級な和食を食べに連れていってくれるって言うから、わざわざ着物着たんだよ。お見合いなんて聞いてない」

「言ってないからな」

「もう！　お見合いって、なに考えてるの？　私、帰る！」

　お見合い？

　蒼介がどうしてそんなふうに言ったのか理解できなかったものの、断固拒否する清花に、安堵する。

「つべこべ言うな。お前の見合い相手、もう来てる」

　蒼介は相変わらずのぶっきらぼうな言い方で、清花の視線を顎で促した。

　ようやく俺に気づいた清花は、大きな目をいっそう見開いて驚いた様子だ。

「清花。来てくれてありがとう」

「なん、で……」

　言葉が続かない様子の彼女に歩み寄る。

「それじゃあ、俺は帰るわ。柊一、頼んだぞ」

　蒼介は意味深長な笑みを浮かべる。

「わかってる。今日はありがとう」

「今度飯おごれよ」

　そう言い残した蒼介が去った後、首を傾げる清花を見つめた。

「柊一さん、これはどういう……」

「俺が蒼介に頼んだんだ」

「お見合いって……」

　彼女は不思議がっているが無理もない。俺も驚いているのだから。

　なぜかアイツは見合いと言っていたが、兄公認の正式な面会の場だという点ではあながち間違いではないのかもしれない。それに、もしかしたら見合いと言ったときの清花の反応を見たかった可能性もある。万が一、清花がすんなり見合いを受け入れたら、俺に対する気持ちがその程度なのだとわかるからだ。

　強く拒否してくれてよかった。

　蒼介のやることには、いつもヒヤヒヤさせられる。

「見合い、ではないんだけど……。予約してある。中で話そう」

「はい」

　手を差し出すと、彼女はその上に自分の手を重ねてくれた。

　案内された個室で、座卓を挟んで清花と向かい合って正座する。彼女は少し緊張気味に見えるが、おそらく俺の方が鼓動が速まっているだろう。

　萌黄色の着物姿の仲居さんが、新鮮なお造りや煮物、そして和牛のステーキなどたくさんの料理を並べて出ていった。

　俺は大きく息を吸って呼吸を整えてから話し始めた。

「今日は来てくれてありがとう」

「い、いえっ」

　俺が改まって挨拶をしたからか、彼女は慌てた様子だ。

「この場を設けてもらったのは、清花に俺の覚悟を知ってもらいたかったからだ。ひとりでいろんなことを考えた。でも、なにをどう考えても、行きつく答えはひとつしかなくて、それをきちんと清花に伝えたいと思った」

「はい」

　神妙な面持ちの清花だが、凛々しい声で返事をした。

「俺には、自分の命よりも大切に想う女性がいる。その人が弁護士である自分のせいで傷つくのではないかと悩んで、どうすべきなのかわからなくなっていた」

　もちろん、清花のことだ。

「弁護士を辞めるべきなのかとも――」

「そんなの嫌です」

　首を横に振り、眉をひそめる彼女の答えがありがたいと思いながら、さらに口を開く。

「さんざん考えた。でも、自分の弁護で誰かの人生が救えるかもしれないと思うと、この仕事は辞められない。だけど、清花も失いたくない。自分勝手なのはわかってるけど、清花がいない人生なんてもう考えられないんだ」

「柊一さん……」

　切なげな声を吐き出す彼女を抱きしめたくてたまらない。しかし、ぐっとこらえて話し続ける。

「俺は、仕事も続けたい、愛する人も手に入れたいという、欲張りでどうしようもない人間だ。ただ、一生清花だけを愛し続ける自信はある。命に替えても守る」

　蒼介に、きちんと向き合いたいから改まった席を用意したいと話したのは、俺が清花にとってパーフェクトな男ではないと伝えた上で、彼女の気持ちを問いたかったからだ。

　清花とこのまま付き合いを続けていけば、こんな仰々しい場を設けずとも結婚に至る可能性が高いだろう。けれど、俺の仕事のリスクをうやむやにしたままでそうすべきではないと考えた。曖昧に濁したままでの結婚は、彼女に甘えているだけだ。

　命に替えてでも守るという気持ちは嘘じゃない。とはいえ、四六時中一緒にいられるわけではないので、彼女にも覚悟を問わなければならない。

　俺は姿勢を正し、清花の目をまっすぐ見つめる。

「清花を好きだからこそ、身を引くべきではないかと考えたこともあった。でも、無理なんだ。清花をほかの男に渡したくない」

　思いの丈を口にすると、彼女の瞳が潤んでいく。

「弁護士の仕事にはリスクも伴う。あんな事件は起こらずとも、必ず穏やかに暮らしていけるという保証はしてやれない」

「はい」

「だから、これは俺のわがままだ。でも、言わせてほしい。清花、俺と結婚してくれないか？」

　そう問いかけると、清花の頬に涙が伝う。これはなんの涙なのだろう。

　どんな答えが返ってくるのかと緊張が走る。

「……はい。どうぞよろしくお願いします」

　声を震わせる彼女がプロポーズを受け入れてくれた瞬間、立ち上がって隣に行き、抱きしめていた。

「不安にさせてごめん」

「ううん」

「全力で幸せにする」

　腕の中の清花は、俺の言葉に何度もうなずいている。

「私……柊一さんが苦しんでいるのは知ってました。それなのになにもできなくて。私の方こそ柊一さんにふさわしくないんじゃないかと思って」

「まさか」

「ほかの人たちみたいに柊一さんと一緒にデートをしたいとか、もし結婚して子どもができたら一緒に公園デビューしたいなとか、自分の願望ばかりで」

　気がつくと俺は首を横に振っていた。

　彼女をそっと離して、頬の涙を拭ってから口を開く。

「そんなのあたり前じゃないか。俺だってそうだ。清花と手をつないでデートをしたい。清花が食べるパフェをひと口横取りして笑い合いたい。結婚してかわいい子が生まれたら肩車して公園に行くんだ。もちろん、清花も一緒に」

「柊一さん……」

　ぽろぽろと涙を流しているくせにうれしそうに笑う彼女をもう一度強く抱きしめる。

「清花」

　少し落ち着いてきた様子の彼女から離れ、白くみずみずしい手を握る。そしてポケットから指輪を取り出し左手薬指にはめると、清花は目を丸くした。

「いつの間に？」

「相馬さんの赤ちゃんを見た後、どうしても清花と結婚したい、ふたりの赤ちゃんが欲しいと思って準備したんだ。でも、あんな事件が起こって……」

「あれは柊一さんのせいではありません」

　ムキになって訴えてくる清花に、何度もうなずく。

「俺、清花を傷つけたくなくて臆病になってた」
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「心配しないでください。私、護身術を習い始めたんですよ。筋力なさすぎって笑われてますけどね。だけど、そのうちバチッと決めるので期待していてください」

　彼女はなんでも真剣に取り組んで自分のものにする努力の人だった。

「俺もやるか」

　一緒にいられるときは絶対に彼女を守る。

「うんうん。一緒にやりましょうよ」

　彼女の笑顔が見られたのがうれしくて、自然と頬が緩む。

「ところで、この着物どうしたんだ？」

「兄がかしこまったお店に行くって言うから、実家の母のを借りてきたんです。たまには和服もいいな、なんて」

　彼女の着物姿は初めて見たが、まったく違和感なく着こなしている。

「そっか。よく似合ってるよ。でも……」

　俺は彼女を少し引き寄せ、耳元に口を寄せる。

「早く脱がせたい」

　そして小声でささやくと、みるみるうちに耳が真っ赤に染まった。

　あからさまに目を泳がせて照れる清花がかわいくてたまらない。俺は彼女の顎を持ち上げて唇を重ねた。

「料理が冷めるな。いただこうか」

「はい」

　はにかみながら返事をする清花は座り直したものの、左手に収まる指輪をしきりに見ている。俺はその光景を微笑ましく眺めていた。

　今日は俺たちが正式に婚約した記念日だ。そして、新しい未来をふたりでつくると約束した日。今日の喜びは一生忘れないだろう。

「食べようか」

「はい。いただきます」

　清花の弾けた笑みを見られるのがこれほど幸せだとは。

　俺は彼女の笑顔をこの先ずっと守ろうと心に誓った。










エピローグ




　柊一さんにプロポーズされた後、桜の咲く心地いい季節に入籍し、私たちは正式に夫婦になった。

　結婚式のための準備は入籍後。式場の決定や招待状の発送などやることは山積みだったが、彼との共同作業は楽しくてたまらなかった。

　たくさん試着して選んだのは、ふわふわのスカートが印象的なプリンセスラインのウエディングドレス。あこがれのブランド『ブランピュール』の一着で、かなりテンションが上がった。気に入ったもののかわいらしすぎるのではないかと悩んでいたら、「絶対これだ」と柊一さんが断言するので迷いが吹き飛んだ。

　空が高くなってきた十月。私たちはたくさんの人たちに祝福されながら、温かい結婚式を挙げることができた。

　秋まで挙式を待ったのは、あの事件のときにケガを負ったパラリーガル、土井さんの司法試験の結果を待っていたからだ。柊一さんや先輩弁護士の励ましもあり再び弁護士を目指すと決めた彼は、見事に司法試験を突破して、笑顔で式に参列してくれた。

　今は、実際に被害者となった自分が弁護士活動への卑劣な妨害行為を阻止するという使命に燃えているのだとか。

　きっと柊一さんたちの熱意が彼の恐怖を和らげたのだと思う。

　例の離婚調停は、事務所内で弁護士の交代も議論された。最初は私を心配して迷っていた柊一さんだったが、私が『柊一さんの思うままに』と話したら、責任を持ってやり遂げると決めた。相手が傷害事件を起こして逮捕されたことから離婚訴訟に切り替え、しっかりと離婚を勝ち取ったようだ。

　彼が悩みつつもひるまず担当を続けたのは、土井さんに正義を貫く姿を見せたかったからではないかと思う。私はそんな柊一さんが自慢だ。

　結婚式が終わってからも彼は毎日忙しく働いているけれど、帰宅した後は穏やかな顔をしていて、私の作った料理をもりもり食べてくれる。

　ちょっと冷えた今日は、彼の好物の煮込みハンバーグを作ったら、大きめだったのにすさまじい勢いでなくなった。

　料理は苦手な彼だけど、時間が許せば一緒にハンバーグをこねてくれる優しい旦那さまだ。

「今日も最高だった。清花のハンバーグがおいしすぎて、外で食べられなくなる」

　食後、ソファに移動してコーヒーを飲み始めると、隣の彼が私の腰を抱いて言う。

「ちょっ、プロの料理人と比べてます？」

　尋ねると、当然というような顔してうなずいている。

「柊一さん、舌、大丈夫です？」

　私の料理ばかり食べているせいで味覚が衰えたんじゃ、と心配になった。

「大丈夫。なんなら試す？」

　試すって？

　意味がわからず首をひねると、すぐさま唇が重なり、さらには舌が口内に入ってきたため目を見張る。

「ん……」

　びっくりして押し返したものの、鍛えられた彼の体はびくともしない。それどころか頭をがっしりと掴まれて、どんどんキスが深くなっていく。

「たまんない」

　柊一さんはいったん唇を外し、情欲を纏った表情で私を見つめて再び熱い口づけを落とす。

　私も夢中になって舌を絡めていると、しばらくして離れた彼は満足顔。

「メチャクチャ気持ちいい。俺の舌、敏感だろ？」

「えぇっ！」

「ついでに言うと、真っ赤な顔してる清花の舌も、超敏感」

　クスッと笑われて、いたたまれなくなり手で顔を覆う。

「今さらだって。清花の体は隅々まで知り尽くしてるんだから」

　わかってるけど、恥ずかしいものは恥ずかしいの。

「清花、しようか」

　耳もとで艶やかにささやかれては、拒否なんてできない。濃厚なキスのせいで体が火照って、少し触れられるだけでビクッと震える。

　素直に小さくうなずくと、首筋に舌が這いだしたので慌てた。

「ここで？」

「たまには違うシチュもいいだろ」

　なんだか生き生きとしている様子の彼は、にやりと笑う。

「で、電気、消してください」

「ダメだ。清花の感じてる顔が見たいから」

　柊一さんはソファに私を押し倒して両腕を頭の上で拘束し、体を視姦してくる。どことなく色気漂う彼の表情に、胸の鼓動が速まっていく。

「お願い。消して」

「その困った顔もいいね。まあ、どんな清花も好きなんだけど」

　結婚してから柊一さんはとんでもなく甘々の旦那さまになった。付き合っていた頃より溺愛全開という感じで、いつまでたってもその熱は冷めそうにない……どころか、どんどん熱くなっていくような気さえする。

「いじめないで」

「それじゃあ、俺のシャツ脱がせて」

「ぬ、脱がっ……？」

　私は目を白黒させているのに、彼は余裕の顔だ。

「俺も清花から求められたいな。お願い」

　イジワルな表情は封印して、今度はとろけるような甘えた声。こんなふうにねだられたら、息が止まりそうなほどドキドキしてしまうのに。

「はい、どうぞ」

　彼が無防備にソファに横たわるので、意を決してシャツに手を伸ばし、ボタンをひとつふたつと外し始めた。

「清花に襲われるみたいでゾクゾクする」

　途中で私をつかまえた彼は、とんでもない言葉を口にする。

「お、襲ったりしません！」

「襲ってほしいな、たまには」

　そんなにハードルを上げられても無理！

「でもごめん。清花がかわいすぎて、もう待てないや」

　彼はそう言うと、私の頭を引き寄せて唇を重ねた。




　春の気配を感じるようになった三月。

　私たちは久しぶりに初デートをした横浜に足を運んだ。

　事件の直後は私を伴っての外出が怖くてたまらない様子だった柊一さんも、今や毎週末のようにデートを重ねるほどリラックスしている。

「わー、このお店なつかしい」

　私がランチをしたお店を見つけると、彼も「入ろう」と楽しそうだ。

　あのときも食べた手長エビのトマトクリームパスタと、もちろんパフェも注文して思い出に浸る。

「清花と付き合えるようになってうれしかったなぁ。蒼介の顔がチラついたけど」

「あはは。お兄ちゃん、自宅で一緒に暮らしているときは口うるさかったですからね。ちょっと遅くなると、誰とどこに行ってたんだって事情聴取が始まるんです。あのねちっこい性格が弁護士業に役立っていればいいんですけど」

　兄は両親より厳しかった。

「ねちっこいのは清花限定だろ。アイツ、仕事でいろいろあるみたいだけど、必死に踏ん張ってる。いつまでもライバルでいたいと思うような男だ。でも、やっぱり口うるさいな」

　最後に付け足されたひと言に噴き出した。

「お兄ちゃんも仕事大変なんだ……」

　とてつもない責任を背負いながら走り回っている柊一さんを見ていたら、なんとなく想像はつくけれど。

「まあ、ね。けど、アイツならきっと乗り越える」

　柊一さんが海に視線を移して漏らす。

　彼がそう言うのなら、きっと大丈夫。

　私には弁護士の仕事は難しくて理解できないけれど、時折帰宅後にもクライアント対応のために出ていくときもあり、力を尽くしているのは伝わってくる。

　きっと兄も同じように誠実に弁護士の仕事をまっとうしている気がする。口うるさいのは私を心配してだし、本当は真面目な人だから。

「デートの最中に蒼介の話はいいや。次はどこに行きたい？」

「洋服を見にいきたいです」

「了解」

　パフェまですっかり平らげて、彼と手をつないでカフェレストランを後にした。

　みなとみらい駅に直結しているオープンしたばかりのショッピングモールは、人だかりができていて大盛況だ。

「女性服は……」

　柊一さんは店内案内図を見ながら女性服のフロアを探しているけれど、私は彼の腕を引っ張ってエレベーターに向かった。

「三階です」

「なんだ、リサーチ済みか」

　にっこり笑う彼の表情に疑問が広がったのは、エレベーターを降りてすぐのこと。

「あれっ、子ども服だぞ。間違えた？」

「ここで合ってますよ」

　キョトンとしている彼にニッと笑ってみせると、目が真ん丸になる。

「えっ、まさか……」

「ベビー服とマタニティウェア、見ていいですか？　しばらくするとつわりが始まるケースも多いみたいなんで、今のうち……キャッ」

　話し終わる前に抱きしめられて大きな声が出てしまった。

「妊娠、したのか？」

「はい」

「いつわかったんだ？」

「昨日、隣の病院に行ってきました。勘違いだったらがっかりさせちゃうと思ったから、お医者さんに診断してもらうまではと黙ってたんです」

　デートで横浜に行くのは決まっていたので、どうせなら思い出の場所で告白して驚かせようと決めていたのだ。

「清花……ありがとう」

　心なしか彼の声が震えていて、おなかに赤ちゃんが来てくれたのを喜んでいるのが伝わってきた。

「こちらこそです。でも、皆に見られてるから放してください」

　周囲の人たちの視線を感じる。

「見られてもいい。もう少し」

　彼は私の背中に手を回したまま、放そうとしない。

「なかよし」

　そのとき、三歳くらいの女の子に話しかけられて、彼はようやく解放してくれた。

　こんな幼い子に指摘されるなんて、バツが悪くて顔から火が出そうだ。それなのに柊一さんは平然とした顔で口を開く。

「うん、仲良しだよ。今までもこれからも、ずーっと仲良しなんだ」

「柊一さん？」

　焦りすぎて声が裏返った。

「ママー、ずっとなかよしだって！」

　女の子は近くにいたお母さんのところに駆け寄って報告している。

「すみません」

「いえ」

　お母さんは申し訳なさそうに頭を下げたが、柊一さんは満足そうな顔。

「柊一さん、外ではやめてください」

「それじゃあ、家ならいいんだな」

「ま、まあ……」

　私だって抱きしめられるのは心地いいもの。

　けれども事件後、外では絶対に一緒にいないように気を使っていた彼が、こんな行為をできるまでに心の傷が癒えてきたのかなと思うと、感慨深い。

「俺、うれしすぎてテンションがおかしいかも。なに買えばいいんだ？　好きなだけ買っていいぞ」

　いつも冷静な彼が、早口でそわそわしているのを見ていると、彼との間に赤ちゃんを授かれたのを幸せだなと改めて感じる。

「まだ男の子か女の子かわからないので、ベビー服は後でいいですね。でも、かわいいから見てもいいですか？」

「もちろん」

　私よりウキウキした様子の彼は、私の腰をそっと抱いてエスコートしてくれた。




　それから一年。寝室に泣き声が響き渡っている。

「どうして泣きやまないの？　おっぱい飲んだし、おむつも変えたし……」

　無事に女の子――汐しお里りを出産した私は、思い通りにいかない育児にてんてこ舞いになっている。

「清花、落ち着いて。寝ぐずりってやつじゃないか？　俺が寝かしつけるから少し休んで。がんばりすぎなんだよ、清花は」

　柊一さんはびっくりするくらい、いいパパぶりを発揮していて、私より汐里の扱いがうまいのではないかと思う。

　彼は私から汐里を受け取ると、泣きじゃくる彼女を抱いて部屋を出ていった。

　たしかに寝不足で、ちょっとしたきっかけで感情が荒立つのを自覚している。汐里が泣くのなんてあたり前だし、冷静になれば眠いんだなというのもわかる。でも、その判断ができないほど疲れていた。

　育児は、今までしてきたどんな仕事より大変だ。

　喉の渇きを覚えてリビングに行こうとすると、ドアの向こうから柊一さんの声が聞こえてくる。汐里は泣きやんだようだ。

「民法第八百二十条には、〝親権を行う者は、子の利益のために子の監護及び教育をする権利を有し、義務を負う〟とあるんだぞ。パパもママも汐里をずっと守るからな。うーん。でも、親権を行う者は〝監護及び教育に必要な範囲内でその子を懲戒することができる〟というのもあるんだ。無理だよなぁ、汐里を懲戒するなんて」

　ぶつぶつ話している内容に噴き出しそうになった。

　そんな話をしても汐里はわからないわよ。法律の解釈は、私も難しいのに。

　私はドアを開けて入っていった。すると窓際で立ったまま汐里をあやしていた柊一さんは、にっこり笑う。

「体罰は絶対にダメですけど、悪さをしたら叱らないと。汐里には、柊一さんみたいに正義感が強くて大切なものを守れるような素敵な人に育ってほしいから」

　なにげなく漏らすと、柊一さんは少し驚いたような表情を見せる。

「俺のこと、そんなふうに思ってるんだ」

「あっ……。どうで、しょう」

　もちろんそう思っている。でも、なんとなく恥ずかしくてごまかした。

　あの事件のせいで、私や汐里を守らなければと過剰に気負っている節もあるけれど、それはもう仕方がないし、その気持ちはありがたい。私はその分、彼を癒やしてあげられる存在になろうと決めている。

　それが私たち家族の生き方だ。
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　といっても、髪を振り乱して育児に奔走している今は、癒やしてもらうばかりだけれど。

「うれしいな」

　濁したのに、柊一さんは目を弓なりに細めて喜んでいる。こんな彼の穏やかな表情を見られるのは妻の特権だ。

「清花」

「ん？」

「幸せだなぁ」

　彼の腕の中の汐里はそろそろ眠りに落ちそうなのか、目がトロンとしている。

「はい、とっても」

　笑顔で答えると、彼は汐里を抱いたまま私に優しいキスを落とした。
















特別書き下ろし番外編










神々に永遠の愛を誓います　Ｓｉｄｅ　柊一




　さわやかな秋風が頬をなでる十月。都会の喧けん騒そうから離れた森の中にたたずむ教会『ローズパレス』での挙式は、荘厳なパイプオルガンの音色の中で粛々と進んだ。

　純白のウエディングドレス姿の清花はいつも以上に輝いていて、隣に立てるのがたまらなく幸せだった。

　誓いのキスのとき、感動に目を潤ませる彼女を見て、俺の胸にも迫るものがあった。

　式の直前、蒼介が「清花を泣かせたら、わかってるんだろうな」という弁護士らしからぬ脅しをかけてきたが、もちろん幸せにする。あの事件の後、酔った彼女が流した涙は一生忘れずに心にとどめておくつもりだ。二度とあんな思いはさせない。

　双方の両親や友人、そして司法試験を突破した土井を含む仕事の関係者たちから温かい祝福を受けた挙式を滞りなく終え、俺たちは新婚旅行に向かった。

　行き先は〝神々が宿る島〟と言われるバリ島だ。当初イタリアも候補地だったが、せわしなく観光に繰り出すより、のんびりしたいという意見が一致しての選択だった。

　デンパサール国際空港に到着すると、蒸し暑い風が吹いてくる。インド神話に登場する神鳥――ガルーダの木彫りも飾られていて、異国情緒たっぷりだ。

　宿泊予定のヴィラに行く前に、空港近くのタル・アグンと呼ばれるガジュマルの木のもとに足を運んだ。この木の下には三体の神様が祀まつられていて、願い事をすると叶うと言われているのだ。

　想像していたよりずっと大きな木に驚きながらも、清花は目を閉じて真剣に祈りをささげている。なにを願っているのか気になるところだが、俺は彼女との幸福な未来をひたすらにお願いした。

「行こうか」

「はい」

　俺が手を出すと、少しはにかみながら握ってくれる。もう何度も体を交えているのに、こうしたちょっとした触れ合いで照れる彼女がかわいくてたまらない。

　レストランで早めの夕食をとった後向かったヴィラは、海に面していて広大な敷地を有している。

　早速、清花の目が輝いた。

「うわー。素敵」

「部屋もなかなかすごいらしいぞ。行こう」

　チェックインを済ませた俺たちは、スタッフに案内されてオーシャンフロントの部屋へと向かった。

「うわー」

　部屋に足を踏み入れるのと同時に窓際に駆けていく清花は、まるで子どものようにはしゃぐ。

「さっきから、うわーとしか言ってないぞ」

　スタッフから荷物を受け取った俺も隣に行き、腰を抱いた。

「だって、ほかになんと言えばいいの？」

　まあ、その気持ちはわかる。

　太陽が水平線に吸い込まれていくこの時間、周囲の景色が鮮やかなオレンジ色に染まっていて、とにかく美しいのだ。日本では見られない幻想的な光景に心奪われているのは俺も同じで、こんな感動的な瞬間を清花とともに過ごせてよかったと心から思う。

「清花と同じものに感動できるのは幸せだな」

「私もです」

　俺を見上げて微笑む彼女の顔が、夕日に照らされて朱色に染まっている。たまらなく触れたくなり頬に手を伸ばしたが、それだけで止められるわけもなく唇を奪ってしまった。

　付き合い始めの恋人のように、少し唇が重なっただけで心までしびれる。

「清花」

「はい」

「ずっと清花だけを愛してる。バリの神様にも誓うよ」

　感情が高ぶりすぎて愛の言葉をささやくと、彼女は照れくさそうに微笑み、「私も誓います」と応えてくれた。

　それから部屋の観察が始まった。とにかく広いこのヴィラは見て回るだけでも時間がかかる。

「すごい。これ、この部屋専用のプールなの？」

　興奮気味に声をあげる清花の視線の先には、プライベートプールが見える。

「そうだよ。大きいな」

　チャプチャプ浸かるという子どもだましなサイズではなく、本格的に泳げそうなほどの面積を誇っているのだ。

　写真で見て知ってはいたが、ここまで立派だとはびっくりだった。

「明日入ろう。清花の水着姿も楽しみだし」

「えっ……。せっかくこんな素敵なところに来たんですから、私じゃなくて景色を楽しんでください」

　バカだな。どんなに美しい光景が目の前に広がっていても、清花に勝るものなんてこの世にはないんだよ。

　隣の部屋に向かった彼女が目を輝かせたのは、天蓋つきの大きなベッドだ。

「すごい。王妃様にでもなった気分」

「王妃様、お手を」

　俺は彼女の手を取り、ベッドに腰掛けた。

「私が王妃なら、柊一さんは王様ですね。……あっ」

　穏やかな表情で口角を上げる清花をベッドに押し倒すと、目を真ん丸にしている。

「我が妃よ。私に一生愛される覚悟はあるかい？」

　わざと仰々しく言ってみたが、彼女は真剣な表情をしている。

「はい。もちろんです」

　うなずく彼女の瞳に自分が映っている。この瞳に映るのは、この先俺だけでいいのに。

「好きだ」

　俺は心からあふれる言葉を口にして、薄い桜色の唇を奪った。そして、白くみずみずしい首筋に舌を這わせたものの、「待って」と止められる。

「あ、汗かいたから、お風呂に入らせて……」

　汗なんて気にしなくていいと思ったけれど、来た早々がっつきすぎたと反省して、それを受け入れた。

　たしかこのヴィラのバスルームは……。

　一緒にバスルームに行きドアを開けた瞬間、清花と顔を見合わせて口をあんぐり開ける。

「これ、お風呂？」

「そうだろうな」

　俺と同じように驚いている清花の目は、バスルームとは思えないほど広い部屋の真ん中に置かれた、きらびやかな装飾が施された大きなバスタブにくぎづけになっている。

「やっぱり、王様のお城よ、ここ」

　彼女の発想がおかしくて笑みがこぼれる。

「部屋が広すぎて落ち着かない」

　俺が漏らすと、清花は同意するようにうなずいた。

　ただ……。

「こんなに大きなバスタブなら、ふたりでも十分すぎるな」

「い、いえっ、ひとりずつ……」

「却下。どう見ても、ふたりでどうぞというサイズだろ」

　逃がしてなるものか。

　すぐさまお湯を入れ、新婚旅行だと伝えてあったからか用意されていたバラの花びらを散らす。そして、真っ赤な顔で「無理です」と拒否をする清花を少し強引に脱がせてバスタブに入れ、背後から抱きしめた。

　まずい。抱きしめただけなのに、もう反応している……。

　まあ、でも仕方がない。透き通るように白いうなじがうっすらと赤らんでいるのを見たら、誰だってこうなるだろう？

　もちろん抱きしめているだけで済むわけがなく、すべすべの肌に指を這わせていくと、「は……」というなんとも艶っぽい声が耳に届いて、止まらなくなる。

「清花」

　名前を呼びながら彼女の顎をすくい、うしろを向かせて唇を奪った。

　最初は体を硬くしていた清花だが、そのこわばりが徐々に抜けていくのが手に取るようにわかる。

「あぁぁ……んっ」

　ふくよかな胸を手でもてあそびその先端に触れると、俺に体を預けてもだえている。完全にスイッチが入った俺は、彼女の体を回転させて自分の方を向かせた後、指でそして舌で全身をかわいがり始めた。

「柊一さ……」

　恍惚の表情を浮かべてしがみついてくる清花の息が次第に上がっていく。貫きたい衝動に駆られた俺は、彼女の細い腕を握った。

「清花、ベッドに行こう」

「嫌っ」

　嫌？

　予想外の返事に戸惑いを隠せない。

　シたくないという意思表示なのか？　こんなにとろけた顔をしているのに？

「もう、待てない。このまま抱いて」

　しかし、次に彼女の口からこぼれた言葉に目を丸くする。

「でも、ゴムが……」

「タル・アグンの神様にお願いしたの。かわいい赤ちゃんを授かりますよう――あぁっ」

　告白の途中だったにもかかわらず、彼女の腰を引き寄せて一気に貫いた。

　こんな煽あおり方、反則だ。優しくしたいのにできないじゃないか。

「俺も。俺も欲しい。清花と俺の子」

「はい」

　完全に〝女〟のスイッチが入っている清花の表情は、とんでもない色香を纏っていて、俺の感情をさらに高ぶらせる。

「大切にする。清花は一生俺だけのものだ」

「柊一、さん……好き」

　最高の女を妻にできたという喜びで満たされた俺は、彼女を強く抱きしめて何度も突き上げ、最奥に欲を放った。

　こうして肌が触れ合っているだけで、じわじわと幸福の感情がこみ上げてくる。

　そんな余韻に浸っている間、清花は俺の肩に顔をうずめたまま微動だにしない。

　激しすぎたか？

「清花？」

「恥ずかしいから見ないで」

　ん？

　あんな大胆な言葉を吐いた人間だとは思えないようなかわいらしい懇願に、目尻が下がる。

「ダメだ。キスしたい」

　少し強引に彼女を引き離して、ぷっくりと潤った唇を奪った。

　当然一回で済むわけがなく……。

「あっ、激し……はっ」

　ふかふかのベッドでも彼女を抱いた。今度こそ優しくしようと思っていたのに、やっぱり無理だ。髪を振り乱してシーツを握りしめる彼女に、一心不乱に腰を打ちつけ、ふたりで絶頂に駆け上った。

　どうやら少しやりすぎたようで、俺の腕の中でぐったりしてしまった清花の髪をなでながら、窓から見える月を眺める。

「神様、見てるかな」

「えっ、それは困ります」

　急に慌てだす清花がおかしい。

「俺も困る。清花の乱れた姿は、誰にも見せたくない」

　そうささやくと、彼女の耳が真っ赤に染まる。さっきまで、あんなに乱れていたくせに。

「願いが叶うといいな」

「はい」

　彼女のおなかにそっと手をあてて言うと、しがみついてきた。

「もう一回、する？」

「……うん」

　まさか肯定の返事がくるとは思いもよらず、顔がにやける。俺はまだまだ愛したりないからだ。でも、清花が嫌がるのではないかと控えたのに。

　神様、彼女を大胆にしてくれてありがとう。

　俺はみずみずしく張りのある肌に手をすべらせながら、心の中で神様に感謝した。

　翌朝。疲れたのか朝食も食べずにぐっすり眠り込んでいる清花をこっそり観察していた。

「あんな……」

『柊一さん、もっと……』と求められた瞬間を思い出してはにたつく俺って、痛いかも。でも、愛する女にあんなふうに言われたら、全力で応えたくなるのが男っていう生き物なんだ。

　そんなくだらないことを考えていると、清花のまぶたがゆっくり開いていった。

「わっ」

「おはよ。初日から飛ばしすぎたな」

「お、おはようございます」

　目をキョロキョロさせる清花は、今になって恥ずかしがっているようだ。布団で顔を隠してしまった。

「あっ！」

　しかし突然大きな声がするので、何事かと慌てる。

「どうした？」

　布団を少しはぐと、彼女は自分の体をじっと見つめて固まっていた。その視線の先には、無数のキスマークが見える。

「エステ行こうと思ってたのに……」

「あっ、ごめん。忘れてた」

　俺が全身に散らした花は、おそらく旅行中には消えないだろう。申し訳ないことをしたと思う一方で、自分の独占欲の強さに少し驚いている。

「長い片想いがようやく成就したんだ。許せ」

　抱きしめながら言うと、彼女も俺の背に手を回してしがみついてきた。

「柊一さんだけじゃないんだから」

「なにが？」

「長い片想いが実ったの」

　そんな清花の言葉に、自然と頬が緩む。

「俺たち、一途だな」

「そう、ですよ。でも……」

　少し離れた彼女は、俺にまっすぐな視線を送ってくる。

「でも？」

「まだ足りないです。一生私に一途でいて」

　日本を離れた解放感が、清花の心も自由にしているのだろうか。それとも、神々がそうさせているのか？

　日本では聞けない清花の素直な胸の内を耳にして、心が喜びで満たされる。

「当然だ。清花もだからな。一生俺だけを見てて。必ず幸せにする」

「うれしい」

　俺は再び腕の中に飛び込んできた清花を抱きしめ、彼女を絶対に離さないと心の中でバリ島の神々に誓った。

　――これは、俺たちがまだ汐里を授かる前の話。





ＥＮＤ


















ママになっても、御曹司に赤ちゃんごと包み愛されています


櫻御ゆあ
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プロローグ




　朝八時過ぎ、一歳の息子の聖ひじりを連れて、しがない母子に不釣り合いな超高級レジデンスを出る。

　途端に聖がぐずり始め、抱っこであやしながら職場への道を急いだ。

　最近十キロを超えた聖が腕の中でじたばたするたびに足がふらつくが、一カ月前にやっと見つけた仕事だから絶対に遅れたくはない。

　とはいえ私の職場は自宅の窓から見えるくらい近距離にあり、通常なら徒歩十分もあれば着く。

　ここベリーヒルズビレッジは、オフィスビルやレジデンス、病院などがある複合タウンで、ほんのひと握りの選ばれた人たちだけが住めるセレブの街として有名だ。

　最近まで無職だった二十四歳のシングルマザーの私には分不相応すぎて、いつもいたたまれなさを感じながら生活している。

　聖を抱いたまま、左右に桜の木々が植えられた緑道を通り抜けた。満開時にはピンク色のトンネルになるここは、ついこの間まで美しい花に覆われていたけれど、今は新葉がまばゆい光を浴びてキラキラと輝いている。

　無事に始業時間より少し前、五十八階建てのオフィスビルに入館し、機嫌が直った聖を建物内の託児所に預けた。

　四十九階にあるホテルのバックヤードに向かい、客室清掃員用の制服に着替える。スタンドカラーの白シャツに黒パンツは、シンプルながらモダンな印象で清潔感があり、裏方の清掃業務でありながらもこの高級ホテルのイメージにぴったりだ。

「白しら上かみさん、今日からスイートルームの清掃もお願いね」

　タイムレコーダーにＩＣカードをタッチしていると、男性上司の矢や野のさんに声をかけられた。矢野さんは最近おなかが出てきたのを気にしているらしく、私が出勤する時間帯はいつもパソコン業務をこなしながら椅子に浅く座ってストレッチしている。

　働き始めて一カ月、昨日までは通常タイプの客室のみを担当していたけれど、今日からスイートルームも任せてもらえるらしい。スイートルームはチェックする部分が多く、新人はなかなか担当できないと聞いていたけれど、どうやら私の仕事ぶりを評価してもらえたようだ。

　スイートルームに入る――それは私にとって少し複雑な思いがあった。

　とくに全客室の中でも最高峰の五三〇一号室、インペリアルスイートは、二年前のあの切ない記憶をダイレクトに呼び起こさせる。

「承知しました」

　けれど決して顔には出さず、矢野さんに明るく返事し五十三階に向かった。

　お客さまがチェックアウトした後の、朝九時から昼二時までが私の勤務時間だ。スイートルームの清掃は一室あたり四十五分と時間配分されている。

　まずはその五三〇一号室。広さは三百平米、キングサイズのベッドが四台もある一室限りの格別な造りになっている。

　そして私個人にとっても、特別な部屋だった。

「失礼いたします」

　現在長期滞在中のお客さまはここで生活しているらしく、毎朝八時前には出勤するようだが、念のために声をかけてからスペアキーで入室した。

　それにしても一泊百万円は軽く超える部屋でホテル暮らしをするなんて、いったいどれほどのお金持ちなのだろう。

　私にはこの先一生縁のないような富裕層なのだろうと想像しつつ、部屋の奥に向かった。

　客室の清掃はまず、カーテンをすべて開け、明るくするところから始まる。わずかな塵や埃、汚れを見逃さないようにするためだ。

　けれど思いがけずリビングに男性らしき人影を見つけ、ドキッとする。

「申し訳ございません。すぐに退出いたします」

　すぐさまその場に立ち止まり、頭を下げた。

　まさかまだお客さまがいるなんて、とんだ確認ミスだ。お客さまの中には清掃員の顔を見るだけで気分を害する方もいるのに、最上級の部屋で遭遇するなんて始末書ものだった。

　とがめられるのを覚悟し、ぎゅっと目をつむる。

「大丈夫ですよ。忘れ物を取りに戻ってきただけですから、気にせず続けてください」

　お客さまは不手際のあった清掃員にすら優しい物腰の人だった。

　けれどそれよりも、懐かしさを感じるその甘い低音の声に心がざわめく。一瞬状況を忘れそうになった。

　でも、さすがにそんなはずはない。きっとこの部屋に入ったことで過敏になっているだけだ。

　自分を落ち着かせてゆっくりと顔を上げたその瞬間、私もお客さまも固まってしまう。

「……莉り帆ほ？」

　お客さまは目を見開き、震える声で私の名前を呼んだ。

　ひと目で上質だとわかる黒のスーツに身を包んだ彼は、その端整な顔に驚愕の色を浮かべている。

　黒曜石のような瞳に、すっと通った高い鼻梁、少し薄めのきれいな唇、癖のないさらさらの髪、長身で姿勢のよい立ち姿は私の記憶のままなのに、醸し出す雰囲気が月日の経過を告げてくる。彼は以前よりもずっと大人の色気が増した気がした。

　鼓動がどうしようもなく乱れ、息ができなくなる。

　この世でたったひとりの愛した人と、二年ぶりの再会だった。

「いっちゃん……？」

「今までどこにいたんだ？　莉帆と連絡が取れなくなってから、俺はずっとずっと捜してた。どうしていきなり行方をくらましたりしたんだ」

　彼は我を忘れて私に詰め寄った。

　私はとっさにいっちゃん――犀さい川かわ樹いつきから目を逸らした。

　唇を引き結び無言を貫く私の肩を、彼は両手でぐっと掴つかむ。

「俺がどれだけ心配したと思ってるんだ」

　あの日――私が彼の赤ちゃんを宿していると発覚してからもう二年、彼から身を隠し続けていた。すでに決まっていた就職先と引っ越し先を変更し、ひとりで赤ちゃんを産み、このベリーヒルズビレッジでひっそりと育ててきたのだ。そうしてやっと一カ月前に仕事を始めたばかりだった。

　まさかこんなにもすぐに、かつて甘い一夜をともにしたこの思い出の部屋で再会するなんて、想像すらしていなかった。

「……お客さま、申し訳ございません。ご退室後、改めてお掃除に参ります」

　私は精いっぱい他人行儀に振る舞った。心は千ち々ぢに乱れ、頭の中は真っ白だった。

「莉帆！」

　悲痛な声で私を呼ぶ彼を、力任せに振り払う。すぐさま追いかけてくるのを「来ないで！」とかたくなに拒み、その場から逃げ出した。足がもつれそうになりながら、バックヤードを目指す。

　二年前、彼への気持ちを胸の奥底に仕舞い込み、二度と夢なんて見ないと誓ったのだ。

　現実に期待なんてしちゃいけない。

　彼との身分の差は、私がどれだけあがいても縮まらない。










秘密の夜




　二年前まで私と彼は、住み込みの家政婦の孫とその屋敷のお坊ちゃまという関係だった。

　彼は旧財閥を継承し現在も日本経済の中枢に位置する犀川グループの御曹司だ。

　両親のいない私は、幼い頃から祖母とともに彼が暮らす屋敷の離れで生活していた。

　父親の顔は知らず、母親は私を産み捨てて出ていった。けれど祖母に大切に育ててもらったから、決して不幸じゃなかった。それに犀川家の旦那さまは自分の娘のように接してくれ、奥さまにもとてもよくしてもらえた。

　そしてひとり息子のいっちゃんは、私を妹みたいにかわいがってくれたのだ。私は物心がついたときから五歳年上の彼が大好きで、屋敷の中でも外でもついて回っていた。

　二十歳の頃、祖母が倒れてそのまま逝ってしまったときも、犀川家の人々は私に寄り添い、祖母のために手厚い葬儀を執り行ってくれた。その上大学の学費をすべて出し、私が卒業するまで屋敷の離れに住み続けることも許してくれたのだ。

『莉帆ちゃんはうちの子同然だから』と温かく見守ってくれた彼らには、感謝してもしきれないほど恩がある。

　そして私が大学四年生の二十二歳、十二月のことだった。

　なんとか就職先が決まり、春には犀川家を出て独り立ちするのが決まっていた。

　いっちゃんは二十七歳になっていて、すでに犀川グループの数社で代表取締役社長に就任していた。

　ある夜、ベリーヒルズビレッジのオフィスビル五十四階にある高級レストランを貸しきって、犀川家の奥さま主催のディナーパーティーが開かれていた。

　五十八階建てのそのビルは、下階がライフサービスゾーン、中階がオフィスゾーンとなっており、上階には現在私が客室清掃員として働いている高級ホテルや高級レストラン、会員制ⅤＩＰバー、ⅤＩＰラウンジがある。高層階はまさにセレブのための空間だ。

　奥さまはパーティー好きで、毎月必ずなにかと理由をつけては交流を楽しんでいたので、その日も同じようなものだと思いながら、私は離れの自室でのんびりしていた。いつもと違ったのは、いっちゃんがそのパーティーに参加していたことだ。

　パーティーの最中、奥さまから電話で至急届けてほしいものがあると頼まれ会場に駆けつけた。

『莉帆ちゃん、急に呼びつけてごめんなさいね。お友だちにぜひ拝見したいと頼まれちゃって』

　奥さまはレストランの入口付近で私から品物を受け取り、お礼を言った。

　私が届けたのは、世界にひとつしかないというアンティークの小さなオルゴールで、奥さまの友人は最近古美術や骨董品に興味を持ち始めたらしかった。かなり貴重なものだと聞いていたので持ち運ぶのに緊張したけれど、このようなものは犀川家にゴロゴロ転がっている。これも鍵のついていないキャビネットに保管されている程度のものだった。

　なにげなく会場に視線を向けると、若くてきれいな女性の姿が目立った。

　高級そうなドレス姿や華やかな着物姿の女性たちは皆、容姿も整っていて美しい。

『実はね、今夜のパーティーは樹の花嫁候補探しのためなの』

　奥さまはこっそり私に耳打ちをした。

『え……？』

『樹ももう二十七でしょう？　そろそろ結婚を考える年齢だから、私が選えりすぐりの女性を集めてみたの。皆さん申し分のない家柄の才色兼備よ。もちろん樹には内緒なんだけどね。勝手なことをすると、あの子すぐに機嫌を損ねるから』

　よい家柄と才能、美しい容姿――天涯孤独で平凡な私にはどれもないものばかりだった。

　犀川家のひとり娘である奥さまは、跡継ぎとして家を守るために旦那さまと結婚したのだと以前に言っていたし、いっちゃんもこういった花嫁候補探しは自然な流れかもしれなかった。

『あちらにいる赤いお着物の女性、重要な取引先のご令嬢なんだけど、さっき樹ととてもいい雰囲気だったの。彼女が今、私のイチオシかしら』

　楽しそうに話す奥さまの隣で、ぼうぜんと赤い着物の女性を見つめた。美女の中でもひと際目を引くその人は、たしかに彼にふさわしく思えた。

『莉帆、どうしたんだ？』

　そこへ、いっちゃんがやって来た。

　艶感のある上品な黒のスーツを着こなす長身の彼は、この世のすべてを望むままに手にしたような完璧な容姿をしていて、どんな女性の心も一瞬で鷲掴みにする。加えて華麗なる家柄の御曹司とあらば引く手あまただ。本来なら私なんて近寄ることさえできない。

　いつもは必要以上に気にしない彼との格差が、途端に重くのしかかってきた。

　どうして私はこんな華やかなパーティーに普段着で、しかもほとんどノーメイク、洗いざらしのナチュラルなセミロングヘアのまま来てしまったのだろう。いきなりだったとはいえ、考えが及ばなかった自分が恥ずかしい。日頃から着飾る方ではなくても、もう少しきちんとして来るべきだった。どれだけ取り繕ったとしても十人並みの私では、この会場にいるどの女性の足もとにも及ばないけれど。

『あら、樹に見つかっちゃったわね。お友だちに頼まれたものを、莉帆ちゃんに持ってきてもらったの』

　奥さまが私の代わりに答えると、いっちゃんは奥さまの手中の品物を見てうんざりした顔をする。

『オルゴール？　そんなの後日でよかっただろ。莉帆はうちの使用人じゃないと何度言ったら……』

『いいの。私は部屋でのんびりしていただけだし、奥さまのお役に立ててよかったです』

　奥さまはなにも悪くない。私が自分の意思で引き受けてやって来たのだ。そして、勝手にきれいな女性たちと自分を比べて落ち込んでいるだけだ。

『そうだわ莉帆ちゃん、せっかく来てくれたんだし、よければゆっくりお食事していってね』

　奥さまはいっちゃんの苦言を聞き流し、私の背中を押して会場内へ促した。

　気を使ってくれたのだろう、けれどどうしても中に入りたくなかった。

　今すぐここを離れたい――そう願っていると、いっちゃんが私の心を読んだかのように私と奥さまの間に立ちはだかる。

『こんな騒がしいパーティーで、ゆっくり食事なんてできないだろ。下の階のホテルに部屋を取ってるから、そこで莉帆になにかルームサービスでも頼んでくる』

『いいよ、私すぐに帰――』

『いいから』

　言いかけたのを小声で制された。

『そうね。ぜひそうしてあげて。莉帆ちゃん、おつかいのお礼なんだから遠慮しなくていいのよ。たくさん頼みなさいね。樹、莉帆ちゃんを部屋に案内したら、すぐに戻ってくるのよ』

　いっちゃんは奥さまに返事をせず、私を会場から連れ出した。

　そうして内廊下で、戸惑う私に微笑みかけてくる。

『莉帆のおかげで抜け出せた』

『え？』

『あんなばかばかしいパーティーだって知ってたら、最初から来なかったよ』

　どうやら彼は、すでに奥さまのもくろみに気づいていたようだった。私ですら違和感を覚えたくらいだから当然かもしれない。

　階段を下り、ふたりでホテルに向かう。

　今夜彼が泊まるために予約していたという五三〇一号室、インペリアルスイートは広々とした贅沢な造りで最高峰の部屋そのものだった。

　まるで中世ヨーロッパのお城に迷い込んだみたいで、私はつい挙動不審に動き回ってしまう。こんなにすごい部屋に入ったのは初めてだ。けれど彼は平然としていて、慣れているように見えた。

　幼い頃とは違い、彼は私の知らないところで私が経験したこともないような日々をあたり前に送っているのだろうか。なんだか少し遠い存在に思えた。

　部屋に入るなり、いっちゃんはルームサービスでたくさんの料理や飲み物をオーダーしてくれる。

『ったく、珠たま緒おさんが亡くなってから、母さんは莉帆を家政婦かなにかだと思ってるよな』

　彼は不満げにネクタイを緩めた。

〝珠緒さん〟とは私の祖母のことだ。祖母は五十歳から二十五年間、亡くなる直前まで住み込みで犀川家の家政婦をしていた。そんな祖母を奥さまはとても頼っていて、今ではその信頼を私に向けてくれている。私としてはそれが喜ばしいし、その期待に応えたかった。けれど彼はあまりよく思っていないようだ。

　彼は最近、なにかと奥さまと対立している。奥さまが彼のためにとしていることが、彼にとっては余計なお世話のようだ。

『今も無償で犀川家の離れに住ませてもらってるんだもの。なんでもするよ』

　私のせいで関係を悪化させないでほしくて、明るく笑ってみせた。

『そうやって莉帆が甘やかすから、母さんは付け上がるんだ。本当にあの人とは相容れない』

　そもそも犀川家は奥さまの家系で、旦那さまは入り婿だ。そのため家では奥さまの方が力を持っていて、誰も彼女に逆らえなかった。いっちゃんもそれはわかっているのだろう。

　彼はため息をつき、グラスを手に取る。

『莉帆、飲もう』

『戻らなくていいの？』

『戻るわけないだろ』

　彼は吐き捨て、ハイペースでワインのボトルを開けていった。

　私は困惑しつつ酒盛りに付き合う。

　そうして夜も更けた頃だった。

『莉帆、おいで』

　キングサイズのベッドに寝転がった彼が、シーツをぽんと叩いて私を隣に呼んだ。

『どうしたの、眠い？　飲みすぎちゃった？』

　歩み寄ると腕を引っ張られ、彼の横に倒れ込む。兄妹のように育った私たちには、このくらいはありふれていた。純白のシーツの上にふたりで乗り上げ、昔を思い出す。

　幼い頃、私はよく彼の部屋のベッドで飛び跳ねていた。スプリングが沈み込んでは跳ね返ってくるのがトランポリンみたいで楽しかったからだ。自分の部屋は布団だったから物珍しかったのもあった。

　五歳年上の彼にとってはかなり子どもっぽい行為だっただろうに、いつも笑いながら許してくれたのが、まるで昨日のことのようだ。

『ねえ、いっちゃん。私、いっちゃんって呼ぶの、もうやめようかな。樹さんって呼んだ方がいい？』

　不意に聞くと、彼は面食らった顔をする。

『なんだよ、急に』

『なんだか子どもっぽいなって。いっちゃんは嫌じゃないの？』

　二十七歳になってもちゃん付けで呼ばれるのを、彼はどう思っているのだろう。

　私は急に自分に残っている幼い部分を全部取っ払いたくなった。きっと、きれいで大人っぽい女性をたくさん見たせいだ。呼び方を変えただけでどうにかなるわけじゃないけれど、少しでも彼女たちに近づきたくてそんなことを思う。

『いっちゃんでいいよ。俺、莉帆にそう呼ばれるの、好きだから』

　本心から口にしているのだとわかる、やわらかい表情だった。

『……そっか』

　途端に居心地が悪くなった。いきなり変なことを聞いてしまったかもしれない。けれど彼はとくに気にしていない様子だった。

『春になったら、莉帆は屋敷を出ていくんだよな』

　すると今度は彼が、ぽつりとつぶやいた。

『そうだよ。社会人になるんだもん。さすがに自立しなきゃね』

　私はすでに成人しているのだから、いつまでも犀川家に甘えていてはいけない。

『自立なんかしなくていい。ずっと俺のそばにいろよ』

　彼は私を引き寄せ、ベッドの上で抱きしめた。あまりの力強さに、一瞬なにが起こったのかわからなくなる。

　きっと彼は今でも私を小さな妹のように思っているから、心配しているのだろう。

　けれど私は心臓が甘く跳ねるのを抑えられなかった。

　物心がついたときからずっと、彼に恋をしているから。

『莉帆』

　名前を呼ばれて視線を上げる。すると同時に彼の顔が近づいてくる気配がした。

　至近距離で目が合った瞬間、彼の唇が私の唇にそっと重なる。

『だめ』

　反射的に押し返した。

　いっちゃんにキスされたのは生まれて初めてだった。

　なにもかもが未経験だった私は激しい動揺に襲われる。

『酔ってるの……？』

　誰かと間違えてるの？

　そうじゃなきゃ、彼が私にこんなことをするはずがない。

『逃げるな』

　情欲をはらんだ瞳で、いっちゃんは私の抵抗をはねのけた。初めて目にする彼の男の顔に、ゾクッとする。このまま身を委ねたい衝動が突き上げてきた。

　けれど絶対にだめだ。私はただの、彼の屋敷の家政婦の孫だ。妹だと思ってもらえるだけで十分すぎるくらいだった。叶わない恋だと知っている。

『んっ……』

　目め眩まいのするようなキスが幾度となく降ってきた。

　口づけをほどかないまま、手首を掴まれて彼の下に組み敷かれる。口腔の奥で縮こまった舌を吸い出され、激しく求められた。吐息ごと奪われて、喜びで震えが止まらなくなる。

　本当はずっとこうしてほしかった。

　誰かと間違えている今だけでいい。夢を見たい。あの、赤い着物のきれいな女性になりたい。本音があふれ出してくる。

　春になれば、私はもう今までのように彼のそばにいられなくなる。
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　そうして彼は近いうち、誰かと結婚するだろう。

　こんなチャンスは二度とない。

　子どもの頃、屋敷に遊びにきた彼の友だちが私を『使用人の孫』と呼ぶたびに、『幼なじみだよ』とさりげなく、でも強く否定してくれた。

　彼の部屋で遊んでいるとき、私が祖母の真似をして『おかえりなさいませ、旦那さま』と言って駆け寄ると、『それ、家政婦じゃなくて、俺のお嫁さんだな』と微笑んでくれた。

　いっちゃんはもう忘れているだろうけれど、私には全部宝物のような思い出なんだよ。

『あっ……』

　彼の手が私の衣服を剥はぎ取り、下着の内側に忍び込んできた。

　長い指で胸の丸みをなぞられ、もむように包み込まれる。胸の先端を口に含まれると、はしたない声が漏れて唇を噛んだ。羞恥に頭が沸騰しそうになる。

　それでも彼にされて嫌なことはひとつもなかった。

　触ってもらうのが、愛してもらうのがうれしくて、彼が欲しいという気持ちだけに支配される。理性を投げ打ち、逞たくましい肩にしがみついた。

　このまま最後まで、私を誰かと間違えたままでいて。

　私の浅ましい願いに、気づかないで。

『――っ、ん……っ』

　足を割り開かれ、彼が正面から私の中に入ってきた。ゆっくりと慎重に奥まで埋め込まれる。

　彼が刻む緩やかな律動に、初めての体はどうしようもなく痛んだ。

　顔は生理的な涙でぐずぐずになり、もう見られたものじゃない。自分が相当ひどい表情をしていると自覚していた。

『……かわいい顔』

　けれど彼は愛おしそうに私の目もとに口づけて、優しく涙を吸い取った。右も左も繰り返してくれる。

『かわいい声も、もっと聞かせろよ』

　嗚咽をこらえる私の唇を啄んで、彼は濡れた声で甘えるようにささやいた。

　覆いかぶさる彼のさらさらの髪が私の頬をなで、私が痛みを忘れて快感に溺れるまで何度もキスをする。

『んっ……あ……っ……』

　秘密の夜は長く、夜明けまで続く。

　夢のような時間だった。

　私はいっちゃんを包み込みながら、彼の熱で甘くとろける。

　その瞬間、本当にひとつになれたような幸福感に酔いしれた。




　けれど朝になると、自分が犯した罪の重大さに青ざめた。

　彼が酔っぱらい、私を誰かと間違えているのをいいことに抱いてもらった。我が欲よくを抑えきれなかった自分が許せなくなる。

　彼を騙だまして、旦那さまや奥さまを裏切り、恩を仇で返したのだ。

　深酒をしたせいか、彼はまだぐっすり眠っていた。

　本当は正直に謝らなければいけない。けれど私と体を重ねたと彼が知れば、きっともう今までのような関係ではいられないだろう。

　彼の妹という立場をなくすのが怖かった。

　だから、なにもなかったことにする。昨夜の罪は私だけの秘密にする。

　自分の身勝手さに吐き気がした。

　それでも彼のためにもその方がいいのだと、自分に言い聞かせた。たとえお酒のせいでも私なんかに手を出したなんて、彼の輝かしい人生の汚点にしかならない。

　いっちゃんを起こさないようにホテルを抜け出し、平静を装って屋敷に帰った。

　その後、彼は何度も私になにかを聞きたそうなそぶりをしたけれど、かたくなにかわし続けた。

　年が明けると、大学の卒業準備や入社、引っ越しのための手続きや作業に追われ、彼と接する機会は少なくなった。

　どうかこのまま何事もなく犀川家を出られますように。

　毎朝祈り、毎夜安堵していた。

　けれど屋敷を出る直前、思わぬことが起きた。

　私が彼の赤ちゃんを宿していると発覚したのだ。










運命の悪戯




　二年ぶりの再会から逃げ出した私は、ホテルのバックヤードに戻るとその場にくずおれた。

　動揺が収まらない。私を真っすぐな目で射貫くいっちゃんの姿が脳裏に焼きついて離れなかった。

　勤務中なのだから、しっかりしなくちゃいけない。

　自分を奮い立たせると、担当しているほかの客室に向かい、気を逸らすように清掃業務に励んだ。

　しばらくしていっちゃんがホテルを出たのを確認してから、最後にインペリアルスイートに戻る。

　リビングのテーブルには、私宛てに一枚のメモが残されていた。

【莉帆へ　取り乱してすまなかった。冷静に話したい。明日、今朝と同じ時間にこの部屋で待っている。　樹】

　メモを握りしめてうなだれた。

　再会した時点で、振りきるのは不可能だ。覚悟を決めるしかない。




　午後二時になり、暗あん澹たんとした気持ちのまま退勤し、託児所に聖を迎えにいきレジデンスへと帰った。

　エントランスに二十四時間体制で常駐しているコンシェルジュに「おかえりなさいませ」と声をかけられ、聖がなにか返事をする。どうやらおうむ返しにしているらしい。もうすぐ一歳半になる聖は〝ママ〟や〝わんわん〟など簡単な単語を話すようにはなったけれど、まだまだ意味不明な宇宙語が主だった。

　低層のレジデンスは五階建てで、私と聖が住んでいるのは四階の南側角部屋だ。

　一戸数億円超えと噂されているだけあって母子ふたりで住むには広すぎるし、あまりにも贅沢すぎるこの部屋の所有者は、実は犀川家の旦那さま――つまりいっちゃんのお父さまだ。

　旦那さまは唯一、聖の存在を知っている。

　犀川家を出る前夜、旦那さまが私の部屋を訪れたときに、もらったばかりの母子手帳を偶然見られてしまったのだ。

　頭の中が真っ白になった私は、とっさにその場で土下座した。その時点ではおなかの子の父親についてごまかせたのかもしれない。けれど私にとって旦那さまは父のような存在だから、嘘などつけなかった。

　いっちゃんの子だと知り驚く旦那さまに『産ませてください』と懇願した。

『樹さんは私の妊娠を知りません。今後も告げるつもりはありません。樹さんと結婚できるなんて、思っていません。ひとりで産んで育てるつもりです』

　おなかの子はあきらめてほしいという言葉を阻むように言い募った。

　旦那さまはすぐに畳に膝をつき、私の体を起こしてくれる。

『ひとりで抱え込んでいたんだね。つらかったね。樹の父親として、詫びさせてほしい。申し訳ない』

　旦那さまは私に頭を下げた。いっちゃんによく似た端整な面差しには苦悶の表情が浮かんでいた。

『旦那さま……』

『だが莉帆ちゃんがそう決断してくれて、私はほっとしている』

　旦那さまはどんなときもきれいごとは決して言わない。だから本音だとわかった。

『樹は犀川家のひとり息子で、この先犀川グループを背負っていく存在だ。当然樹の結婚相手にはさまざまな条件が求められる。私の妻は、とくに家柄の釣り合いにこだわっていてね……』

　奥さまの意向は、私もよく知っていた。

『樹はそんな妻の考えとは相容れない。莉帆ちゃんの妊娠を知れば、迷わず莉帆ちゃんと結婚すると言いだすだろう。そうなると犀川家は……』

　つらそうな旦那さまを見ていられず遮る。

『大丈夫です。わかっています。樹さんは責任感が強いから、私なんかでも放っておけないって……。だから絶対に秘密にします』

『……責任感だけじゃないと思うがね』

　独り言のように旦那さまはつぶやいた。

『産むのを許してもらえるだけでいいんです』

　たったひとつの願いを告げる私に、旦那さまは『授かった命は大切にしよう』と出産を許可し、自分にできる限りのことはなんでもすると申し出てくれたのだ。私はまた旦那さまから恩を受けてしまった。

　いっちゃんの前から姿を消すために、内定していた会社への就職を辞退すると、私の引っ越し先を秘密裏に変更し、旦那さまはこのレジデンスの部屋を貸してくれた。

　ここは旦那さまが隠れ家用にとこっそり購入していたものらしく、家族はおろか誰も知らないという。

　この二年間、いっちゃんがどれだけ私を捜しても見つからなかったのは、旦那さまが私に協力してくれていたからだ。いっちゃんの秘書にも旦那さまの息がかかっていて、常に状況を報告し合っている。

　私の意地で、直接的な金銭の援助はすべて断った。一カ月前までは自分の貯金と祖母が残したお金でなんとかやりくりして過ごし、そうしてやっと働きだした矢先の出来事だった。

　スマートフォンを手に取り、旦那さまに電話をかける。

「お忙しいところ申し訳ございません。莉帆です」

『ああ、莉帆ちゃん、久しぶりだね。聖くんは元気かい？』

　旦那さまはいつもの明るい声だった。私は罪悪感にさいなまれる。

「聖は元気にしています。ですが、申し訳ございません……。樹さんと再会してしまいました」

　弁解の余地もなかった。

『……そうか。秘書から樹がベリーヒルズビレッジのホテルで生活していると聞いて、もしかしたらと案じていたのだが、もう再会を……』

　旦那さまは意外にも、あまり驚いていない様子だった。

「私が油断して、ホテルでパートを始めたせいです」

『いや、これもまた運命なんだろう。樹はなんて？』

「話したいと……」

『そうだろうな。樹は血眼になって莉帆ちゃんを捜していたからね。今までのふたりの関係を考えれば応じるべきだろう。ここで逃げれば不自然だ』

　すでに逃げてしまったとは旦那さまには言えなかった。

「聖の出生については、絶対に隠し通します」

　どれだけ嘘をついて自分の首を絞めることになっても、いっちゃんには明かさない。その決意は固かった。

『申し訳ない。樹と妻は二年前よりさらに関係が悪化していてね……。樹が家を出てホテル暮らしをしているのもそのせいなんだ』

　相変わらずふたりがうまくいっていないと聞き、気分が沈む。家族に縁の薄い私には、親子の仲が改善されるのを願わずにはいられなかった。

　旦那さまへの電話を切ると、一気に現実が押し寄せてくる。

　明日になればいっちゃんと再び対面し、話し合わなければいけない。それがたまらなく怖かった。

　今日少し顔を合わせただけでこんなにも心を揺さぶられているのに、普通にしていられるのだろうか。




　翌日、昨日と同じ朝九時過ぎに五三〇一号室へ向かった。私は今日もいつも通りの制服姿だ。

　いっちゃんもこの後仕事なのだろう、スーツ姿でドアの前に立っていた。

「座れよ」

　リビングのソファを勧められ、私はかぶりを振る。

「仕事中だから」

「立っていられると俺が話しにくいんだ」

　そう言われれば腰を下ろさないわけにはいかなかった。

　ためらいながらも端に座ると、向かいのソファに行くと思っていた彼が私のすぐ隣に着席し、思わずたじろぐ。

「あ、あの……」

　距離が近すぎて顔を上げられなくなった。

　対して彼は傍らから私の横顔をじっと見すえている。

「今日、この部屋の掃除はしなくていい。そのぶん話をしよう」

　彼は私の立場をきちんと考えてくれているようだった。

「うん……」

　うなずくと、少しだけ空気が和らいだ。また私が逃げ出すのではと危惧していたのかもしれない。

「二年間、元気にしていたのか？」

「うん……。いっちゃんも元気だった……？」

「ああ。相変わらず母さんと反りが合わなくて、見ての通りホテル暮らし中だ」

「そうなんだね」

　私が旦那さまと連絡を取り合っているのは、もちろん彼には内緒だ。

「莉帆は内定していた会社には行かず、ずっとここで働いていたのか？」

「ここは一カ月前に採用してもらったの」

「なら、それまでは？」

「それまでは……」

　早速言葉を詰まらせた。まさか無職で出産し子育てをしていたなんて、言えるはずがない。

「事実なら隠さないでくれ。莉帆が未婚で子どもを育てていると、人づてに聞いた。本当か？」

　私は目を見張った。まさかすでに彼が知っていたなんて想定外だった。

「……うん、ほんとだよ」

　正直に認めると、彼はしばらく目をつむり、なにかを噛みしめているようだった。

「仕事の間、子どもは？」

「この建物内に託児所があるから、そこで預かってもらってるよ」

　少しの間、沈黙が訪れる。

「子どもの父親は？」

　声をひそめて尋ねられた。私を妹のように思っている彼にとっては、当然気になることだろう。けれど固く口をつぐんだ私に、彼はすぐに「ごめん」と謝った。

「言いたくないなら無理には聞かない。だが二年前のことは……この話も莉帆はしたくないんだろうが、そういうわけにはいかないんだ」

　言葉を選びながら、彼は慎重にあの夜の出来事を持ち出した。

「酔った勢いのつもりじゃなかったが、莉帆になかったことにされたから、時間を置いてもう一度話そうと思っていた。でもいきなり莉帆と連絡が取れなくなって、こんなに遅くなってしまった」

　彼は覚悟を滲ませながら私を真っすぐに見つめる。

「俺は生半可な気持ちで莉帆を抱いたんじゃない」

「……いっちゃんはあの夜、相手が私だってわかってたの？」

　思いがけない事実に、私は声を上擦らせた。

「あたり前だろ。そもそも俺は酔うほど飲んでいなかったし、もし酔っていても誰彼かまわず手を出したりしない」

　いっちゃんはきっぱりと言いきった。

　彼が目を覚ます前にホテルを抜け出したから、私は気づかれていないと思っていたのだ。たとえもしかしたらと思っても、確証は得られないはずだった。けれど最初から私だとわかっていたのなら、あの後素知らぬふりを突き通した私の態度は不誠実極まりない。

「でも、どうして私を……？」

　体を重ねた理由がどうしてもわからなかった。

「俺はずっと莉帆が好きだった。あの夜は莉帆が遠くに行ってしまう気がして、理性が飛んだんだ。どうしても俺のものにしたくて、強引に莉帆を……」

　焦こがれるような目をして、彼は私に信じられない告白をした。

　いっちゃんが私を好き……？

「嘘……」

　そんなのありえない。

　好きなのは私の方だ。私がずっといっちゃんを好きだった。それに、強引に抱かれたんじゃない、私が望んで抱かれたのだ。

　疑う私に、彼は少し悲しそうな表情になる。

「嘘じゃないよ。俺はずっと莉帆以外欲しくなかった」

「……じゃあ、あの赤い着物の女の人は？」

「赤い着物？」

「あの日のパーティーで、いっちゃんといい雰囲気だった人だよ」

　そう奥さまが言っていたのを今も忘れられなかった。

　けれど彼は怪訝そうに首をかしげる。

「覚えていないな。誰かといい雰囲気だった記憶もないが」

　本気で思いあたらないようだった。

「というか、莉帆も俺を好きなんだと思っていたんだが、それはただの自惚れか？」

　至近距離で瞳を覗のぞき込まれ、私の心臓は跳ね上がる。

「莉帆は成り行きや勢いだけであんなことしないだろ？」

「買いかぶりすぎだよ。私はそんなに純粋じゃない……」

　必死に否定しながらも、泣き出しそうなくらいの喜びに包まれていた。

　あの夜、いっちゃんは私を好きでいてくれた。聖は私と彼が愛し合って生まれてきたのだ。一生結ばれない運命でも、あの瞬間だけは私たちの心はひとつだった。それを知られただけでもう十分だ。

　だから私はおぞましい嘘をつく。

　彼が私じゃなく、しかるべき人を愛せるように。

「……実は私、あのときほかに恋人がいたんだ。それどころか、すでにおなかに赤ちゃんもいたの。それなのに私はいっちゃんと軽はずみに浮気するような……不誠実な女なんだよ」

　ふしだらだと思われてもいい。それくらいじゃなければ説得力がない。

　聖は少し早産で生まれたから、もし逆算されたとしても見抜けないだろう。

　いっちゃんはぐっと眉根を寄せ、なにかをこらえるような顔をした。

「でもさすがに一夜の過ちなんてうしろめたかったから、なかったことにしたかったの。私が行方をくらませたのもそれが理由だよ。本当の私を知られたくなかったんだ」

　嘘も百回言えば真実になるという。ならばきっとこんな作り話も、つき通せば本当になるだろう。

「でも、俺の前から姿を消した後も、莉帆はその恋人と結婚しなかったんだな？　俺とのことがばれて――」

「そうじゃないよ。いっちゃんはなにも関係ない。彼は結婚できない相手だっただけ」

　まるで妻子ある人のような言い方になった。それでもいっちゃんが納得してくれればなんでもよかった。

「……軽蔑した？」

　私は恐る恐る聞く。

　軽蔑しないはずがない。はっきり口にして、切り捨ててほしかった。

「しないよ。俺はどんな莉帆でも受け入れる。なにがあったって莉帆の味方だ」

　少しのためらいもなく彼は答えた。

　揺るぎない彼に、まるで全身を鋭い針で刺されたような痛みを感じる。本当なら涙が出るくらいうれしい言葉が、今はただつらかった。

「ほかに、俺に隠していることはないか？」

　幼い頃から少しも変わらない優しい表情で、彼は私に問いかけた。

「……うん」

　うつむきながら、空っぽの答えを返した。自分が嫌で嫌でたまらなかった。

「それならまた、昔みたいに戻れるよな？」

　けれど予想外の反応に、私は弾かれたように顔を上げる。

「え？」

「俺たちは幼なじみだろ？　これくらいで壊れるような浅い関係じゃない」

　彼はもう吹っきれているようだった。

　幼なじみとしてでも絶対にだめだ。きっと私が耐えられない。もしも今後連絡を取り続けたら、とんでもないことになる。私には確信に近い予感があった。

　でもどうしても、だめだと言えない。

「近いうち食事にでも行こう。莉帆の子どもに会わせてほしい」

　兄妹みたいに育った、私たちの距離の近さを痛感する。恋愛関係じゃなくても、そばに居続ける理由はいくらでもあるのだ。あの夜がなければ、私たちは普通の家族みたいに死ぬまで一緒にいられるはずだった。

　彼が今でも昔のような関係を望むなら、私が拒むのは不可能だ。




　翌日の土曜日は、カレンダー通りのシフトのため仕事が休みだった。

　聖を連れて隣町にあるスーパーマーケットへ向かい、日々の食材を買う。隣町といってもとても近く、子どもでも歩いていける距離だ。ベリーヒルズビレッジ内のショッピングモールにも食材は売っているけれど、高級志向で私には手が届かない。

　私がいつも利用しているスーパーは、新鮮な肉や魚、野菜が格安で購入できる、主婦に優しいお店だ。

　一歳二カ月頃から上手に歩けるようになった聖は、今はもうベビーカーに乗るのを嫌がる。スーパーからの帰り道は聖と手をつなぎながら、もう片方の手で複数のエコバッグを持たなければいけなかった。

　今日も一週間分をまとめて買ったから、大きなふたつのエコバッグには食材があふれるほどぎゅうぎゅうに詰まっていて肩がはずれそうだ。

「じいじ」

　スーパーを出たところで、聖がぱっと顔を輝かせた。

　すぐそこに知り合いの高齢男性――盛もり宮みやさんがいて、こちらに歩み寄ってくる。

　清潔感のある淡い水色のシャツを着た、ロマンスグレーヘアの盛宮さんは、背筋がしゃんと伸びていて、ふとした所作に品がある。若い頃はとてもかっこよかっただろうと、いつも彷彿とさせられた。

「聖くん、こんにちは」

　聖は盛宮さんを真似て、あどけない仕草でぺこっとお辞儀した。

「盛宮さん、こんにちは」

　私も挨拶をしながら笑顔を向ける。

　盛宮さんはおそらく八十歳前後で、私が二年前にベリーヒルズビレッジに越してきてすぐ、まだ聖がおなかにいた頃からの知り合いだ。

　盛宮さんがこのスーパーの前で転んでけがをしていたのを、私が助けてレジデンスに連れていき、傷の手あてと破れた洋服を繕ったのがきっかけだった。

「莉帆ちゃんもこんにちは。ちょうどふたりのおうちに行く途中だったんだよ。和菓子をあげようと思ってね」

　盛宮さんは私に某有名和菓子屋の紙袋を向けた。

「わあ、最近ベリーヒルズビレッジのショッピングモールに出店したばかりの人気店のものですね。なかなか買えないってパート仲間のお姉さんが言ってましたよ。いいんですか？」

「もちろん。もらいものだから気にしなくていいよ」

「ありがとうございます。じゃあ、うちでお茶にしましょうか？」

　私が誘うと、盛宮さんはにこやかにうなずく。

「そうしよう」

　盛宮さんはこうして一、二週間に一度、私の家に遊びにくる。今では茶飲み友だちのような関係だ。

　いっちゃんに居場所を知られないように、付き合いのあった友人たちと疎遠になっていた私にとって唯一親しくしている人だった。

　わけあって若いときに結婚しなかったらしい盛宮さんは、現在ひとり暮らしのようだ。どこに住んでいるのかは知らないけれど、スーパーの近くでよく会うからきっとこの辺りに家があるのだろう。

　私を孫のように、聖をひ孫のようにかわいがってくれていた。

「どれ、買い物袋を持ってあげよう」

　盛宮さんは私のエコバッグに手を伸ばした。

「大丈夫です。盛宮さんは聖と手をつないであげてくれますか？」

　重すぎるバッグを彼に持たせられない。

「聖くんはお母さんと手をつなぎたいだろう。私はこう見えてもなかなか力持ちだぞ」

　茶目っ気たっぷりに力こぶを作る仕草をした盛宮さんに、私は顔をほころばせる。

「じゃあひとつお願いしてもいいでしょうか？」

　ふたつのエコバッグのうち軽い方をさりげなく渡した。

　三人でお散歩みたいにゆっくり歩きながら、盛宮さんは二年前の出来事を持ち出す。

「莉帆ちゃんは私の命の恩人だからな」

「大げさですよ」

「いいや。あのとき、転んだ私に手を差し伸べてくれたのは莉帆ちゃんだけだった。身重の体でなんて優しい子なんだろうと感動したよ。いつか恩返しするといつも思っているんだ」

「今日の和菓子で十分すぎるくらいのお返しです」

　冗談めかして笑った。けがをしている人を助けるのはあたり前で、あのときは反射的に駆け寄ったのだ。けれど盛宮さんは二年経った今でもあのときのお礼を言い続けてくれるので、少しくすぐったかった。

「しかし莉帆ちゃん、今日はあまり元気がないね。なにかあったのか？」

　不意に鋭く、盛宮さんが私に問いかけた。

　すぐに感づかれるくらいわかりやすく顔に出ていたのだろうか。

　これまで彼に私が抱える事情を話したことは一度もなかった。けれど今日ばかりは思わず頼ってしまう。

「……聞いてくれますか？」

　レジデンスに帰り着き、聖を寝かしつけてからお茶を淹れると、いっちゃんのことを包み隠さず打ち明けた。

　盛宮さんは時折驚いたように目を見張り、渋い顔をし、悲しみを浮かべる。

「そうだったんだな。このレジデンスに住んでいるわりには清貧な生活を送っているなと思っていたが……」

　盛宮さんは今まで私になにも尋ねてこなかった。けれど思うところはあったのだろう。一カ月前までは無職の、二十四歳のシングルマザーが超高級物件で生活しているなんて、違和感を持って当然だ。

「天涯孤独だった莉帆ちゃんは、彼のためにたったひとりで聖くんを産み、育て……」

　言葉を途切れさせた盛宮さんは、見たこともないような複雑な表情をして、声を絞り出す。

「身分の差か……。昔も今も、なにも変わっていないんだな」

　まるで過去に思いを馳せるように、盛宮さんは遠い目をした。

「盛宮さん？」

「いや、こっちの話だよ」

　戸惑う私に、彼はすぐにかぶりを振った。

「今まで黙っていてすみません」

　二年も仲よくしていたのに、なにも話していなかった非礼を詫びた。

「謝る必要はないよ。私だって山ほど秘密を抱えている。それに何事にもタイミングというものがあるからね」

　盛宮さんは広い心で私を受け止めてくれた。

　聞いてもらえて、少し気持ちが軽くなる。

「いつ彼と食事に行くんだい？」

「明日の日曜日なんです」

　いっちゃんは昔から即断即決だった。連絡先を交換した際、聖がいるし遅くなるのは困るから仕事が休みの日じゃないと難しいと伝えると、早速今週末にランチの予約を取りつけてきたのだ。

「そうか。なにも心配せず楽しんでくればいい。身分違いの恋でも、私は莉帆ちゃんを応援しているよ」

　盛宮さんは笑顔で背中を押してくれた。

　とりあえずいっちゃんがどう出るのかはわからないけれど、それに付き合うしかない。

　盛宮さんが帰った後、私は昼寝中の聖を静かに見つめた。

　明日この子は血のつながった父親と初対面するのだと思うと、どうしようもなく胸がざわついた。










新しい関係




　日曜日の午前十一時、ベリーヒルズビレッジの最寄り駅前でいっちゃんと待ち合わせをした。

　私と聖が五分前に着いたとき、彼はすでにそこにいて、道行く人たちの熱視線の的になっていた。けれどそんなのは日常茶飯事なのか、気にする様子もない。

　いっちゃんは薄手のジャケットとテーパードパンツのセットアップというシンプルなスタイルで、ただ佇んでいるだけで絵になる。胸の奥に仕舞い込んだはずの恋心が早くも弾むのを抑えきれなかった。

「莉帆」

　私に気づき、彼はきれいな顔をほころばせた。

「ごめん、待った？」

　昔のままのようなやり取りがこそばゆくて、なんだか真っすぐに目を合わせられない。

「いや、今来たところだ。その子が莉帆の？」

　いっちゃんは聖に視線を向けた。

　知らない男の人に見下ろされ、聖は途端に大きな目に涙を浮かべる。

「ママ」

　聖は私に手を伸ばした。抱き上げると、私の胸に顔をうずめながらもいっちゃんが気になるようで、ちらちらと様子をうかがっている。

「ごめんね、人見知りしちゃったみたい」

「名前は？」

「聖だよ」

　答えると、彼は優しい声で聖に話しかける。

「聖くん、はじめまして。ママの幼なじみのいっちゃんだよ」

　聖は無言で彼を凝視した。

「えっと……聖くんはもう話せるのか？」

　いっちゃんはちょっと困ったような様子で私に尋ねた。まだ意思疎通がうまくいかない子どもの相手は、慣れていないと戸惑うものだ。

「簡単な単語なら少しだけ」

「そっか。じゃあ早く覚えてくれよ。いっちゃんだぞ」

　ぽんと聖の頭をなでてから、彼は「車で来たんだ」と言って私たちを先導した。

　近くの駐車場には高級車が止まっていて、その後部座席にはチャイルドシートがついている。

「どうしてチャイルドシートがついてるの？」

　私は目を丸くした。

「聖くんに必要だろ？」

「そうだけど……」

　用意周到すぎて当惑してしまう。

「ほら、早く乗れよ」

　けれどたいしたことではないというように、淡々と車に乗せられた。




　二十分ほど走り、着いたのは完全個室の老舗料亭だった。

　ビルの中にあるとは思えないくらい広いお座敷は、襖やかけ軸、ひょうたんの形をした照明など調度品の一つひとつが風雅で独特の趣を感じさせる贅沢な空間だ。

　私は長袖のサマーニットにコットン素材の膝丈スカート、聖もいるからスニーカーという歩きやすい服装だった。

　カジュアルすぎたかもと、自分の足もとに視線を落とす。聖も普段着のサロペット姿だ。

「こんな格式の高いところなら、もっとちゃんとしてくればよかったね」

「そんなの気にするなって」

　彼は事もなげに言いながら席に着く。

「子どもがいるから、個室で座敷の方がいいと思ったんだ」

「ありがとう。聖、外食は初めてだしすごく助かるよ」

　聖が悪戯しないか少し心配なものもあるけれど、いっちゃんが心を砕いて選んでくれた場所だから素直にうれしかった。

「外で食事したことないのか？」

「うん。でももうすぐ一歳半だし、食べ物のアレルギーもないし、薄味なら大人と同じものを食べられるから大丈夫だよ」

　四季の自然美が凝縮されたような昼の懐石は、旬の野菜や焼き物、煮物など全八品で、どれも厳選食材が使われていて上品な味だった。

「聖くん、おいしいか？」

　私が聖に取り分けて食べさせていると、いっちゃんが話しかけた。

「んー！」

　聖は興奮気味に答えながらにこにこする。

「そうか、よかったな」

　いっちゃんは正面から長い腕を伸ばし、聖のぷくっとした頬を愛おしそうになでた。

　その後も彼は箸を止め、私たちをずっと見つめている。

「どうかした？」

　あまりにも視線を感じるから問いかけた。なにか変なところがあっただろうか。

「莉帆はすっかりママだな」

　聖に手いっぱいで、自分のことはそっちのけなのに気づかれたのだろうか。せめて今日くらいは明るい色のリップをつけてくればよかった。

　恥ずかしさをごまかすように口を開く。

「そりゃあそうだよ。私はもう女の子じゃ……」

「この間も思ったが、莉帆は本当にきれいになった」

　言いかけたのを遮られ、目を細めてしみじみとささやかれた。

　途端、胸がきゅうっと締めつけられる。きれいになんてなっていない。それどころかもう女の子じゃなくなったのだと告げようとしていたのだ。

「そんなことないよ……」

　否定する声は消え入りそうに小さくなった。

　すると聖がいきなり立ち上がり、いっちゃんのもとに駆け寄った。

　そして自分から彼の膝にちょこんと座り、テーブルの上の器に手を伸ばしながら食べさせてほしいとアピールする。

　いっちゃんは一瞬驚いていたけれど、すぐに笑顔になった。

「どれが食べたいんだ？　なんでもやるぞ」

　見たことがないほど目尻を下げて聖を甘やかす彼に、苦笑いした。彼はきっと子どもに甘々のパパになるんだろうなと、ふと思う。

　一緒にいるうちに、聖はいっちゃんが気に入ったのだろう。店を出るまでずっとくっついたままだった。

「ごちそうさまでした。すっごくおいしかった」

　聖は眠ってしまい、いっちゃんに抱かれている。

「ああ。久しぶりに来たんだが、懐石もいいな」

　車に乗り込み、さっき待ち合わせた駅へと向かって来た道を戻った。時刻はまだ午後二時にもなっていないけれど、今日はこれで解散予定だ。

「家まで送るよ」

「え、いいよ。駅で大丈夫だよ」

　慌てて彼の申し出を断った。まさかベリーヒルズビレッジに住んでいるなんて知られるわけにはいかない。

「莉帆、まさか物騒なところに住んでるんじゃないだろうな？」

　けれど私の反応が露骨すぎたためか怪しまれてしまう。

「ぜ、全然。すごく治安のいいところだよ」

　むしろよすぎるくらいだ。

「家の最寄り駅があそこなら、俺が泊まっているホテルの近くだ。どうせ俺もホテルに戻るし、莉帆がどんなところに住んでいるのか確認しておきたい」

「えっ」

「車が入れない場所なら、近くに止めて一緒に歩こう」

　彼は昔から言いだしたら絶対に引かない。まして今は私たちを心配してくれているのだから、きっと回避できないだろう。

　観念するしかなさそうだ。

「……大丈夫。来客用の駐車場があるよ」

　旦那さま、申し訳ございません。隠れ家にと購入した部屋を息子さんに知られてしまいます。こっそり心の中で謝罪した。

　私の職場兼いっちゃんが宿泊中のホテルが入ったオフィスビルの横を通過し、レジデンスがある方角に向かう。

「……そこ、左だよ」

「左？」

　彼は私の指示に戸惑いつつ左折した。

「……で、右。そのレジデンスの一階が駐車場になってるんだ。……私、その上に住んでるの」

　気まずくて言い淀みながら打ち明けると、彼は面食らったような顔になる。

「莉帆、おまえ……」

　これで私は確実に、どこかの富豪の愛人とでも思われただろう。

　いっちゃんはチャイルドシートから聖を降ろし、玄関の前まで運んでくれた。

　そこで彼の腕から聖を抱き上げる。まさか部屋の中も確認したいと言いだすのではと恐れていると、聖が身じろぎした。目を覚ましたようだ。

「聖、起きたの？」

「んー」

　聖は私の胸に顔を押しつけたけれど、今どこにいるのか気になったのか、ぱっとうしろを振り向いた。そしてそこにいっちゃんがいるのを知覚すると、あどけない笑みを浮かべて小さな手を振る。

「ばいばい」

「……じゃあ、俺はここで。また連絡する」

　聖に別れを告げられれば、彼も退くしかなかったのだろう。

　聞きたいことが山ほどあると顔に書いてあったけれど、とりあえずいったん持ち帰ることにしてくれたようだ。

「うん。それじゃあまた」

　聖と中に入り玄関の鍵を閉めると、まもなくドアの向こうからいっちゃんの気配が消える。

「聖、助かったよありがとう。でも聖にばいばいって言われて、いっちゃんショックを隠しきれてなかったね」

　ほっとしたのと同時になんだか寂しさに襲われて、作り笑いしながら聖に話しかけた。

　それにしても、食事中はあんなに懐いておいしいものをたくさん食べさせてもらったのに、聖はなかなか小悪魔なのかもしれない。




　翌日の月曜日は、通常通りパートの仕事をこなした。

　いっちゃんが滞在している五三〇一号室は、清掃に向かったときにはすでに無人だった。戻ってくる様子はなく、彼と顔を合わせないまま退勤し、聖を連れて真っすぐ帰宅する。

　何事もない普段通りの一日だと思っていたのは夕方までだった。

　レジデンスのコンシェルジュから連絡があり、うち宛てにデパートから複数の配送物が届いているという。

　なにも注文した覚えがなくて困惑していたら、どうやら差出人はいっちゃんらしかった。

「失礼しまーす」

　玄関に配達員がやって来て、五箱ほどの荷物が積まれる。品物は全部、子ども用のおもちゃだった。

「え？　どうして？」

　慌てていっちゃんに電話をかけた。

『ああ、もう聖くんへのプレゼントが届いたのか』

　応答した彼は、戸惑う私とは裏腹に機嫌がよさそうだった。

『昨日あれからデパートの外商に連絡して、一歳半の子が遊べそうなものを送ってくれと伝えておいたんだ。気に入るものはありそうか？』

「困るよ」

　正直に言った。もしかしたら彼は聖の伯父さんのような気持ちでプレゼントしてくれたのかもしれないけれど、もらう理由がない。

『俺があげたいだけだから、気軽に受け取ってくれればいいよ』

「そんなの無理だよ……」

　彼は私がどうして困っているのかわからないようだった。

『とりあえず今夜、仕事終わりにそっちに行くから』

　しかもいきなりそう告げられ、目をぱちくりさせる。

「え？」

『詳しい話は夜だ』

　たしかに昨日はたいして話せなかったけれど、急すぎる。

　しかも仕事中だからとさっと電話を切られ、私は大量のおもちゃを前にして立ち尽くした。

　いっちゃんって、こんなに強引だったっけ？




　午後八時。

　聖を寝かしつけてから三十分もしない頃、いっちゃんはレジデンスにやって来た。

　スーツ姿で、手にはケーキの箱らしきものを持っている。

「これは莉帆に。聖くんは？」

　玄関で私に箱を手渡しながら、彼は廊下の奥に視線を向けた。

「もう寝てるよ」

　洗面所の場所を聞かれたので案内する。

　冷蔵庫にケーキを仕舞っていると、手洗いを済ませた彼がリビングに入ってくるのがキッチンの対面カウンター越しに見えた。

「少しでいいから聖くんの顔が見たい」

　プライベートな寝室を覗かれたくなくて躊躇したけれど、彼が真剣な表情をしていたから断れなかった。

　リビングを出てすぐ右にあるドアを開ける。私と聖は添い寝をしているからベッドはひとつだ。いっちゃんはフローリングに膝をつき、愛おしそうに聖の頭をなでた。その姿に胸がきゅんと締めつけられる。

　……なによりも先に聖の顔が見たいだなんて反則だ。

　少しすると満足したのか、いっちゃんは頬を緩ませたままそっと寝室を出た。

「ぐっすりだな。寝顔は一段とかわいい」

「聖はもう朝まで起きずに寝るよ。それより、晩ごはんは食べたの？」

　再び彼をリビングに導きながら尋ねた。

「ああ、俺のことは気にしなくていい。莉帆、ケーキ好きだろ。食べろよ」

「うん、ありがとう。いっちゃんも食べる？」

「俺はコーヒーだけでいいよ」

　私が飲み物の用意をしている間、いっちゃんは辺りを見回していた。

「ここは広そうだな。ＬＤＫ以外に何部屋あるんだ？」

「五部屋だよ。でも、使ってるのは寝室だけなの。私はここを借りてるだけだから、できるだけ生活スペースは広げないようにしてるんだ」

　旦那さまに配慮し、必要最低限のスペース以外は使用しないようにしていた。

「ここは莉帆のものじゃないのか。ならゆくゆくは壁をぶち抜いてひとつにするという計画は無理なんだな」

「え？　なに？」

　今なにか、いっちゃんがありえないことを口にした気がする。

「実は今、ここの隣の部屋が売りに出されているらしくて、買おうかと思うんだ」

　彼はまるでおもちゃやケーキを買うのと同じような調子で、さらっと告げた。

「え！」

「いつまでもホテル暮らしというわけにはいかないだろ。ちょうど住むところを探していたんだ」

　驚きすぎて声を失った。いったいなにを言いだすのか。

　でも彼なら一戸数億円超えの物件を購入するくらい造作ないのだろう。それにしても昨日の今日で行動力がありすぎる。

「昨日、莉帆を見ていて思ったんだ。ひとりで子育てするのは大変だろう。俺に手伝わせてくれないか？」

「いっちゃんに？」

　たしかに私は両親がおらず祖母も亡くなり、頼れる人がいない。けれど彼に寄りかかるわけにはいかなかった。

　たとえ聖が自分の子だと知らなくても、いっちゃんは私にかまわず別の人生を歩むべきだ。

　子育ては私とではなく、きちんとした家柄のお嬢さまと結婚し、その人とするのが正しい道で、彼にはそれを踏みはずすことは許されない。

「なに言ってるの？　部屋を買うくらいならお屋敷に戻りなよ。きっと奥さまが心配してるよ」

　彼からの提案に心を乱されつつも冷静に告げた。

「俺はもう二十九だぞ」

「でもいっちゃんは犀川家を継ぐんだから、結婚したらお屋敷に住むんだよ」

「なら結婚するまで莉帆の隣に住む」

　彼は頑として譲らず、私は困り果ててしまう。

「莉帆を放っておけないんだ」

　私が頼りないせいで心配をかけている。このままでは彼は強行してしまうだろう。

「……隣の部屋を買わないでお屋敷に戻るなら、ここにはいつ来てもいいから。だから、早まらないで」

　苦渋すぎる交換条件を出した。これ以上親密な関係にはなりたくないけれど、隣に引っ越してこられるのは絶対に避けたかった。それになによりも、奥さまの心を痛めないでほしかった。

「俺が屋敷に戻るなら、いつここに来てもいいんだな？」

　いっちゃんは念押しするように、私に確認した。

「いいよ……」

　どこか投げやりになった私に、彼は悲しそうな表情になる。

「そんなに絶望したような顔をされたら、俺も傷つくよ」

　眉を下げた彼にどう返答すればいいのかわからず、私はうつむいてしまう。

「聖くんの父親が来ることがあるなら、前もって言ってくれれば鉢合わせしないように気をつけるから」

「うん、ありがとう……」

　私を思いやってくれるのは本当にうれしい。でも彼を欺あざむいている私には彼の善意を喜ぶ資格はなかった。

　とりあえずいっちゃんはその件を話したかっただけらしく、コーヒーを飲むとすぐに帰っていった。

　ひとりになってから、さっき彼にもらったケーキの箱を開けると十個も入っていて目を疑う。どうりで箱が大きすぎると思った。こんなにたくさん、私と聖では食べきれない。

「明日、盛宮さんに食べにきてもらおうかな……」

　つい先日お茶をしたばかりだったけれど、いっちゃんとのことを誰かに聞いてもらわないとパンクしそうだった。




　翌朝、盛宮さんに連絡すると、私のパートが終わる時間に合わせてレジデンスに遊びにきてくれた。

「飲み物はなににしますか？」

「そうだな。渋めの緑茶を頼む」

　盛宮さんは慣れた様子でダイニングテーブルの椅子を引く。

　ケーキの箱には、苺のショートケーキにモンブラン、チーズケーキにミルフィーユ、ガトーショコラ、フルーツタルト……見た目にもきれいなケーキがぎっしりと並んでいる。

　盛宮さんはティラミスで、私はアップルパイにした。聖は少量しか食べられないから取り分けてあげる。

「彼は本当に莉帆ちゃんがかわいいんだな」

　私からこの二日間の出来事を聞きながら、盛宮さんはしみじみつぶやいた。

「彼は面倒見がいいんです。それに少し過保護なところがあって……」

　だから私のぎこちない育児を看過できないのだ。

「それで、彼は実家に帰ったのか？」

「たぶん。今朝私が仕事に行ったら、すでにホテルをチェックアウトしていました」

　相変わらずのすばやさだった。

「ではこれからは秘めやかな妻つま問どい婚こんだな」

「妻問婚？」

　私は首をかしげた。

「一緒には住まずに、夫が妻の家に通う婚姻形態のことだよ。平安時代はそれが主流だったんだ。莉帆ちゃんと彼はまるでそのようだ」

　盛宮さんは大昔の結婚事情を持ち出し、楽しそうに語った。

「私たちは結婚してないですよ」

　苦笑いすると、盛宮さんは「でも実際は聖くんの父親と母親だろう？」と秘密を口にする。真実を突きつけられ、とっさに返す言葉が出なかった。気まずい気持ちで目を逸らしてしまう。

「まあしばらくは流れに身を任せ、彼の好きなようにさせてやってもいいんじゃないだろうか。そうしたら気が済むかもしれないし、はたまた自分の子が欲しいと思うようになり、ほかの女性に目を向けるかもしれないよ」

「そうでしょうか……」

「彼の胸の内は彼にしかわからないし、未来は誰にも読めないがね」

　たしかに私にはなにも予測できない。それならば盛宮さんの言う通り、成り行きに身を委ねるしかないのかもしれない。










好きだからそばにいたい




　その夜もその次の夜も、いっちゃんは仕事が終わると毎晩のように私と聖のもとに通った。

　盛宮さんに妻問婚と言われたせいか、それが頭にちらついてなんだかきまりが悪かった。

「平日は聖くんが眠っている時間にしか来られないから寂しいな。これじゃあ名前も覚えてもらえない」

　金曜日の今夜もやって来た彼は、聖のいる寝室から嘆きながら出てくる。

「しかたないよ。聖は八時までには寝ちゃうし、いっちゃんは仕事なんだから」

　私はリビングで彼にティーカップを差し出した。

　彼は毎晩、着いてすぐに聖の寝顔を見にいき、それからコーヒーを一杯飲んで帰っていく。

　手ぶらで来るのは気が引けるのか、翌朝に食べられるようにと大人気店の食パンや、日持ちのするおしゃれな焼き菓子、無添加の高級ジュースなど、私たちが喜ぶものを持ってくる。気を使わなくていいよと伝えても『やりたくてやっているだけだから』の一点張りなのでありがたくいただいている。

　今夜はかわいらしい紅茶缶のセットだった。フランスの老舗紅茶ブランドのもので、柑橘類が加わったセイロンティーだ。

「そうだ。明日は俺も莉帆も仕事が休みだし、聖くんを動物園に連れていこう」

　出し抜けに誘われ、私は目をぱちぱちさせる。

「動物園？」

「ああ。俺はゴリラが見たい」

「いっちゃんが見たいんだ？」

　つい笑ってしまった。

「あ、でも急だし用事があるか？」

　そんなふうに気を回されると、なんだか突っぱねにくかった。いっちゃんは毎晩訪ねてくるあたりは強引だけれど、絶対に無理強いはしないのだ。

　常にどこかでまだ見ぬ聖の父親に配慮しているのかもしれない。

「とくにはないけど……」

　正直に答えると、彼は顔を輝かせる。

「じゃあ昔、莉帆と行った動物園に行こう」

「うん、聖は行ったことがないから喜ぶと思うよ」

「そうなのか」

　聖が初めて行くと知り、がぜん張りきりだしたいっちゃんは、気合いを入れるようにコーヒーを一気に飲み干した。

「朝九時に車で迎えにくるから、用意して待ってろよ」

　そして出発時間を告げると嵐のように帰っていった。

　あれよあれよという間に、明日いっちゃんと出かけることになってしまった。それも動物園なんて、まるで親子の休日だ。

　そのとき、不意にスマートフォンが鳴ってビクッとする。

　電話は旦那さまからで、浮かれた頭に冷や水を浴びせられたような気分だった。

『莉帆ちゃん、夜遅くにすまないね』

　旦那さまはいつもの穏やかな声だった。

「いえ……」

『聖くんは元気かい？』

「はい、元気です」

　旦那さまは毎回必ず最初に聖の安否を尋ねてくる。

『あれから樹とはどうなんだ？』

　続いて飛び出した問いに、ありのままを答えた。

　明日いっちゃんと動物園に行くことも告げると、旦那さまはなぜか笑う。苦い反応が返ってくると思っていた私は意表を突かれてしまった。

『樹は空白の二年間を埋めるのに必死なんだろうな。妹のように思っていた莉帆ちゃんにいなくなられて、抜け殻みたいだったから。動物園、楽しんできなさい』

「いいんですか……？」

『莉帆ちゃんがいいのならね。聖くんと樹の関係を隠してもらっているのに勝手な話で申し訳ないが、莉帆ちゃんと再会してから樹と妻の仲が目に見えて改善したんだよ。樹に実家に帰るように、莉帆ちゃんが促してくれたんだね？』

　どうやらいっちゃんはきちんと屋敷に帰り、奥さまとうまくやっているらしかった。それを知り、心の底からほっとする。

「……はい。奥さまと仲直りされたのならよかったです」

『ありがとう。それでももし莉帆ちゃんが樹に本当のことを話せないままそばにいるのがつらいなら、いつでも切り捨ててくれていい。今度こそは樹の父親として、莉帆ちゃんとは距離を置くように私が樹を説得するから』

「はい……ありがとうございます」

　聖の出生の秘密を知られなければいっちゃんと会ってもいいのだと知り、気持ちが軽くなった。おかげで明日のお出かけが楽しみになる。

　私はこの先もいっちゃんに真実を告げるつもりはないし、結婚できるなんて思ってもいない。だから彼に隠しごとをするのがつらくても、そばにいられるだけで十分だった。




　翌日、予定通りの時間に迎えにきたいっちゃんと、三人で動物園に行った。

　彼は先日食事に行ったときよりもラフな格好で、カットソーに麻のジャケット、細身のパンツ、私はカーディガンにパンツ姿で、聖は長袖のＴシャツにズボン、頭にはコットンの日よけ帽子をかぶっている。

　聖が起きているときにいっちゃんと会うのはまだ二回目だ。聖は最初、彼に対して人見知りをしていたけれど、明るく話しかけられているうちに思い出したのか、彼と手をつないで入場ゲートをくぐっていく。

　するとすぐにハイテンションな園内カメラマンが駆け寄ってきて、私たちにレンズを向けた。

「こんにちはー！　家族写真をお撮りいたしまーす！」

「いえ、家族では……」

「こちらへどうぞー！」

　私の訴えは無視されて、動物園の看板を背に三人で並ばされた。聖は私といっちゃんに挟まれて満面の笑みだ。右手を私と、左手をいっちゃんとつないで、ぎゅっと真ん中に引き寄せてくる。

「はいチーズ！　はーい、オッケーです！　お写真はのちほど、そちらの売店のサービスカウンターで販売いたします！　お帰りの際、ぜひご利用くださいませ！」

　こういうところに来ると、購入するか否かは自由だけれど至るところで写真を撮られる。それにしても三人で家族写真なんて、出だしから面食らってしまった。

　園内の道にはいろいろな動物の足あとが実物大で描かれていて、それをたどって散策できるようになっていた。

「あー！」

　聖は大きくてもこっとした、五本指の足あとの上で飛び跳ねた。

　私はそばに設置されている看板を見る。

「それはヒマラヤグマさんの足あとだって」

「わんわん」

「わんわんじゃなくてクマさんだよ」

　はしゃぐ聖がかわいくて、私は頬を緩めた。今のところ聖にとって動物は全部わんわんだ。

「へえ、歩幅も正確に再現してるんだな」

　いっちゃんは私のうしろから看板を覗き込む。

「う、うん、そうみたいだね……」

　急に距離を詰められてドキッとし、ついぎこちない受け答えになった。

　けれど彼は気にした様子もなく、聖に顔を向ける。

「聖くんはなにから見たいんだ？」

「わんわん！」

「そうかゴリラか」

　さらっとゴリラに変換した彼に、私は笑う。

「ゴリラのゴの字も言ってないよ」

「俺には聖くんの考えていることがわかるんだよ」

　きりっとした顔で、彼は遠くを見やった。

「かっこいい顔で言い放ったってだめだよ」

　昔と変わらずいっちゃんはおもしろい。

　緑豊かな園内を三人で並んで歩いた。もちろん真ん中は聖で、その小さなもみじみたいな両手は私といっちゃんにつながっている。

　ゴリラゾーンには三匹のゴリラがいた。ボスゴリラと彼の奥さんゴリラ、子どものゴリラだ。みんな家族らしい。

「見ろ、ボスゴリラの逞しい背中を」

　いっちゃんはゴリラの背中をうっとりと眺める。

「え、背中？　聖はお顔が見たいよね？」

　私はゴリラの顔が見やすい位置に聖を連れていこうとした。

　けれどいっちゃんはゆるゆると首を横に振る。

「ゴリラはうしろ姿が最高なんだよ。男は背中で語ると言うだろ？　俺はゴリラの背中に、なにか感じるものがある」

「そうなんだ……男のロマンかな？　よくわからないね聖」

　私と聖はしばらくいっちゃんを見守ることにした。

　そして心置きなくゴリラの背中を堪能した彼は、にっこり笑って私と聖を振り返る。

「で、実のところ、聖くんはなにが見たいんだ？」

「あ、ほら、やっぱりわかってなかったんじゃない。聖はライオンさんの絵本が好きだから、ライオンさんが見たいよね？」

　おとなげなく最初にゴリラゾーンへ向かった彼が子どもみたいでおかしかった。でも楽しそうな様子が見られたから、なんだか幸せな気持ちだ。

「じゃあ次はライオンだな」

　私たちはサバンナゾーンにある猛獣の檻へ向かった。

　しかしライオンは全頭だらしなく四肢を投げ出し、ピクリとも動かない。聖が好きな絵本のライオンは雄々しくて凛としていたから、その落差に聖はしょんぼりする。

「ねんね」

「ほんとだね。百獣の王なのにね」

「ライオンは狩りや戦いに備えて、昼間は無駄なエネルギーを使わないように休んでいるんだって」

　いっちゃんが看板の文字を読んでライオンをフォローした。とはいえ聖の興味をそそる姿じゃなかったから、すぐにその場を離れる。

　サバンナゾーンの後は近くのアジアゾーンを散策した。

　展示エリアでは通路の方まで本物の木の枝が伸びていて、頭の上をレッサーパンダが歩いていく。

　ほかにもたくさんの動物を自然のままに観察した。昔いっちゃんと来た頃とはずいぶん様子が変わったところも多く、動物を身近に感じられるようになっていた。

　園内のレストランで昼食休憩を取ってから、ふれあいゾーンに向かい、うさぎなどの小動物を抱っこしたりして思う存分楽しんだ。

　午後二時半になると広場でぞうのショーが始まると知り足を向ける。周囲にベンチが並んでいて、そこに座って観覧できるようになっていた。

「ママの好きなぞうさんだよ」

　私は聖に明るく声をかけた。

　ぞうの長い鼻や大きな耳、つぶらで優しそうな目が好きだ。利他的で思いやりがある点も惹かれる理由のひとつだった。……それから、そんなぞうをもっと大好きになった、あるきっかけがあった。

「ショーが始まるよー！」

　時間ぴったりにぞうが三匹、飼育員のおじさんに連れられて入場した。ぞうたちは椅子の上に立ったり座ったり回ったりして、見事な曲芸を見せてくれる。ぞうのショーは昔の記憶のままだった。

「すごいね聖。ぞうさん賢いね！」

　聖に話しかけながら、私はちらっといっちゃんに視線を向ける。

「ねえいっちゃん」

「ん？」

「覚えてる？　小学生の頃、私の誕生日にぞうのショーを見たこと」

「覚えてるよ」

　彼は前を見すえたままうなずいた。

　私の小学一年生の誕生日に、私といっちゃん、旦那さまの三人でこの動物園に遊びにきた際も、こうして一緒にぞうのショーを見たのだ。私の祖母は仕事があり、奥さまは獣臭が苦手なので留守番だった。

　あのとき、ショーの終盤、いきなり飼育員のおじさんがマイクを使って客席に話しかけてきた。

『ぞうさんのショーをご覧いただき、誠にありがとうございます。なんと今日はここに、お誕生日のお友だちが遊びにきてくれています！』

『へえ、誰かな？』

　いっちゃんは辺りを見回した。私はまさか自分のことだとは思わずにわくわくしていた。すると次の瞬間、思ってもみなかった名前が耳に飛び込んできたのだ。

『白上莉帆ちゃーん！』

「――あのときの莉帆、真ん丸な目が落っこちそうになってたな」

　彼は顔をほころばせる。十七年前の出来事を鮮明に覚えているようだった。

『莉帆、呼ばれたよ！』

　小学六年生のいっちゃんは私の腕を引っ張った。

　どうして飼育員のおじさんが私の誕生日を知っているのかわからないまま、前に押し出される。ぞうは色とりどりの花でできた冠を長い鼻に巻きつけていて、私に差し出した。

『莉帆ちゃん、お誕生日おめでとう！』

　飼育員のおじさんが大きな声をあげ、戸惑いながらも花冠を受け取ると、ショーの観客から盛大な拍手が巻き起こった。

　大パニックで客席を振り返る。するといっちゃんが太陽みたいにキラキラの笑顔で私を見つめていたのだ。

　――それを思い出したのと同じタイミングで、十七年後の今、いっちゃんは私に微笑みかけた。優しい表情に心臓が跳ねる。その瞬間、もう彼しか目に入らなくなった。

「あれはいっちゃんが私にサプライズしてくれたんだよね……？」

「ぞうさんからのサプライズだろ」

　長い月日が経った今も、彼ははぐらかした。

　けれどあの日、夢見心地で屋敷に帰ってから、『莉帆の誕生日を楽しくしてあげよう！』といっちゃんが事前に計画したのだと、旦那さまが私に種明かししてくれたのだ。その瞬間、両親に捨てられた私は初めて、生まれてきたことに感謝した。

「いっちゃん、ありがとう……」

　あのときは上手に気持ちを伝えられなかったけれど、十七年越しにお礼を言った。

　彼はぞうに視線を戻していて、ただ笑みをたたえている。

　その優しい横顔から、私はしばらく目が逸らせなかった。

　彼とはかけがえのない思い出がありすぎる。




　帰り際、売店に寄ると、聖はゴリラコーナーで立ち止まり動かなくなった。

「聖、もしかしてゴリラが欲しいの？」

「ん！」

　私が聞くと聖はうなずき、ゴリラに手を伸ばす。

「あっちにライオンさんもぞうさんもいるよ？」

　慌てて聖の関心をほかに向けようとした。けれど聖はかたくなで、ゴリラがいいと主張する。

「やだ……めちゃくちゃいっちゃんの影響受けちゃってるじゃない……」

「なんで嫌なんだよ？　聖くんは見る目があるな。将来有望だ。よーし、俺がなんでも買ってやる」

「わ、だめだよ。ひとつだけでいいよ」

　私はすぐさま彼に買いすぎないようお願いした。

「ひとつ？　じゃあ一番かっこいいゴリラを買おう」

　いっちゃんはゴリラを吟味し始めた。と言っても裏返してはゴリラの背中ばかり見ている。「こっちの方が逞しいかな？」なんて真剣なつぶやきに、私もなんだかゴリラが気になってきた。

　三人で楽しみながら選び、結局聖が直感で手に取ったゴリラのぬいぐるみを購入して動物園を後にした。

　帰り道、どこかで夕食を済ませようと言ういっちゃんに、私はファミレスを希望した。この間の老舗料亭のような高級店ではなく、一般家庭の子どもが行くところに聖を連れていきたかったからだ。

　どれだけ一緒の時間を過ごしても、私と聖はあくまで庶民で、旧財閥家のいっちゃんとは住む世界が違う。聖を分不相応な場に慣れさせたくはない。

　聖は行儀よくファミレスで過ごせた。キッズメニューのハンバーグプレートを注文した聖は、おまけのおもちゃがもらえてご機嫌だった。

　遊び疲れたのだろう、午後七時過ぎにレジデンスに送ってもらう頃には、聖はすっかり夢の中だった。

「いっちゃん、今日はすごく楽しかったよ。本当にありがとう」

　お礼を言い、寝ている聖を起こさないようそっと降ろそうとした。

「お土産とか荷物もあるし、聖くんは俺が部屋まで抱いてくよ」

　いっちゃんはわざわざ車を降りて、聖を寝室に運んでくれた。

「コーヒーでも飲んでく？」

　声をかけると、彼は少しだけ考えるような顔をする。

「いいのか？　じゃあそうしようかな」

　私はキッチンでコーヒーを淹れ、ティーカップをふたつ持ってリビングに行く。

「はい、どうぞ」

「ありがとう」

　ソファに向かい合って座りながら、なにげなくテーブルの上に置いたお土産の紙袋を開けた。

　ゴリラのぬいぐるみは、聖が起きたらすぐに見られるように寝室に運んでおこう。

　洋菓子のお土産は職場への差し入れだ。自分にはなにも買わなかった。

　けれど紙袋の中に、見覚えのない厚紙のようなものが入っているのに気づく。

「なにこれ？」

　それは動物園の絵柄入りの台紙に貼られた、私と聖、いっちゃんの三人の写真だった。今朝入場ゲートで園内カメラマンに撮られたものだ。

「いっちゃんが買ってくれてたの？　いつの間に？」

　驚いてとっさに彼を見た。お土産の会計は彼にまとめてしてもらったから、そのときだろうか。

「ああ、よく写ってるだろ」

「……うん。聖、すごくうれしそう」

　聖は私といっちゃんに挟まれて手をつなぎ、満面の笑みを浮かべていた。

　まるで本当の家族写真のようでくすぐったくなる。手持ちのカメラで撮った写真は私かいっちゃんのどちらかがカメラマンになっていたから、三人の写真はこれだけだった。

　自分にパパがいないことについて、聖はまだよくわかっていない。けれどいつかは気づくだろう。それを思うと胸が痛かった。

　でもこうしてたとえ一度だけでも、パパとママと両手をつないだ写真を撮ることができて本当によかったと思う。こんなに幸せそうな聖を見られてうれしかった。一生思い出に残る素敵な一日になった。

「いっちゃん、ありがとう」

　聖が万が一にも彼を父親だと勘違いしないよう、写真を飾ることはできないけれど、大事に取っておく。私の宝物だ。

　私が笑顔でいたからか、いっちゃんは満足そうに目を細める。

「またどこか、三人で出かけような」

「うん……。私、聖の枕もとにゴリラを置いてくるね」

　このままふたりきりでいると彼を好きな気持ちが抑えられなくなる気がして、ゴリラのぬいぐるみを手に取ろうとした。けれどいっちゃんは私よりも先に立ち上がりそれを掴む。

「俺が置いてくるよ」

「あ……うん」

　彼がリビングを出ていくと、私は大きく息をついた。

　なんだか少し危うかったかもしれない。

　けれどひとりになりほっとしたのもつかの間で、彼がなかなか戻ってこないのが気になり始める。

　彼が寝室に向かってもう十分以上経っていた。なにをしているのだろうと、ドアの隙間から中を覗く。

　するといっちゃんはベッドの上で聖の隣に寝そべり、長いまつげを伏せていた。どうやら完全に眠っているようだ。

　戸惑いながらベッドのそばに歩み寄る。

　今日は朝から晩まで休みなく聖と動き回ったから疲れたのだろう。一日中子どもに付き合うのは体力がいる。

　その場に膝をつき、乱れたブランケットを整えた。

　ふたりを見つめていたら、寝顔がとてもよく似ていることに気がつく。やっぱり親子なんだなと、改めて思った。

　きれいな横顔に吸い寄せられるように、いっちゃんに手を伸ばした。癖のないさらさらの髪は触り心地がよく、愛おしさが込み上げてくる。

　いっちゃんは安らかな寝息を立てていた。

　もう少しだけ……もう少しだけ……。

　そう自分に言い訳をして、彼の髪をなで続ける。

　すると不意に手首をがしっと鷲掴みにされ、心臓が止まりそうになった。

　暗がりの中、いっちゃんの目が真っすぐに私を射貫く。

　私は激しくうろたえた。

「ご、ごめんね」

　なにを謝っているのだろう。起こしてしまったこと？　それとも無断で触れたこと？

　いっちゃんは私をしっかりと捕らえたままだ。これでもかというほどに鳴り響く心臓の音が彼に伝わりそうで、逃げ出したくなる。

　昔の私たちなら、このくらいのスキンシップはありふれていた。けれど今この瞬間に触れ合うのは、軽く流せないなにかがあった。

　握られている部分と彼の瞳には、あと一歩間違えば火がつきそうなほど熱をはらんでいる。

「……なあ莉帆、莉帆は俺を一度も男として意識したことはない？」

　際どすぎる質問に息をのんだ。

　そんなの答えられるはずがない。不用意にいっちゃんに触ったのを、とがめられているようだった。

「莉帆、俺は――」

　彼が再び口を開いたときだ。

「ママぁ」

　聖が目を覚まし、小さな手を空にさまよわせた。

　いっちゃんははっとし、私を解放する。私はすぐに聖の手を取った。

「ママはここにいるよ」

　張りつめた空気が霧散したことに心の底から安堵しながら、聖を抱き上げる。

「私……聖をお風呂に入れるね」

　少しきまりが悪そうないっちゃんに明るく話しかけ、背を向けた。

「ああ……。俺は帰るよ。明日は日曜だが、泊まりで出張が入っているんだ」

　いっちゃんは聖に「じゃあまたな」と声をかけると、そそくさと帰っていた。

　心臓はまだ妙な音を立てている。

『莉帆、俺は――』

　彼はあの後、なにを言おうとしたのだろう。

　今は知りたい気持ちより、知りたくない気持ちの方が大きかった。




　週明けの月曜日。

　いつもより少しだけ早めに出勤し、バックヤードで男性上司の矢野さんに動物園のお土産を手渡した。

「これ、皆さんで食べてください」

　個包装になった動物形のクッキーは、ありきたりだけれどそのぶん誰にでも受け入れてもらいやすいだろうと思って選んだ。

「わあ、ありがとう。息子さんと動物園に行ってきたんだ？　あそこって今も混んでるの？　うちはもう子どもが大きいから、俺は十年以上行ってないんだよね」

　矢野さんにいろいろ聞かれていると、そこに同じ客室清掃員の先輩女性である郷ごう田ださんがやって来た。

　ひっつめ髪に切れ長の瞳が少し冷淡な印象を与える彼女は、私よりひと回り年上で、この仕事を始めてもうすぐ一年になるらしい。

「あ、郷田さん。白上さんが動物園のお土産をくれたんだ。一枚どう？」

　矢野さんは箱を差し出した。けれど郷田さんはそれを一いち瞥べつするだけで、すぐに私に尖とがった視線を向ける。

「結構です。っていうか白上さん、土日祝日が一番忙しい仕事なのに、いつまでカレンダー通りのシフトを続ける気？　こっちが大変なときに能天気に出かけてお土産なんか持ってくるって、すごい根性ね」

　憤りをむき出しでぶつけられ、私は凍りついた。

　郷田さんはフンッと鼻を鳴らし、「清掃に行ってきます」と矢野さんに告げてバックヤードを出ていく。

「うわ強烈……。まあ郷田さん、白上さんと同じシングルマザーだけど結構苦労してるらしいからなあ。あんなの八つあたりみたいなもんだし、気にしなくていいよ」

　矢野さんは苦笑いしながら、私を擁護してくれた。

「……私、土日祝日も出勤できるので、シフトを変更していただいても大丈夫です」

　すぐにそう申し出た。面接のときに希望を聞かれたから、カレンダー通りのシフトの方がなにかと都合がつきやすいと思いそう答えただけだ。別に変更したって差し支えない。先輩に反感を買っている方がよほど問題だ。

「いいよいいよ。白上さんはこれまで遅刻も欠勤もないし、仕事は丁寧で評判いいし、今のままで十分助かってるから。無理しないで」

　けれど矢野さんは深刻には捉えていないようで、私の要望を受け流してしまう。本当にこのまま放置していいのだろうか。

　仕事を始めて二カ月、やっと慣れてきた頃なのに、胸の中がもやもやした。




　出張で三日間いっちゃんがやって来ない日が続いた水曜日。

　午後六時前にインターホンが鳴った。

　いっちゃんは出張先の京きょう都とから直帰だったらしく、自宅より先にこちらに向かったようだ。

「お、聖くんがまだ起きてる。お土産あるよ」

　いっちゃんはリビングに入るなり、テーブルの上にどさっとお土産の紙袋を置き、聖を抱き上げた。聖は彼の膝にのせてもらい、うれしそうにはしゃいでいる。

「またこんなにたくさん買ったの？」

　あきれ半分でお土産の山を眺めた。

「土産なんてほとんど包装紙だろ。たいした量じゃない」

「ほとんど包装紙じゃないよ」

　たとえ過剰包装だとしても、母子ふたりに対して多すぎる。

　中身は京都らしいお茶やお菓子、西にし陣じん織おりの小物などだった。

「お菓子が多すぎて食べきれないなら職場に持っていけばいい」

「職場……」

　とっさに月曜日に動物園のお土産を持参したときのことを思い出し、気が滅入った。

　お土産はあの後、郷田さん以外のみんなが喜んで食べてくれたけれど、あれから彼女とは顔を合わせると気まずい日々が続いている。

「どうかしたか？」

　首をかしげたいっちゃんに、「なんでもないよ」と作り笑いを浮かべた。少し神経質になりすぎているのかもしれない。

「そうだ。ちょっと早いけどいっちゃんも一緒に晩ごはん食べてく？」

　私は気を取り直すように尋ねた。

「俺はいいよ」

　けれど彼はすぐさま遠慮する。なんだかそれが引っかかった。

「いっちゃん、うちで全然ごはん食べないよね？　もしかして、私の手料理やばそうって思ってるとか？」

「そんなの思ってないよ」

　彼は否定したけれど、私は腑に落ちない。仕事終わりでおなかが空いているだろうと思って食事を勧めても、いつも絶対に固辞するからだ。毎回コーヒーを飲むだけで帰っていくのには、なにか理由があるに違いない。

　疑いの目をした私に、彼は弱った表情になる。

「わざわざ言うつもりはなかったけど、俺が来ることで莉帆に負担をかけたくないんだよ」

　彼は観念したようにつぶやいた。

　私は目を見張る。

「え？」

「たったひとりで子育てをがんばっている莉帆に、俺の面倒まで見させられない」

　そういえばいっちゃんが初めてここにやって来た日、晩ごはんは食べたのか尋ねたら『俺のことは気にしなくていい』と言っていた。つい聞き流したけれど、あれはそういう意味だったのか。

　私はずっと彼の思いやりに気づけていなかった。

「……ふたり分作るのも三人分作るのもあんまり手間は変わらないよ」

　目頭が熱くなるのを必死にこらえ、彼の心配を吹き飛ばそうと軽口を叩く。

「それにいっちゃんがいるからっておかずを一品増やしたりしないんだから。いっちゃんの前で見栄を張るつもりはないし」

「……ああ、そうだな」

　予想外の反応だったのか、彼は一瞬虚きょを衝つかれたような顔をしたけれど、すぐに納得した様子で相づちを打った。

「そうだよ。ちなみに今日はカレーライスで、お鍋いっぱいにできあがってるんだ。火を入れ直すだけで食べられるよ」

　明るく畳みかけると、彼にやっと笑顔が戻る。

「なら、いただこうかな」

「うん。用意するね。ちょっとだけ聖と遊んで待っててね」

　いっちゃんと聖をリビングに残し、キッチンに向かった。

　大人用と子ども用に分けたふたつのカレー鍋に火を入れ、ポタージュスープも温め直しながら、オーブンのボタンを押す。ポタージュスープは舞茸入りで、オーブンの中にはズッキーニのオープンオムレツが入っていた。子ども用のカレーは大人用から取り分けたものを薄め、野菜を細かく刻み、すりおろしたリンゴやバナナ、牛乳を加えている。

　できあがると、ふたりをダイニングテーブルに呼んだ。

　いっちゃんは私と対面し、聖は私の隣に座る。

「いただきます」

　私の声かけで、聖も小さな手をぎこちなく合わせた。

　いっちゃんはどれもおいしいと褒めてくれ、カレーライスは大盛り二杯も食べた。本当はいつもとてもおなかが空いていたのかもしれない。それなのに気を使わせてしまい申し訳なかった。

「ねえいっちゃん、そういえば私と会ってるって旦那さまや奥さまに話してるの？」

　なにげなく尋ねた。

　こっそり連絡を取り合っている旦那さまはともかく、もし奥さまが知っているのなら、黙って会い続けるのは不義理すぎる。きちんと奥さまにも挨拶をするべきだ。

「いや、話してない」

　彼はすっと視線を逸らした。

「……どうして？」

「別に理由はないよ。誰と会ってるかなんて、逐一親に報告する必要ないだろ」

「それはそうだけど、私たちは家族ぐるみの付き合いだったし」

「莉帆は俺の両親に会いたいのか？　聖くんのことやその父親について、絶対問いつめられるぞ。それでもいいなら話すけど」

　私はつい押し黙ってしまった。

「な、だからわざわざ言わなくていいんだよ」

　彼はそう話をまとめてしまう。奥さまに秘密にしていることが、私には罪悪感があった。けれど積極的に会いにいけるほどの勇気もない。

『何事にもタイミングというものがあるからね』――盛宮さんの言葉が不意に脳裏をよぎった。

　今はそのタイミングではないのだと、心の中で自分を説き伏せる。いっちゃんの前で暗い顔はしたくない。

　食事を終えると再び彼に聖の世話を頼み、洗い物を済ませる。残ったカレーは鍋ごと冷蔵庫に押し込んだ。

「今週末に行きたいところはあるか？　どこでも連れていくぞ」

　いっちゃんは聖の小さな頭をなでた。

「ありがとう、でも毎週お出かけしなくていいよ。仕事が忙しいだろうし、疲れてるでしょ？」

　私は慌てて彼を止めた。彼は二年前の時点ですでに複数の会社の代表取締役社長として働いていたのだ。多忙じゃないわけがない。

「莉帆や聖くんといる方が癒やされるからいいんだよ」

　けれどいっちゃんは私の懸念をさらっと吹き飛ばした。

　無理をしている様子ではないけれど、私は返答に窮してしまう。

「現にここに着いたときより、今の方が顔色いいだろ？」

「……それはごはんを食べたからだと思うよ」

　得意げな彼に思わず突っ込んだ。

「莉帆が作ったごはんだからだよ」

　一分の隙もない顔で微笑まれ、体中の血が沸き立つ。

　私がいっちゃんの一挙手一投足にどれだけ胸を揺さぶられているかなんて知り得ない彼は、屈託のない顔で聖と戯れていた。

　……そういうことを言うのは反則だよ。

　自分の気持ちを抑え込みながら、彼を責めたくなった。これ以上、私の心に踏み込まないで。

「で、どこに行きたいんだ？」

　いっちゃんは再度私に問いかけた。

「……遠出はしなくていいよ。その代わり、食材の買い出しに付き合ってほしいな。いっちゃん、荷物持ちだけど」

「いいよ。買い出しか。ちょっと楽しみだな」

　面倒ごとをお願いしたのに快諾してくれた。買い出しが楽しみなんて、おかしないっちゃんだ。

　けれどこれくらいの自然さが、幼なじみの私たちの正しい距離だ。

　彼のそばで妹のように振る舞う生活――私は結局、それにほっとしていた。










好きだからそばにいられない




　週末の土曜日になり、私と聖、いっちゃんの三人で買い出しに出かけた。

　買い込むなら車の方がいいんじゃないかと提案するいっちゃんに、駐車場はないところだからと告げる。

「そこのショッピングモールじゃないのか？」

　彼はベリーヒルズビレッジ内のテナントで買い物すると思っていたようだ。

　私はかぶりを振る。

「違うよ。隣町にあるスーパーだよ」

「そうなのか」

　わざわざ隣町まで行くことに、いっちゃんは少し不思議そうな顔をした。でもその理由は着けばすぐにわかるだろう。

　外はぽかぽか陽気だった。

　聖はいつも自分の足で歩きたがるのに、いっちゃんに甘えて抱っこされている。今日のふたりはどちらも偶然レモンイエローのトップスだから、リンクコーデしたみたいだ。

　スーパーに到着すると、いっちゃんは店の前にどさっと積み上げられている野菜やフルーツの近くで固まった。

「入口はどこだ……？」

　出入口が商品の山に埋もれて見えず戸惑っているらしい。通い慣れている私はカートの上下に買い物かごを設置し、彼を先導する。

「こっちだよ」

　聖はいっちゃんにお願いし、まずは野菜からかごに入れていく。キャベツひと玉百五十八円、小松菜ひと袋百八円、にんじん三本九十八円……今日もとても安い。

　ひと通り確保すると、店内中央にある本日の特売品コーナーへ向かう。

「わあ、キャノーラ油千ミリリットルがおひとりさま一点限り百五十八円だって。今日はいっちゃんもいるから三本買えるね」

「そんなにいるか？」

「明日エビフライの予定なんだ」

　上機嫌でボトルを手に取る私を見て、彼はどこか遠い目をしていた。私はつい噴き出しそうになる。庶民的なスーパーにいっちゃんがいるなんて、本当にものすごい違和感だ。

　そのとき奥の精肉コーナーから、ベルの音と店員のおじさんの大きな声が響き渡る。

「ただいまより緊急特別タイムセールです！　国産鶏もも肉、一枚九十九円！　グラム関係なし！　なくなり次第終了です！」

「九十九円っ？」

　いっちゃんにカートを託し、私は現場に急いだ。

　そこはすでに人だかりで、おばちゃんたちの戦場と化している。

「押さないでくださーい！」

　中心に店員のおじさんがいるようだけれど、私からはおじさんもお肉も見えなかった。

　周囲に配慮し、なんとか片手だけ売り場に近づける。

　雲を掴むような状況だ……と半ばあきらめていたら、出し抜けに私の手にお肉のパックが押しつけられる感触がした。

「え……？」

　手を引くと私はたしかに一パック九十九円の国産鶏もも肉を掴んでいて、目を見張る。

　すると人の輪の中から出てきたおばちゃんが、私に向かって親指をぐっと立てた。

　どうやら彼女が私にお肉を握らせてくれたらしい。私はお礼を言って、上機嫌でふたりのところに戻る。

「あの人のおかげでお肉が買えたよ」

　少し離れたところで眺めていたいっちゃんに報告すると、彼は首をかしげる。

「知り合いか？」

「ううん、全然知らない人」

　私の答えに、彼は絶句した。

「いっちゃん？」

「……なかなか貴重なものを見せてもらった」

　また遠い目をした彼がぼうぜんとつぶやいた。その後もどこか居心地が悪そうで、スーパーに連れてきたのは私だけれど、なんだかかわいそうになってくる。

「聖と先にお店の外に出てていいよ」

「いや、大丈夫だ」

「ほんと？」

　彼の顔を覗き込もうとしたときだった。

　強い視線を感じて周囲を見渡すと、そこには郷田さんがいて、私はとっさに立ちすくむ。

　郷田さんは娘さんらしき小さな女の子をふたり連れていた。険しい表情で、私と聖、そしていっちゃんを凝視している。

　私は心中穏やかでいられなくなった。私をよく思っていない郷田さんには、男の人といるところを見られたくなかった。

　けれど遭遇してしまったのだから、挨拶をしないわけにはいかない。重い足取りで歩み寄ろうとすると、郷田さんは勢いよく顔を背けて別の通路に入っていった。無視された私は、どうすればよいかわからなくなる。

「莉帆？」

　私の異変に気づいたいっちゃんが、怪訝そうに私を見下ろした。

「……職場の先輩がいた気がしたんだけど、人違いだったみたい」

　なんとか取り繕って買い物を続け、十分後には店を出る。

「ありがとう、いっちゃん。甘えてごめんね」

　帰り道は私が聖と手をつなぎ、いっちゃんは食材がたっぷり入ったエコバッグの持ち運びを担当した。

　彼のおかげで数量限定の特売品をたくさん買えたし、重いお米も運んでもらえた。お米は普段ネットショップで買っているけれど、ここのスーパーの方が安いから本当に助かる。

「莉帆は買い物上手なんだな。またいつでも付き合うよ」

　店内であんなに所在なさそうにしていたのに、そう言いきるいっちゃんがなんだか健気で涙ぐましかった。




　家に帰り、キッチンで食材を整理して冷蔵庫に入れる。同時にぱっと簡単に昼ごはんの準備をした。今日は炊飯器で作るピラフだ。

　三人でおいしく食べた後は、リビングにごろ寝マットを敷き、聖といっちゃんは昼寝タイムに入った。

　私はその間に洗濯物を片づけたり、家事を済ませる。

　幸せなはずの時間なのに、私は心の底から笑えていなかった。

　郷田さんの睨みつけるような顔が、脳裏に焼きついて離れない。私が嫌われている理由はシフトの組み方だけじゃない気がしてきた。けれどほかに思いつかない。知らない間に、彼女になにかしたのだろうか。

　午後三時頃、起きたふたりはおもちゃで遊び始めた。聖の笑い声が絶えず賑やかな光景に、私は少し平静さを取り戻す。せっかくいっちゃんがいるのに、へこんでいる場合じゃない。

「うーん、聖くん、なかなかいっちゃんって呼んでくれないな」

　キッチンでおやつの準備をしていると、リビングから唸る声が聞こえた。

「聖くん、いっちゃん、って言ってみな？」

「ん！」

「ん、じゃない。いっちゃんだよ。いっちゃんって言いにくいのかな」

　いっちゃんは聖に話しかけながら、なにやら思案しているようだ。

「そうだ、パパだったら発声しやすいか？　聖くん、パパって呼んでみな。パパだよ」

「え……？」

　私はその瞬間、頭の中が真っ白になった。

　今、なんて言ったの？

「パーパ」

「ぱっぱ？」

　いっちゃんに続いて、聖のあどけない声がした。

「お、言えるじゃないか。そうだ、パパだよ」

　いっちゃんは自ら聖のパパを名乗り、聖に向かって両手を広げる。

「パパ！　パパ！」

　聖は無邪気に繰り返し、いっちゃんの胸に飛び込んだ。

「やめて！」

　私はとっさに悲鳴のような叫び声をあげていた。

　無我夢中で駆け寄り、彼から聖を引き剥がす。いきなり離された聖は大きな声で泣きだした。

　私の剣幕に、いっちゃんは呆気に取られている。

「いきなりなんだよ……？」

「聖にパパなんて呼ばせないで！」

　勝手なことをする彼が許せなかった。

　けれど彼はどうして私がそこまで怒るのかわからないようだ。

「別にいいだろ？　ここに聖くんの父親が通ってる様子もないし、俺が名乗ったって――」

「聖のパパはひとりだけなの！　それはいっちゃんじゃないの！」

　いっちゃんじゃない――それはほとんど自分に言い聞かせる言葉だった。勘違いしちゃいけない。家族ごっこはできても、彼とは本当の家族にはなれないのだ。

　それなのに聖にまで期待させないでほしかった。

「……ごめん、莉帆の気持ちも考えず、軽率だった」

　すぐに謝られたけれど、今はもう彼の顔を見たくなかった。

「……帰って」

「莉帆」

「お願い、聖とふたりきりにして」

　涙声で訴えた。聖はわんわん泣いていて、手がつけられない状況だ。これ以上いっちゃんに激情をぶつけたくはない。

「ごめん」

　彼はもう一度詫びると部屋を出ていった。

　玄関のドアが閉まり聖とふたりきりになると、こらえていた涙がこぼれ落ちて止まらなくなる。

　本当に勝手なのは私の方だ。自分がいっちゃんのそばにいたくてこんな関係を続けているのに、都合が悪くなると彼のせいにする。

　いっちゃんが軽い気持ちでパパを名乗ったって、それくらい笑って流すべきだった。なにも知らない彼に、私は求めすぎている。

　自責の念に押しつぶされそうだった。




　それからしばらく、いっちゃんとはほとんど連絡を取らなかった。ときどきスマートフォンにメッセージが入ってくるけれど、私はそれに簡潔な返信をするだけですぐにやり取りは途切れた。最初のうちは私から謝って仲直りしようと思ったけれど、このまま疎遠になる方が彼のためかもしれないと考えるようになっていた。

　そして『パパ』の一件から十日が経った夜、珍しく聖が夜泣きし、体を触るとびっくりするくらい熱かった。熱を測ると四十度近くあり、一瞬で血の気が引く。子どもはよく高熱を出すというけれど、聖は今まで一度もなかった。

　時刻は午前二時過ぎで、当然病院は一般診療の時間外だ。朝まで待って病院に行くか、それとも今すぐ夜間救急病院に駆け込むべきか。相談できる人もおらず、初めてのことでなにもわからなかった。

　そうこうしているうちに聖が嘔吐し、私はパニックになる。

「いっちゃん……」

　どうしようもなく彼の顔が頭に浮かんだ。身勝手に怒鳴りつけたのに、困ったから頼るなんて図々しいにもほどがある。けれど自分でなんとかしなければいけないと思えば思うほど追いつめられていく。

　気がつくと、無我夢中でスマートフォンを手に取っていた。

『莉帆？　どうした？』

　彼はこんな真夜中でも電話に出てくれた。

「いっちゃん、どうしよう。聖が発熱して、四十度近くあるの。今吐いて……」

『すぐ行く』

　私が言い終わらないうちにいっちゃんは行動に移した。

　うちに着くまで電話をつないだままにして、私の不安を和らげてくれようとする。私は聞き慣れた彼の声を耳にするだけで落ち着けた。

　三十分もかからないうちに、レジデンスの駐車場に彼の車が到着する。

　けれどそのとき聖が痙攣を起こし、私は取り乱しそうになった。

『痙攣？　救急車を……俺が運ぶ方が早いか』

　部屋に飛び込んできた彼は、ひと目聖を見た途端「病院に行くぞ」と私を促す。

　そして駐車場に向かいながら、スマートフォンでてきぱきと病院に連絡を入れた。

　着いたのはすぐそこにある、ベリーヒルズビレッジ内の総合病院だ。

　ホテル並みのセキュリティとサービスが受けられると定評のあるこのセレブ御用達の高級病院では、夜間や休日を問わず二十四時間体制で診療が行われているらしかった。

　冷静さを失っていた私に代わり、いっちゃんは医師に聖の症状を的確に伝えてくれる。

　すぐに行った血液検査の結果、ＣシーＲアールＰピーという血中物質の数値が異常なほど上昇しているのがわかり、重い感染症が疑われた。

「お聞きした症状を考慮すると、髄ずい膜まく炎えんかもしれませんね」

　医師の見立てに、私は声を震わせる。

「髄膜炎……？」

「はい。元気な子どもでも、誰でもかかる可能性のある感染症です。鼻や喉から入ったウイルスや細菌が、脳と脊髄を包む髄膜の炎症を引き起こす病気で、初期症状は風邪によく似ているので診断が難しいんです。聖くんはヒブワクチンと小児用肺炎球菌ワクチンを接種していますか？」

「……はい。少し前に四回目を接種しています」

　記憶に新しかったのですぐに思い出せた。

「ではもし髄膜炎だとしてもウイルス性だと思いますが、少し容態が悪く見えるので、念のためＩＣＵに入って髄液検査を行います」

　髄液検査などしたことがなく、怯える私に医師は「腰椎の間に針を刺しますが、採取に痛みはほぼないですよ」と言い添えた。

「ウイルス性の場合は一週間ほどで治りますので心配いりません。ですがいくつかのタイプや耐性菌が存在しワクチンの効果がない場合もあるので、もしも細菌性の場合は知能や運動の学習障害、難聴などの後遺症が残る恐れをご覚悟ください」

「後遺症……」

　医師の宣告に、私はぼうぜんとつぶやいた。まさかそこまで深刻な状態になるかもしれないなんて思ってもみなかった。

　病院の廊下でＩＣＵに入っていく聖を見送りながら、不安と恐怖でどうにかなってしまいそうになる。

「聖、聖！」

「落ち着け、莉帆！」

　いっちゃんに一喝され、勢いよく振り向いた。

　無意識のうちにその胸に飛び込んでしまう。

「私のせいだっ、私のっ」

　もっと早く気づいてあげればよかった。ひとりではなにもできない自分が情けなかった。

「莉帆のせいなんかじゃない。莉帆はなにも悪くない」

「もし聖になにかあったら、私っ……」

「大丈夫だ。絶対にすぐ治る。俺が保証する」

　力強く抱きしめられ、私は必死に彼にすがりつく。

　いっちゃんは私が落ち着くまでいつまでも、私の体を離さなかった。




　髄液検査の結果、聖は幸いウイルス性の髄膜炎と診断された。

　おかげで朝にはＩＣＵを出て一般病棟に移ることができた。全室個室の病室は、セキュリティやサービス同様、私が働いているホテルと比べても遜色のない造りだ。

「幸い治療が早かったので、すぐによくなりますよ。それでも万全を期すため、一週間ほど入院して様子を見ましょう」

　医師に告げられてうなずくと、スタッフから入院の手続きに必要な書類を手渡された。私の対応が遅かったと悔やんでいたけれど、いっちゃんが迅速に病院に連れてきてくれたおかげだ。

　こんな高級病院に一週間も入院するなんて費用が恐ろしいけれど、聖がよくなるならどうってことはない。私が働けば済むだけだ。

　一睡もしていない私に寄り添って、いっちゃんも眠っていなかった。

「ごめんね。これから仕事があるのに」

　時刻は午前七時を過ぎたところだった。私はパートを休ませてもらうつもりだけれど、忙しい彼はそういうわけにはいかない。

「仕事なんかどうでもいいよ。それより莉帆、ひとりで大丈夫なのか？」

　いっちゃんは自分も仕事を休んで私に付き合うと言いそうな勢いだった。昨夜の私の慌てぶりが相当ひどかったのだろう。

「大丈夫だよ。万が一のための入院だし。いっちゃんは仕事の方が大切だよ」

「俺には莉帆と聖くんより大切なものなんかないよ」

　ささやく彼にとっさに釘づけになった。

　今、『莉帆と聖くんより大切なものなんかない』って言った？

　まさか、そんなはずはない。私が聞き間違えただけだろう。

「ごめん、ちゃんと聞こえなかった。なんて？」

　聞き返すと彼はゆるゆると首を横に振る。

「なんでもない。わかった、仕事に行くよ。また夜に来るから」

「うん、ありがとう」

　いっちゃんはベッドで眠る聖の頭をなでた後、そのベッド脇の椅子に座る私の頭にもぽんと軽く触れ、病室を出ていく。

　私は静かに息をついた。

　昨夜のことで、ひとりで聖を育てられるなんてそんなのは思い上がりだと痛感させられた。私は聖が高熱を出しただけでうろたえる未熟なママだ。誰かに支えてもらわないとなにもできない。いっちゃんの存在の大きさが身に染みた。




　その日の昼過ぎ、旦那さまがいきなり聖の病室にやって来た。

「旦那さま？　どうされたのですか？」

　私は驚いて目を丸くする。

「いきなり押しかけてすまないね。莉帆ちゃんのスマホに電話をかけたんだが応答がないから直接来たんだ。ここの病院に知人がいて、今朝ＩＣＵの前で樹を見かけたと言っていたから、莉帆ちゃんたちになにかあったんじゃないかと心配になってね」

「申し訳ありません。スマホはまったく見ていませんでした」

　まさかこんなにすぐ旦那さまの耳に入るとは思ってもみなかった。

「聖くんが病気なのか？」

　中に案内すると、旦那さまは一目散に聖のベッドに向かう。旦那さまが聖に会うのはひと月以上ぶりだった。

「はい。ウイルス性の髄膜炎だそうです。でももう症状は軽くなってきていて、一週間もあれば完治するそうです。ご心配をおかけしました」

「そうか。安心したよ。莉帆ちゃんも大変だったね」

「いえ。私はおろおろするばかりで、なにもできませんでした。樹さんが駆けつけてくれなかったら、聖は重症化していたかもしれません。樹さんのおかげです」

　私の心からの言葉に、旦那さまはどこか悲しそうな表情になる。

「本来なら一緒に暮らすべき家族で、樹は父親としてあたり前のことをしただけなのに、私がふたりの結婚を阻んだばかりに……。今後それが原因で聖くんにもしものことがあれば、私は悔やんでも悔やみきれない」

「旦那さまのせいではありません。聖をひとりで産んで育てると、私が自分で決めたんです。私……もっと強くなります。だから旦那さま、心を痛めないでください」

　住家を貸してくれているだけでなく、こんなふうに心配して病院に駆けつけてくれるくらい大切に思われているだけでありがたかった。

「私は恨まれて当然なのに、莉帆ちゃんは優しすぎるね」

　まぶしそうに私を見すえる旦那さまに、私はかぶりを振る。優しすぎるのは旦那さまの方だ。

　旦那さまは眠ったままの聖の頭をなで、「早くよくなるんだぞ」と声をかける。その仕草は朝のいっちゃんとそっくりだった。

「退院したらまた聖くんに会いにくるね」と言い残し、旦那さまは三十分ほどで帰っていった。

　そして夜になり、いっちゃんが仕事終わりに様子を見にきてくれた。聖が順調に回復してきているのを知ると、安堵の表情を浮かべる。

「いっちゃん、今日はもう早めに帰って寝てね」

　私はここに泊まるけれど、彼はこれから屋敷に帰らなければいけない。寝不足で体調を崩さないように、少しでも早く休んでほしかった。

「ああ、明日も来るよ」

　私の思いを汲み取ってくれたのか、いっちゃんはすんなり病室を後にした。

　けれど聖が入院している間、毎晩のようにお見舞いに来てくれて、私は彼の顔を見るたびに心が安らぐのを感じていた。




　退院を明日に控えた昼下がり、盛宮さんから電話があった。

　いつものお茶の誘いで、私はためらいながらも今病院にいると告げる。

　すると盛宮さんはすぐに大きなフルーツのかご盛りを持ってお見舞いに来てくれた。

「聖くん、大丈夫かい？」

「じいじー」

　もうすっかり回復した聖は、盛宮さんの顔を見るなりベッドから起き上がる。

「聖くんが元気そうでほっとしたよ。入院していると知らず、見舞いが遅くなってすまなかったね」

「私こそお伝えしていなくて失礼しました。わざわざ来てくださりありがとうございます」

　もう明日退院だからと遠慮したけれど、盛宮さんはそれでも会いにきてくれたのだ。

　病室内のゆったりとしたソファに座ってもらい、お茶を淹れる。お茶請けには、先日旦那さまが持ってきてくれた黒豆のカステラを出した。

　久しぶりに盛宮さんに会えて、話したいことがたくさんあった。

「そうか。めまぐるしい日々だったんだね」

　洗いざらい聞いてもらうと、盛宮さんは静かにそうつぶやいた。

「莉帆ちゃんは今後も彼と今の関係を続けていくつもりなのか？」

　率直に核心を突かれ、私は目を伏せる。

　実はそれについて、ここ数日ずっと思い悩んでいたのだ。

「……続けていくのは無理だと思います。私は自分が我慢できれば彼のそばにいてもいいのだと勘違いしていました。でも本当はそれこそが罪だったんです」

　私の頭の中に、聖が無邪気にいっちゃんの胸に飛び込んだあの日の光景が浮かび上がる。

「先日彼は聖に、自分をパパと呼ばせようとしました。もう聖の父親が誰か言わなければいいというだけの問題ではなくなっています。それなのに私は彼を頼り、さらに深入りさせてしまった……。そばにいればいるほど、彼に道を踏みはずさせてしまう。私は無意識のうちに、彼の未来を奪おうとしていたんです」

　もう少しで取り返しのつかない事態を引き起こすところだった。

　けれど今ならまだ間に合う。いっちゃんはまだ、正しい道に戻れる。

「私はもう一度、彼から離れます」

　二年前、天涯孤独だった私に彼は聖という家族を授けてくれた。

　もう二度と会えなくなっても、それだけで身にあまるくらい幸せだ。

「離れていても愛は貫ける。だが莉帆ちゃんがそんな悲しい決断をせねばならないのは見ていられない」

　盛宮さんは苦悶の表情をした。

　盛宮さんの言う通り、私はいっちゃんと離れても、一生彼を想い続けるだろう。

　決して結ばれない人を好きになってしまった私には、それ以外の選択肢はなかった。

　身分の差はどれだけあがいても越えられない強固な壁として、私の前に立ちはだかっているのだ。




　翌日、聖の退院の日、いっちゃんは始業の時間をずらして朝から病院に来てくれた。

「莉帆、荷物はこれだけか？」

　彼はソファの上にまとめてあった荷物を見やる。

「うん、そうだよ」

　うなずきながら、私は先ほど病院のスタッフから受け取った請求書に驚きを隠せずにいた。

　健康保険が適用され医療費は無料になるけれど、部屋代や食事代は自己負担だ。その額、一週間の入院で五十万円――。高級病院だと知っていたし、広い個室や豪華な食事はそれなりに高額なのだろうとビクビクしていたけれど、まさかこれほどまでとは想像していなかった。なにからなにまで五つ星ホテル並みだ。

　すると、いつの間にか隣で私の手もとを覗き込んでいたいっちゃんが「入院の請求書か？」と尋ねてきた。

「あ、うん」

「支払ってくるよ」

　いっちゃんは私から用紙を奪い、会計窓口に向かった。私は慌てて聖を抱いて追いかける。

「いっちゃん、私が行くから聖と部屋で待ってて」

　まさか入院費用を彼に払わせられない。

「俺がここに連れてきたんだし気にするな」

　けれど私を振りきって行ったいっちゃんが会計窓口で支払おうとすると、病院のスタッフに「お支払いはすでにお済みですよ」と言われた。

　私といっちゃんは、先ほどの用紙にじっくり視線を落とす。するとそれは請求書ではなく領収書だった。

「いったい誰が……？」

　つぶやきかけて、はっとした。

　きっと旦那さまが払ってくれたに違いない。私が直接的なお金は受け取らないのを知っているから、こんな形で援助してくれたのだろう。後で旦那さまに連絡を入れておかなければいけない。

「莉帆、どういうことだ？　大丈夫なのか？」

　眉をひそめたいっちゃんに、私はうなずいてみせる。

「うん、大丈夫。心あたりがあるから……」

「……もしかして、聖くんの父親か？」

　思いがけない問いかけに、私は引きつった笑みを浮かべた。すると彼はそれを、肯定と捉えたようだった。

「そうか……。聖くんがここに入院しているのも知っていたということは、連絡を取り合っていたんだな」

　今までいっちゃんは、聖の父親についてなにも聞いてこなかった。けれど気になっていたのだろう。そのつぶやきは、鉛のように重かった。




　病院を出てレジデンスに帰ってからも、いっちゃんの様子がおかしかった。

　荷物をリビングに運び込んですぐに仕事へ向かう彼を、聖を抱っこしたまま玄関先で見送る。

「ありがとう。お仕事がんばってね」

「ねー」

　私の真似をして、聖はいっちゃんに手を振った。

　その瞬間、いっちゃんは眉根を寄せ、私と聖を強引に抱き寄せる。

「どうしたの……？」

　心臓が跳ねて声が上擦った。

　彼は我を忘れたように腕にぐっと力を込める。

「……やりたくない」

　唸るような声に、私は硬直した。

　やりたくない？　なにを？
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　私は当惑し、言葉を失ってしまう。

「ごめん。行ってくる」

　けれど彼はそれだけ口にすると私たちを放し、こちらに顔を向けることなく立ち去った。

　今のはなんだったのだろう。

　あんなに衝動的な彼を見たのは初めてで、私の胸中はどうしようもなくざわついた。




　翌日、九日ぶりに仕事に復帰した。

　休む連絡はしていたけれど、まずは上司の矢野さんに改めて謝罪とお礼をする。

　すると矢野さんはなぜかこれまでとは態度を一変させ、私をちらっと一瞥しただけで冷たく背中を向けてしまう。

「あの……？」

　まるで別人になったような矢野さんに、私は困惑した。

「息子さんが入院って、それ嘘なんでしょ？　もうばれてるから、下手な芝居続けなくていいよ」

　矢野さんは吐き捨てるように口にした。

　私は目を丸くする。

「嘘なんかじゃ……」

「一週間以上も仕事さぼって、男と遊び歩いてたんだってね。隣町のスーパーで男といるとこ、郷田さんが見かけたって言ってたよ」

「それは別の日でっ……」

「ああ、やっぱり男いるんだ？」

「違っ……」

　矢野さんは郷田さんの話を信じきっているようで、聞く耳を持ってくれなかった。

「白上さんが休んでる間、郷田さんがどれだけシフトを詰めてくれたかわかってる？　彼女ががんばってくれなかったら回らなかったよ。あの人もシングルマザーなのに、白上さんとは全然違ってしっかりしてるよね。ほんと女って男ができるとコロッと変わるんだよなあ」

　手のひらを返したような物言いの矢野さんに、私はもう二の句が継げなかった。

　放心状態でバックヤードを出て清掃に向かう。私が仕事をさぼって男性と遊び歩いていたなんて、郷田さんはどうしてそんなひどい嘘をついたのだろう。

「郷田さん……」

　内廊下で、今まさに考えていた人物とばったり会った。

　彼女は私につかつかと歩み寄り、口の端を吊り上げる。

「あら、もうお子さんは大丈夫なの？」

「……はい。ご迷惑をおかけしました」

　すぐにでも問いただしたかったけれど、ひとまず頭を下げた。私が休んだせいで郷田さんに負担をかけたのは紛れもない事実だからだ。

　郷田さんは苦笑する。

「いいえー、困ったときはお互いさまでしょう？」

「……はい、ありがとうございます」

　郷田さんは私を挑発するような目で見すえ、次の言葉を待っていた。なぜか私に追及されるのを心待ちにしているような態度に、いったいなにを考えているのだろうと怖くなる。私はもう彼女に関わりたくなくて、早急に立ち去ろうとした。

　けれど彼女は私を引き留める。

「待ちなさいよ。私に聞きたいことはないの？」

「……ありません」

「ふうん？　私はね、あんたのそういうところが苛つくのよ」

　いきなり鬼のような形相で睨みつけられ、私は立ちすくんだ。

　理不尽すぎる言動に、持っていき場のない感情があふれてしまう。

「私……郷田さんになにかしましたか？　カレンダー通りのシフトなら、変更できます。郷田さんのシフトと交代しても……」

「シフト？　私は平日休みの方が都合いいのよ。どこに行っても人が少ないし、買い物もしやすいし」

「じゃあ……」

「あんたが来るまで、私はここの清掃員の中で一番若かったの」

　郷田さんがなにを言いだしたのか理解できなかった。

「若い……？」

「そう。みんなにちやほやされてね。でもあんたが来てから、私はなぜか性格のきついおばさん扱いになったのよ。こんなの許せる？」

　性格は元来のものではないのだろうか。私には関係がない気がした。けれど今それを訴えても、火に油を注ぐだけだ。

「そういえばスーパーであんたと一緒にいた男、ずいぶん高そうな男だったじゃない。あれだけずば抜けてたら、ひと目見ただけでわかるわ」

「彼がなにか関係あるんですか……？」

　話がいっちゃんに及ぶと、黙っていられなかった。

　聞き返した私に、郷田さんは我が意を得たりと切り込んでくる。

「母親のくせに色気出してんじゃねえよ。気持ち悪いんだよ。緩い股開いて男たらし込んで、子どもがかわいそうだと思わないの？　ま、あんたみたいな女は男がいないと生きていけないんだろうけど。いつまでもこんなところで働いてないで養ってもらえば？」

　郷田さんは間髪を入れず「さっさとここを辞めろ」と荒い口調で私に浴びせかけた。

　踵を返して客室に入っていく彼女を、私はぼうぜんと見送る。

　誰かにここまで強い憎悪を向けられたのは生まれて初めてだった。










真実を告げる日




　その夜、私はパートを辞めると決めた。

　そして今度こそいっちゃんから離れるためにも、ベリーヒルズビレッジを出ることにした。

　きっとなにもかも潮時だったのだ。

　ここに移り住んだのは、彼から身を隠すためだった。けれどもう再会してしまったのだから、いつまでもいる必要はない。身の丈に合ったアパートに聖と引っ越し、新しい仕事を見つけ、今度こそ聖とふたりで慎ましく暮らしていこう。

　私はなにもかもから逃げることしかできないけれど、聖だけは絶対に守り抜く。

　いっちゃんは今日からまた出張らしく、レジデンスにやって来なかった。

　その隙に旦那さまへ電話をかける。やはり聖の入院費用を支払ったのは旦那さまだった。

『ほんの少しでも莉帆ちゃんと聖くんの役に立てたのならうれしいよ』

　お礼を伝える私に旦那さまはそう返し、聖の退院を喜んでくれた。

　話があるので近々会いたいと伝えると、ちょうど明日の午後、近くに来る用事があるからその際にうちに立ち寄ると言う。

　私はそこで自分の決意を告げることにして電話を切った。




　翌日の午後三時頃、旦那さまがレジデンスに到着した。

　聖が昼寝から目覚めたところだったので、しばらく聖の遊びに付き合ってもらう。

　旦那さまと顔を合わせるのは久しぶりだから、聖は最初ぎこちなかったけれど、すぐに旦那さまの優しい雰囲気に心を開き、次々とお気に入りのおもちゃを持ってきては無邪気な笑い声をあげた。

　パートを辞める件は、今朝矢野さんに電話で伝えると呆気なく受け入れられた。

『それならもう今日から来なくていいよ』

　矢野さんにそう吐き捨てられたので、私はすでに職を失っている。あとは制服などの貸与品を返しにいくだけだ。

　けれど旦那さまは、矢野さんと同じようにはいかなかった。

　私の決意を聞き、渋い表情で唸る。

「どうしても樹と離れ、ここを出ていくと言うんだね？」

「はい」

　旦那さまになにを言われようと、考えを変えるつもりはなかった。

「犀川家のためにはそれが正しいんだろう。だが、樹の気持ちを考えると……。最近とみに思うんだ。莉帆ちゃんと離れていた二年間の樹は樹じゃなかったと。樹は莉帆ちゃんがいない人生なんて考えられないんじゃないのかと」

「私も今はまだ、彼がいない人生なんて考えられません。それくらいずっと一緒だったから……。でも樹さんはいつまでも私と家族ごっこなんてしてちゃいけないんです」

「家族ごっこか……」

　虚しさが滲むその単語を、旦那さまは拾い上げた。いっちゃんと家族になれない私が口にするには、卑屈すぎる言葉だった。

「すまないね。どうして私が莉帆ちゃんの決断に難色を示すのか理解不能だろう。つい先日、もし莉帆ちゃんがつらいならいつでも樹を切り捨てていい、そのときは私が樹を説得すると告げたばかりなのに。二転三転するにもほどがある」

「旦那さまは絶えずみんなの幸せを考えているから、そうなるんだと思います」

「私はそんなにできた人間ではないよ」

　苦笑いする旦那さまには哀愁が漂っていた。けれど本来なら今朝の矢野さんのように、ふたつ返事で私を厄介払いすればいいだけだ。旦那さまは私たち個人のことだけでなく、犀川家や犀川グループの将来を真剣に考えているからこそ、状況の変化に心が揺れるのだろう。

「実は来週末にあるベリーヒルズビレッジの五周年パーティーで、妻が樹に会わせようとしている女性がいるんだ。家柄も容姿も申し分のない、妻好みのお嬢さんだよ」

　不意に旦那さまは、奥さまの今後の計画を私に打ち明けた。

　私はなにも言葉を返せず、ただその現実を噛みしめる。

　近い将来、いっちゃんはその人と結婚する。そんな予感がした。

「……今まで本当にありがとうございました」

　旦那さまに頭を下げた。これ以上話すことも、聞きたいこともなかった。私は自分の運命を、全部そのまま受け入れる。

　けれどそのとき、私のスマートフォンが大きな音を立てて着信を告げた。

　画面を見やると、表示されていたのはいっちゃんの名前だった。

「私に気を使わず出てかまわないよ」

　固まる私を、旦那さまは優しく促した。

「……電話、樹さんからです」

「樹？」

　出張中のはずのいっちゃんからの思いがけない電話に、旦那さまは眉をひそめた。

　この場に緊迫感が漂うのを感じながら、私は通話ボタンをタップする。

「はい……？」

『莉帆、今なにをしているんだ？』

　開口一番に強い語気で尋ねられて戸惑った。

「いっちゃんこそ……出張中じゃないの？」

『さっき帰ってきた。それで莉帆は今、なにをしているんだ？』

　彼はなぜか執拗だった。あきらかにいつもと様子が違う。どこか私を責め立てるような色を感じ、本能的な胸騒ぎがした。

「……来客中なの。急用じゃないなら、後でかけ直してもいい？」

　とにかくいったん電話を切ろうとした。

　けれどその途端、彼は押し黙る。

「いっちゃん……？　なにかあったの？」

　聞いてはいけない気がした。

　私はたぶん、パンドラの箱を開けようとしている。

『……今、莉帆のレジデンスのエントランスにいる』

　いっちゃんは声を絞り出した。

「え？」

『駐車場に父さんの車があるのはどういうことだ？』

　心臓が止まるかと思った。

　手が小刻みに震えだし、スマートフォンをフローリングに落としてしまう。

　慌てて拾おうとしたけれど、電話の向こうにいる彼の反応が怖くてどうしても掴めなかった。

　私の異変に気づいた旦那さまが駆け寄ってくる。

「莉帆ちゃん、どうしたんだ？」

「……樹さんが今、ここに来ています。私が旦那さまと会っているのを知られてしまいました」

　うろたえながらつぶやくと、旦那さまは目を見開いた。

　まさかいっちゃんがこんなに早く出張から帰ってくるなんて思ってもみなかった。

「申し訳ない。私の失態だ」

　旦那さまは私に詫びた。けれど今はそれを悔いている場合じゃない。いっちゃんにどう説明するのか考えるのが先決だ。

「彼は……簡単にはごまかされないと思います……」

「そうだろうな。ごまかすのは不可能だろう」

　私の意見に、旦那さまは同意した。きっともう逃げられない。

　私は絶望感に打ちひしがれる。

「私が話そう。電話、代わってもいいかい？」

　うなずくと、旦那さまは私のスマートフォンを拾い上げた。

「樹、私だ。事情を話すから上がってきなさい」

　旦那さまはいっちゃんを部屋に導き、すぐに通話を終了した。

「まさか彼に真実を告げるおつもりですか……？」

　たとえ打つ手がないとしても、そんなのは許されないはずだ。

「莉帆ちゃん、私はもう覚悟が決まったよ」

　この期に及んであがこうとする私とは裏腹に、旦那さまはとても落ち着いていた。

　覚悟――。

　あまりにも重い言葉に、私は目の前が真っ暗になる。




　いっちゃんはすぐにやって来た。その表情は今まで見たこともないくらいこわばっている。

「そこに座りなさい」

　旦那さまの指示にいっちゃんは『どうして莉帆の家なのに父さんが我が物顔で振る舞うんだ？』とでも言いたげだ。

　向かい合うソファに座っていた私と旦那さまのそばに来ると、いっちゃんは少し間隔を空けて私の隣に座った。すると聖が駆け寄り、私たちの間に無邪気に体を割り込ませてくる。あの動物園の日と同じく、聖は私といっちゃんに挟まれてうれしそうだった。

「どうして父さんがここにいるんだ？　いつから莉帆と連絡を取っていたんだよ？」

　いっちゃんは次々湧いてくる疑念を抑えきれない様子だ。

　私は生きた心地がしなかった。

「今まで隠していてすまない。私は莉帆ちゃんが樹の前から姿を消した後も、ずっと連絡を取り続けていたんだよ」

　旦那さまは正直に明かした。

　いっちゃんは眉根を寄せる。

「どういうことだ？　きちんと説明してくれ」

「そもそも莉帆ちゃんが行方をくらます手引きをしたのは私なんだ」

　いっちゃんはさらに不可解な顔になった。旦那さまがそんなことをしなければいけない理由など、普通は思いも及ばないだろう。

「ここは私が所有している物件でね、莉帆ちゃんにお願いして住んでもらっているんだよ」

「なんでそんな……？」

　狐につままれたかのようないっちゃんからおもむろに視線を逸らし、旦那さまは遠い目をする。

「本当は生まれた聖くんをひと目見た瞬間に、すでに後悔していたんだ。私は身勝手にこの子から父親を取り上げたのだと。莉帆ちゃんにひどいことを強いているのだと」

　旦那さまは一年半前に思いを馳せている様子だった。

「だからふたりが再会し、私はどこかでほっとした。やはり樹と莉帆ちゃんは一緒にいるのがいいと、人知れず痛感していたんだ」

　たしかに旦那さまは、私といっちゃんを積極的に離れさせようとはしなかった。むしろ応援してくれているような気さえしていた。そのわけが今、腑に落ちる。

「犀川家のことは難しい問題だ。だが妻が反対したとしても、私は今後ふたりの味方でいよう」

「旦那さま……」

　私は思わず隣にいる聖の手を握りしめた。

「父さんはなんの話をしているんだよ……？」

　いよいよ焦じれた様子のいっちゃんが、旦那さまを一心に見すえた。

　旦那さまはゆっくりと口を開く。

「聖くんは樹と莉帆ちゃんの子だ」

　静かに真実を告げられたその瞬間、いっちゃんは時が止まったように硬直した。

　とうとう彼が知ってしまった。

「聖くんが俺の子……？」

　いっちゃんはがくぜんとし、聖を見下ろす。

「そうだ。二年前、莉帆ちゃんがおまえの子を妊娠していると知った私は、犀川家のためにそれを隠し通そうとした」

「父さんが莉帆に命じたのか……？」

　声を震わせたいっちゃんに、私は慌てて説明をする。

「違うよ。私がひとりで産んで育てるって決めたの。旦那さまはそんな私をずっと支えてくれていたんだよ」

「どうして今まで俺に黙ってた？」

　彼の鋭い視線が私を射貫いた。

　唇を強く引き結んだ私の代わりに、旦那さまが続ける。

「樹は犀川家の大切な跡取りだ。しかるべきタイミングに、しかるべき相手と結婚しなければならない。莉帆ちゃんはそれをよくわかっているんだよ。だからおまえのために身を引いたんだ」

「しかるべきってなんだよ……？　子どもができても、俺は莉帆と結婚しちゃいけないのか？　こうして聖くんが生まれても……俺は父親になれないって言うのかよ？」

　いっちゃんは激情を抑えきれないようだった。

　もちろん彼だって、きちんと自分の立場を理解しているはずだ。けれどどうしても、救われない思いを吐き出さずにはいられないのだろう。

　彼には何万人もの社員とその家族の人生がかかっている。個人的な感情だけで突っ走るなど言語道断だ。

「樹、わかってくれ。私はそれがおまえのためだと思っていたんだ……」

「俺のためなんかじゃない、家のためだろ！」

「いっちゃんやめて！　旦那さまを責めないで！　あなたを好きになった私が全部悪いの」

　私は必死に声を枯らした。

　身のほどをわきまえず、彼に恋をした私が愚かだった。一度だけでいいからと夢見た私が恥知らずだったのだ。

「なんだよそれ……」

　いっちゃんは私の心の叫びにぼうぜんとした。

　旦那さまはゆっくりと立ち上がる。

「恨み言は甘んじて受けるつもりだ。だがその前に、ふたりで話しなさい。私は聖くんと散歩に出かけてくるから」

　内容は理解できなくても、聖はこの状況に怯えているようだった。

　旦那さまに笑顔で話しかけられると、聖は戸惑う様子で私を振り返る。

「お出かけしておいで」

　私が作り笑いを浮かべると、聖はその気になったらしく旦那さまに駆け寄った。

　旦那さまと聖が部屋を出ていき、ふたりきりになった途端、いっちゃんはすぐさま私と向き合う。

「聖くんはあの夜に授かった子なんだな」

「……うん」

　もう肯定するしかなかった。

「ほかに恋人がいたっていうのは嘘だったのか？　あのときすでにおなかに赤ちゃんがいたなんて、どうしてそんな自分を貶おとしめるようなことを言ったんだ？」

　彼は私を責め立てるというより、理解に苦しんでいるようだった。

「ごめんなさい……」

　私はただただ謝った。本当にひどい嘘だったと自覚している。けれどあのときはそれしか思いつかなかったのだ。

「俺は莉帆と結婚して、聖くんの父親になりたい」

　彼は私の手を握り、決意を口にした。

「私はいっちゃんに責任を取ってほしいなんて思ってない……」

　必死の思いで彼を突っぱねた。旦那さまが私たちの味方をしてくれてもだめだ。奥さまは絶対に許してくれない。家族みんなが祝福してくれない相手となんて、絶対に結婚するべきじゃない。

　真実を知っても、いっちゃんは私と聖を見捨てていいのだ。

「責任を取るとかそういう話じゃない。俺がそうしたいんだよ」

「だめだよ……だめ……」

「俺は今になって初めて莉帆が俺を好きだったと聞いて、同時に拒絶されるのか？」

　いっちゃんはやりきれない表情をした。

　そういえば、私はついさっき初めて彼への想いを語った。けれど本当はそれすら一生秘密にするつもりだったのだ。

「俺は今も変わらず莉帆が好きだ。あの夜を一夜の過ちだったと突き放されてもあきらめられなくて、本当はいもしない莉帆の恋人に嫉妬した。幼なじみとしてなんて口実で、いつかは莉帆も聖くんも俺が奪うつもりだった。俺は莉帆しか考えられない」

「……私はもういっちゃんなんて好きじゃない。聖がいればそれでい……んっ」

　言い終わらないうちに、噛みつくようなキスをされた。

「やっ……！」

　両手首を押さえつけられ、顔を背けても彼の唇が追いかけてくる。何度も強引に口づけられ、胸が切なさで締めつけられた。

「莉帆が本音を言うまでやめない。自分を偽いつわる言葉なら、口にさせない。俺が一生塞ふさいでやる」

「んっ、んん……っ」

　唇をこじ開けて、彼の舌が侵入してきた。根もとから舌をからめとられ、結びつきを強められる。

　いっちゃんは本気だ。私が正直な気持ちを明かさなければキスは終わらない。

　こんなことをさせてはいけないと思うのに、彼への恋心が甘く疼うずくのを抑えきれなくなった。

　濃密な口づけの合間に、彼はかすれた声でささやく。

「頼む。これ以上俺に嘘をつかないでくれ」

　私を追いつめているいっちゃんの方が、責め苦を受けているみたいだった。

　私はそれに、身を引き裂かれるような痛みを感じる。

　この期に及んでも彼への想いを秘めようとする私が、誰よりもなによりも彼を傷つけているのだ。

「う……っ」

　彼のやりきれなさが伝わってきて、嗚咽が漏れた。

「莉帆……？」

　ぽろぽろ涙をこぼす私の瞳を、彼は一途に見つめる。

「……いっちゃんが好きだよ。好きで好きでたまらなかったから、一夜だけでもいっちゃんのものになりたかった。私は子どもの頃からずっと、いっちゃんしか見てないよ……」

　ほかに恋人どころか、彼以外を好きになったこともない。離れていた二年間も心変わりなんてありえなかった。私はこの先も、いっちゃんじゃなきゃ嫌だ。

　とうとう本音をあふれさせた私を、彼はかき抱く。

「やっと言ったな、遅いよばか……。でも本当は、俺が莉帆に嘘をつかせてたってわかってる。ごめんな」

「いっちゃん……」

　彼は私の心を暴くために、わざとあんな強引なキスをしたのだ。

「結婚しよう。俺と聖くんと、三人で家族になろう」

　しっかりと抱きしめながら、いっちゃんは私の耳もとでプロポーズした。

　家族に縁の薄い私にとって、それ以上ない幸せな求愛の言葉だった。

　けれど私たちには、どうにもできない身分の差がある。

「結婚はできないよ……」

「なら莉帆は俺の愛人にでもなる気か？　俺は莉帆を妻にしたいんだよ。莉帆が俺を好きなら、俺はもう自分を抑えない」

　私が冷静に現実を突きつけても、彼はそう言い募った。

「まさか、家を捨てて駆け落ちするなんて言わないよね……？」

　怯える私に、いっちゃんは苦笑いする。

「言わないよ。そんなことをしたら、莉帆は俺に家を捨てさせたって一生自分を責め続けるだろ？　俺は莉帆に罪を背負わせない」

「じゃあ……」

「母さんを説得する。莉帆との結婚を認めてもらう」

　そんなの無謀だと反論したかった。彼と奥さまの仲がまた悪化するだけだ。

「いっちゃん、なにかいい考えがあるの……？」

　一縷の望みをかけて聞いてみた。

「俺たちの気持ちを伝えれば、母さんはわかってくれるはずだ。犀川家はなるようになるだろ」

「それは……」

　つまりなんの策もないということだ。

「大丈夫だ。きっとうまくいく」

　彼は揺るぎない瞳をしていた。なんの根拠もないのにいったいどこからそんな自信が湧いてくるのか、私にはわからなかった。




　旦那さまと聖が戻ってくると、いっちゃんはまず旦那さまに頭を下げた。

「二年間、莉帆を支えてくれてありがとう。それから、俺たちのことを認めてくれてありがとう」

　旦那さまは驚いた表情をする。

「まさか樹に礼を言われるとは……」

「俺は莉帆と結婚したい。聖くんと三人、家族になりたい」

　いっちゃんは旦那さまに正々堂々と申し出た。

　旦那さまはそれを聞いて安堵の表情を浮かべる。家のことよりも息子の幸せを願う父親の顔だった。

「莉帆ちゃんもそれでいいんだね？」

　旦那さまに確認され、小さくうなずいた。

　不安はあるけれど、私も覚悟を決める。

「母さんに話すのはいつがいいだろう？」

　いっちゃんは早速旦那さまに意見を求めた。

「そうだな。来週末にあるベリーヒルズビレッジの五周年パーティーの日がいいんじゃないだろうか。少し早めに会場に到着するように、私が手配しよう」

　それは先ほど旦那さまが、奥さまがいっちゃんに女性を会わせようとしていると言っていたパーティーだ。旦那さまはその前に、話し合いの席を設けようとしているらしい。

　頭の中で、見たこともないその女性を想像する。私は彼女より、いっちゃんにふさわしいだろうか。

　きっと否だ。

　でも、彼を好きな気持ちだけは誰にも負けない。

　いっちゃんの勢いに焚きつけられて、そんなことを思う。

「来週末のパーティーか」

　いっちゃんは噛みしめるようにつぶやいた。

　パーティーは十日後だ。

　あとはもう、運命に身を委ねるしかない。




　パーティーまでの十日間は、するべきことを淡々とこなそうとした。

　そのひとつとして、辞めた職場に制服などの貸与品を返却に行かなければいけない。

　あまりに突然退職したから、いっちゃんにかなり不審がられた。しかたなく事情を話すと、彼は憤りをあらわにした。

『その人が見かけたのは息子の本当の父親だと言えばいいじゃないか』

　私が一方的に追い込まれたのが許せないようだった。けれど私は今さら彼らに事実を伝える気にはならず、いっちゃんが怒ってくれただけで十分だと自分の胸の内にそっと収めた。

　バックヤードに矢野さんしかいない時間帯を見計らい、ホテルに向かう。

　けれどなぜか無人で、しばらく待ってみても矢野さんが戻ってくる気配はなかった。

　黙って品物だけを置いて帰るわけにはいかず出直そうと踵を返したとき、バックヤードのドアが開いて誰かが入ってくる。

「あら、白上さん」

　そう言って目を瞬かせたのは、同じ客室清掃員だった六十代の女性、江え口ぐちさんだった。

　江口さんは見た目も人柄も丸く、新人の私をなにかと気にかけてくれていた女性だ。

「江口さん、お疲れさまです。貸与品をお返しに伺ったのですが、矢野さんはどちらでしょうか？」

「今日はお休みよ。よければ私が預かろうか？」

「すみません、よろしくお願いいたします。今までお世話になり、本当にありがとうございました」

　私は言葉少なにその場を立ち去ろうとした。

「待って」

　けれど江口さんは私を呼び止める。

「矢野さんから話は聞いてる。でも、白上さんが嘘をついて仕事をさぼったなんて、私は思ってないからね」

　真剣な表情で言われ、胸が締めつけられた。信じてくれる人がひとりでもいただけで、救われる思いだった。

「矢野さんは女性に貞てい淑しゅくさを求めるタイプだから、シングルマザーの恋愛に嫌悪感があるのよ。白上さんが悪いわけじゃないわ。それに、郷田さん……」

　郷田さんの名前が出て、思わずビクッと肩を揺らした。

　江口さんは私に同情の目を向ける。

「郷田さんの旦那さんね、数年前にひと回りも若い子持ちのシングルマザーと浮気して出ていったのよ。それから郷田さんは幼い娘ふたりをひとりで育てているの。ここのパートだけじゃなくて、いくつも仕事をかけ持ちしてるみたいよ。それで心に余裕がなくて、若くてかわいい白上さんに嫉妬したんだろうね」

　郷田さんが置かれている状況を初めて耳にし、私は絶句した。

「だからって郷田さんを許してあげてなんて言わないわよ。白上さんの心のわだかまりが少しでもなくなればいいなと思って話しただけ。おしゃべり好きのおばさんの余計なお世話だから、さらっと聞き流してね」

　江口さんは明るく笑って私の肩を叩いた。「がんばって」と私を励まし、再び客室の清掃に出ていく。

　どうして郷田さんが私にきつくあたったのか、腑に落ちた気がした。

　もちろん私には、彼女を許せるほどの強さはない。

　けれどせめてもう二度と、彼女が私にしたのと同じことをほかの誰かにしませんようにと願った。










ベリヒルドリーム




　いっちゃんは日々、仕事を終えるとうちにやって来て、すぐに帰っていく。これまでと変わらない生活が続いていた。

　パーティーが二日後に迫った日の昼頃、いっちゃんが仕事の合間にレジデンスに立ち寄るというので、一緒に昼ごはんを食べた。

「そういえば明後日って聖も連れていけるの？　私、どんな服装で行ったらいいのかな」

　旦那さまや奥さまと落ち合うのはパーティー会場だけれど、私たちの目的は奥さまとの話し合いだ。どちらにもふさわしい服装がわからず困っていた。スーツで行く予定のいっちゃんに合わせて、私もスカートスーツなどにすればいいのだろうか。

「ああ、もちろん聖も連れていく。莉帆の服は俺がなにかよさそうなものを用意しておくよ」

　食後にリビングで聖とじゃれ合っていたいっちゃんが振り向いた。その姿はもうどこからどう見ても本物のパパだ。それに彼はいつの間にか聖を呼び捨てにしている。

「ほんと？」

　そうしてもらえるとありがたかった。私はセンスもこだわりもないし、どうせ買わなければ着ていけるものを持っていない。本当は服装どころじゃないけれど、身なりを整えるのも大切だ。

　そこへ盛宮さんからスマートフォンに電話がかかってきて、私は通話ボタンをタップした。

「こんにちは。もうこちらに向かっていますか？」

『ああ。あと十分くらいで莉帆ちゃんのおうちに着くよ。そのまま入っても大丈夫かい？』

「はい、どうぞ」

　返事しながらいっちゃんに視線を投げかけた。

　すると彼は、私が事前に来客の予定があると話していたため察したらしく、「帰るよ」と小声でささやいて腰を上げる。

　今日は盛宮さんがお茶を飲みにくる日だった。いっちゃんには事前に、たまたま知り合った近所の友だちがいて、その人とときどきお茶をしているのだと伝えていた。

　電話を切ると、いっちゃんは聖をソファに残して歩み寄ってくる。

「ん？」

　私はきょとんとした顔で彼を見上げた。

「洋服を買うなら莉帆のサイズ、測っとかないとな」

「えっ、なに」

　いきなりぎゅっと抱きしめられて、私はたじろいだ。いっちゃんは私の背中に回した大きな手を、ゆっくりと下にすべらせる。

「きゃっ」

　最後にがしっとウエストを掴まれ、私は悲鳴をあげた。

「よしわかった」

　真面目な顔でうなずいたいっちゃんに、一瞬頭の中が疑問符でいっぱいになる。

「もしかして今、私のサイズを測ったの？」

「ああ」

「嘘でしょ？」

　私は目を白黒させた。

「嘘かどうか、明後日俺が選んだ服を着て確かめてくれ」

　自信満々に目を細められ、私は途端に恥ずかしくなった。体を触ってサイズを測るなんて、よく考えたらものすごくいかがわしい。

　思わずうつむくと、もう一度抱き寄せられる。

「……どうしたの？　サイズの再確認？」

「違う。これはただのハグ。愛してるよ、莉帆」

　さりげなく降ってきた甘い言葉に心臓がきゅんとした。

　まだなにも解決していないのにときめいている場合じゃない、浮かれてちゃだめだと思っても、自分を抑えられない。

　私は今、大好きないっちゃんの腕の中にいるのだ。

「うん、私も……。でも、聖が見てるから……」

　キスの気配を感じ、ためらいがちにささやいた。

　するといっちゃんは名残惜しそうに私から体を離し、優しく頭をなでる。

「今度、見ていないところでな」

「……うん」

　彼ははじらう私に微笑みかけ、聖のもとに戻る。

「じゃあ聖、パパは仕事に行ってくるな」

　早速パパを名乗る気の早さに、私は少し反応に困った。

　いっちゃんが帰ると、ほとんど入れ違いに盛宮さんがやって来る。

「じいじ」

　聖は盛宮さんに駆け寄った。今日は来客が多くてとてもうれしそうだ。

　けれど盛宮さんはいつになく深刻な顔つきをしている。

「どうかしましたか？」

　私は首をかしげた。

「いや……。今そこで犀川家の令息を見かけたんだが、もしかして〝いっちゃん〟というのは樹くんのことだったのか？」

「え？　盛宮さん、いっちゃんを知っているんですか？」

　目を丸くした私に、盛宮さんは「やはりそうか……」と唸る。

「盛宮さん、彼と話したんですか？」

「いや、樹くんはこちらには気づいていなかったよ。だがまともに顔を合わせれば知らない仲ではない」

　いったいどういうことなのだろう。

　盛宮さんはなぜかそれ以上語ろうとはしない。

　私は違和感を覚えつつ、お茶の用意をして、リビングで先日の話を聞いてもらった。

　とうとういっちゃんが聖の父親だと知ったこと、旦那さまが私といっちゃんの味方になってくれ、私たちは愛を貫く決意をしたこと、明後日のベリーヒルズビレッジ五周年パーティーで、奥さまにすべてを打ち明けること――。

　怒涛の勢いで変化した私といっちゃんの関係に、盛宮さんはどこか遠い目をする。

「まるで五十年前の自分を見ているようだ……」

「え？」

「すまない、聞き流してくれ。それで、樹くんのお母上を説得するための策はあるのかい？」

「それが……とくにないんです。でも彼はなぜか根拠のない自信に満ちていて、きっとうまくいくと……」

　私は眉を下げた。元来いっちゃんはとても前向きな性格だけれど、改めて思うと本当に無謀だ。

「根拠のない自信！　さすが犀川家の令息だな」

　盛宮さんは声をあげて笑った。

　私はいたたまれなくなる。

「いやいや、悪い意味ではないよ。逆境に屈せず自信を持ち続けられるのは素晴らしい」

「そうでしょうか……」

「ああ。樹くんを信じなさい。――それに、私も微力ながらふたりのために力を尽くそう」

　盛宮さんはどこか風格を感じさせる笑みをたたえた。

「力を……？」

「すぐにわかる」

　私は戸惑いを隠しきれなかった。それはいったいどういう意味なのだろう。

　盛宮さんが帰ると、私は聖が髄膜炎になった日を思い出していた。

　あのときいっちゃんが『大丈夫』と励ましてくれ、聖は大事に至らなかった。

　今回だって彼が『大丈夫だ。きっとうまくいく』と言ってくれたから、必ず順調にいく。奥さまに私たちの結婚を認めてもらえるはずだ。

　私は、いっちゃんを信じる。




　ついにパーティー当日がやってきた。

　会場となるのはベリーヒルズビレッジ内にあるショッピングモールの屋上で、パーティーは午後五時スタート、その一時間半前には開場する。七時頃には花火も上がるらしかった。

　そこに四時頃、旦那さまが奥さまを連れてくる予定になっている。そのため私といっちゃん、聖の三人はお昼過ぎからレジデンスで支度を始めた。

　いっちゃんが私に用意してくれたのは、上品で優しげなミルクティーカラーの長袖ワンピースだった。

　袖には控えめなリボンとパールがついていて、シフォン素材のスカートはフレアタイプの膝下丈だ。それに合わせて靴やバッグも買ってきてくれた。

　しかも私が精算をお願いする前に、プレゼントだと言われた。お菓子などとは違いかなり高額のはずなのに、本当にもらってしまっていいのだろうか。

「ほら、早く着替えてこいよ」

　けれど背中を押され、追いやられてしまう。私はまだぐずぐずしながらも「ありがとう」とお礼を言って寝室でワンピースに着替えた。

「いっちゃん、ほんとにサイズがぴったりなんだけど」

　私は驚愕しながら、彼と聖がいるリビングに戻った。

「な。たいしたもんだろ」

　口の端をニッと持ち上げた彼に、私は首を横に振る。

「なんかやだ……」

　ものすごくやだ。

「よく似合ってるよ。聖もママきれいだって」

「ママ！」

　聖はにこにこしながら私に飛びついた。聖はすでに、襟もとにフリルがついたシャツに薄手のニットベストを合わせ、半ズボンをはいておしゃれしていた。いっちゃんは黒のスーツで、ロイヤルブルーのネクタイがとてもよく映えている。

　運命の瞬間が刻一刻と迫っていた。

　いっちゃんを信じていても、不安がないわけじゃない。

　けれど私は彼と聖と三人で家族になりたい。そのためには乗り越えなければいけないことだから、逃げずに立ち向かう。




　午後四時より少し前にショッピングモールの屋上に到着すると、すでにパーティーの参加者で賑わっていた。

　このショッピングモールには、日本の古きよき文化を全世界に発信するというコンセプトのもと、高級和菓子屋や呉服店、寿司レストランなどがテナントとして入っている。

　そして屋上には茶室や本格的な日本庭園があり、海外のＶＩＰからも高い評価を受けているらしかった。腕ききの庭師が造ったその庭園は、建物の上にあるとは思えないくらい美しく、自然と人工が見事に調和している。

　会場の中央にある壇上に向かって一直線にレッドカーペットが敷かれ、その両側に庭の景色が堪能できるようにテーブル席が配置されていた。

　奥の方には茶室の館が見えるが、そちらは限られたＶＩＰの特別席のようだ。

　数日前、その茶室の一間を貸しきった旦那さまにいっちゃんが『周りに人がいる方が冷静になれるから』と、一般招待客用のテーブル席も確保したようで、私といっちゃん、聖はまずそちらに向かった。会場の隅にあるその席は、ほどよく人目を遮りながらも常に誰かの気配を感じる、なかなか絶妙な場所だ。

　もうすぐ旦那さまが、まだなにも知らない奥さまをここに連れてくる。

　そう思うと緊張し、心臓が口から飛び出しそうだった。

　奥からいっちゃん、聖、私の順番で座り、私は聖の手をぎゅっと握りしめて心を落ち着かせる。

「あら、もしかして莉帆ちゃん？」

　するとそこへ、少し戸惑ったような奥さまの声が聞こえた。

「ご無沙汰しております」

　私は即座に立ち上がり、頭を下げた。

　奥さまは再会を喜んで歩み寄ってくる。

「まあ、元気にしていた？　すっかり大人の女性になったわね」

　鮮やかな着物姿の奥さまは、二年前とまったく変わっていなかった。とてもはつらつとしていて、充実した日々を送っているのだと伝わってくる。

　けれど奥さまはすぐに私の隣に視線を向けると、怪訝な表情をした。

「その子は？」

　ストレートな問いかけに、全身がきゅっと縮む思いがした。

　知らない人が近くにやって来たからか、聖はいっちゃんの腕にしがみついている。

　そうして聖がちらっと顔を上げた瞬間、奥さまは固まった。

「奥さま、あの……」

「……樹、これはどういうこと？」

　私の言葉を遮り、奥さまはいっちゃんに強い視線を向けた。

　奥さまなら、すぐに察すると思っていた。それくらいいっちゃんと聖は面差しが似ている。

「座って話そう」

　奥さまのうしろにいた旦那さまは、奥さまを促した。

　すると奥さまはものすごい勢いで旦那さまを振り返る。

「あなた、なにか知っているのね？　こんなところで話せるような内容なの？」

「人目がある方が俺も冷静になれるから」

　いっちゃんが追撃すると、奥さまはぐっと言葉に詰まった。薄氷を踏むような足取りで、ためらいがちに私たちの向かいに着席する。目の前にいる子どもについて、知りたい思いと知りたくない思いが拮抗しているようだった。

「莉帆も座って」

　立ち尽くしたままの私にも、いっちゃんは声をかけた。

　全員が腰を下ろすと、息苦しいほど張りつめた空気が漂う。パーティー会場から流れてくる華やいだ声や音がなにも耳に入らなくなった。

「母さん、この子は俺と莉帆の子だ。名前は聖で、一歳半になった。莉帆と結婚させてほしい」

　いっちゃんは単刀直入に奥さまに願い出た。

　奥さまの顔から、すうっと血の気が引いていく。

「奥さま、申し訳ございません」

　私はたまらず謝罪した。恩を仇で返し、謝っても許されることじゃないけれど黙っていられなかった。

「詳しい話は私からしよう」

　旦那さまは二年前に私の妊娠を知った日から今日までの出来事を、洗いざらい奥さまに打ち明けた。

　奥さまは凍りついている。

「樹と莉帆ちゃんがそんなことになっていたなんて、想像すらしていなかったわ……」

　しばらく沈黙が続いた後、奥さまは喉を震わせた。

　激しい動揺に襲われている様子の奥さまを見つめながら、私は頭の中であの夜を振り返る。

　奥さまは私といっちゃんが男女の関係になるなんて思ってもみなかったから、彼が私をスイートルームに連れていくのを許可したのだろう。奥さまにとって、私は花嫁候補の対象外も甚だしかった。けれど見方を変えれば、それくらい私は奥さまに信用されていたのだ。そして私はそんな奥さまを裏切った。

「俺が莉帆を好きになったんだ」

　いっちゃんは私をかばうように奥さまに主張した。

　私は慌てる。彼は自分だけ悪者になるつもりなのだ。

「いっちゃん違うよ。私が――」

「こうなったのは全部、俺が望んだからだ」

　それは私のセリフだ。私がいっちゃんを好きになった。こうなったのは全部、私が望んだからだ。

　唇を噛んだ私を見て、奥さまは重い息をつく。

「莉帆ちゃんが樹をそそのかしただなんて思っていないわ。莉帆ちゃんがどんな子かくらい、私もきちんとわかっているつもりよ。もし珠緒さんが生きていたら、莉帆ちゃんが未婚で出産したなんて、こちらが謝るべきだわ」

「なら――」

「でも、ふたりの結婚は認めません」

　私たちを真っすぐに見つめ、奥さまはきっぱりと言いきった。

「樹は代々続いてきた犀川家を継ぎ、家も犀川グループも守っていかなければならないの。そのためには結婚相手は念入りに選び、家柄の釣り合いを取るのがとても重要なのよ」

　自身も犀川家を守るための結婚をした奥さまの言葉だから、反論はできなかった。

　そして奥さまは旦那さまと政略結婚だったけれど、とてもうまくいっている。だからいっちゃんも同じように、家柄が釣り合う女性と結婚するのがいいと――それが家や会社のためだけでなくいっちゃん自身のためにもなると信じているのだろう。

「ごめんなさい莉帆ちゃん。私は莉帆ちゃんが大好きだから、あなたにこんな話をするのはとても心苦しいわ」

　私はうなだれた。

　家柄は奥さまにもどうにもできない。生まれてきた場所の問題だ。

　虚しさが押し寄せてくる。

「莉帆と結婚できないのなら、俺は一生誰とも結婚しない」

　するといっちゃんは毅然とした声で奥さまに宣言した。

「樹、そんなことが許されると思っているの？」

「思っていない。でも結婚しない代わりに、俺は家と犀川グループのためだけに生きる。そのふたつさえ守ればいいんだろ」

　いっちゃんがそんなことを考えていたなんて知らなかった。

　心をなくして家や会社に尽くす人生なんて悲しすぎる。もし私たちが結ばれなくても、いっちゃんには誰かを愛し、幸せになってもらいたかった。

「――本当に、なにからなにまで私と同じだな」

　不意に聞き慣れた声がして振り向くと、そこにはなぜか盛宮さんがいた。

「盛宮さん？　どうしてここにいるんですか？」

　盛宮さんは仕立てのよいタキシード姿で、背後にはボディガードらしき屈強そうな男性がふたりも付き従っている。

　戸惑う私に、旦那さまや奥さま、いっちゃんは一様に眉をひそめた。

「莉帆ちゃん、盛宮さんを知っているのかい？」

　旦那さまに聞かれてうなずく。

「はい。皆さまもお知り合いなんですよね？」

　そういえばいっちゃんに盛宮さんとどういう仲なのか尋ねようと思っていたのに、まだ聞けていなかった。

「じいじ」

　聖がいつものように、盛宮さんに笑いかけた。盛宮さんは「聖くんこんにちは」とにこやかに返す。

「私と莉帆ちゃんは茶飲み友だちなんですよ」

　盛宮さんは明るく言い放った。すると旦那さまも奥さまもいっちゃんも、驚愕した表情になる。

「茶飲み友だち？　もしかしてこの間俺がいたときに電話があった来客は、盛宮さんだったのか？」

「うん、そうだよ」

　いっちゃんの質問に答えると、彼は目を見開いた。

　いったいどういうことなのだろうか。

「奥さまがふたりの結婚を認めないのは、莉帆ちゃんの家柄だけの問題ですか？」

　すると盛宮さんがいきなり複雑な家庭の事情に首を突っ込んできて、私は耳を疑った。

「盛宮さん……？」

　盛宮さんは興味本位でそんなことを聞く人じゃない。だからなにかわけがあるのだろうけれど、他人に立ち入られ、奥さまが憤慨するのではないかとおろおろした。

「はい、まあ……その通りでございます」

　けれど奥さまは、ばつが悪そうにしながらもうなずいた。

　状況が把握できない。盛宮さんは何者なのだろう。

「ならば莉帆ちゃんを私の養女に迎えれば、すべて解決するでしょう」

　しかも盛宮さんからの突然の提案に、私は面食らう。

「養女？」

「ああそうだよ。ずっと考えていたんだ。なにが一番莉帆ちゃんのためになるかとね」

　もしかして『微力ながらふたりのために力を尽くそう』と言っていた件だろうか。

　聖以外の肉親がいない私のために盛宮さんがお父さんになると申し出てくれたのは、素直にうれしかった。

　ただ、仮にそうなってもどうにもならないだろう。

　犀川家に釣り合う家柄でなければ、奥さまは納得してくれない。

「莉帆ちゃんを盛宮家の養女にですか……？」

　けれど奥さまは目を見張り、私と盛宮さんを交互に見つめた。

　その表情にはまるで、想像以上のものに出会ったときのような、にわかには信じがたいという衝撃がある。

「そろそろお時間でございます」

　そこへ秘書らしき男性がやって来て、盛宮さんに声をかけた。

「ああ、そうか。申し訳ない。話の続きは開会の挨拶の後にしましょう」

　盛宮さんは颯爽と去っていく。

　私の頭の中は疑問符でいっぱいのまま、時刻はまもなく午後五時になろうとしていた。ベリーヒルズビレッジ五周年パーティーの幕開けだ。

「莉帆、盛宮さんとは本当にただの茶飲み友だちなのか？」

「うん。でも盛宮さんは私を命の恩人だって言っ――」

　いっちゃんに聞かれ、補足しかけたときだった。

　パーティー会場の中央にある壇上に、盛宮さんが立ったのが視界に入る。

「皆さま、本日はベリーヒルズビレッジ五周年パーティーにようこそお越しくださいました」

　盛宮さんは淀みなく開会の挨拶を始めた。その姿は威風堂々としていて、私が知っている柔和な彼とは別人だった。

「本当にどういうこと……？」

　私はパニックになる。

「盛宮さんは、このベリーヒルズビレッジを所有している大富豪だよ。財閥解体前は犀川家と勢力を二分していた、盛宮家の現当主だ」

　旦那さまの言葉に、私は息をのんだ。

　挨拶が終わるのと同時に、私たちのもとに先ほどの盛宮さんの秘書がやって来て、私たちを会場の奥にある茶室に案内した。

　すでに盛宮さんは中にいて、テーブルを挟んだ向かいに、旦那さま、いっちゃん、奥さま、私、私の膝の上の聖の順に座る。

「莉帆ちゃん、今まで黙っていてすまなかったね」

　盛宮さんは私に詫びた。

「いいえ……」

『私だって山ほど秘密を抱えている』――以前盛宮さんはそう言っていたけれど、まさかこれほどまでとは思いも及ばなかった。

　スーパーの前で偶然助けた盛宮さんが、まさかとんでもない大富豪だったなんて。

「先刻の話の続きの前に、少しだけ昔話に付き合ってもらえるだろうか」

　盛宮さんは私たちに断りを入れ、静かに語り始める。

「もう五十年も前だ。私は今の樹くんと同様に、とある女性と大恋愛をして、彼女と結婚したいと両親に願い出た。だが身分の差があって猛反対され、私は盛宮家のために彼女をあきらめざるをえなかったのだ」

　私は目を瞬かせた。

　盛宮さんは遠い目をする。

「彼女はその後、ほかの男性と見合い婚をしたと風の便りで聞いたが、私はどうしても彼女以外との結婚に踏みきれず、いまだにひとり身を貫いている」

　盛宮さんには配偶者がいないと聞いていたけれど、そんな理由だったなんて知らなかった。

「このままでは樹くんも、私と同じ運命をたどるだろう。莉帆ちゃんと結婚できなければ一生独身だ。奥さま、男というものは案外不器用で頑固な生き物なんですよ」

　盛宮さんに悲哀を含んだ笑みを向けられ、奥さまは言葉に詰まった。実例を聞き、先ほどいっちゃんが奥さまに宣言したことに現実味が帯びたのだろう。

「私と違うのは、樹くんには聖くんというかわいい息子がいる。子どもはなにがあっても守ってやらねばならない。だがもちろん樹くんは両親を苦しめたいわけではないだろう。そこで先刻の話だ。莉帆ちゃんが私の養女になれば、私は自分が叶えられなかった思いをふたりに託せる。犀川家にとっても、盛宮家とつながることは利を生むだろう。なによりも樹くんと莉帆ちゃん、聖くんが皆に祝福され、家族になれる」

　私たちにとってまるで夢のような申し出だった。

「莉帆ちゃんはどうだい？　私は莉帆ちゃんと養子縁組し、いずれ財産のすべてを相続してもらいたいと思っているよ」

　盛宮さんは真っ先に私の気持ちを確認した。

「身にあまるお言葉で、今はまだどうお答えしていいのかわかりません……。でも、盛宮さんは本当にそれでいいんですか？」

「言っただろう。莉帆ちゃんにいつか恩返しすると」

「盛宮さん……」

　胸がいっぱいになり、声が震えた。

　ずっと親身に相談に乗ってくれていただけでもありがたかったのに、こうして手を差し伸べてもらえるなんて感謝してもしきれない。

「私の話は以上です。あとは家族で話し合ってください」

　盛宮さんはそっと席を立った。

　茶室には私たち五人だけになる。

　盛宮さんの提案を、犀川家のみんなはどう思っているのだろう。

「まさか莉帆と盛宮さんがそんな仲だったなんてな……。でも俺は莉帆がどんな選択をしようが、決意は変わらないから」

　いっちゃんは私と聖に真っすぐな眼まな差ざしを向けた。

「不測の事態に、私はまだ動揺しているよ。だがもちろん、なにがあってもふたりの味方だ」

　旦那さまは今まで通り、私といっちゃんを支持してくれた。

「母さんはこれで、俺たちの結婚を認めてくれるのか？」

　いっちゃんは奥さまに是非を問う。

　沈黙が重く、息が詰まりそうだった。

「だっこ！」

　するとそのとき、いきなり聖が奥さまに向かって両手を上げた。

　無邪気に抱っこをせがむ聖に、奥さまは瞬まばたきを忘れたように釘づけになる。

「だっこ？」

　聖はそう繰り返しながら、うかがうように奥さまの顔を覗き込んだ。

　奥さまははっとし、自然な仕草で聖を抱き上げる。その姿は甘える孫をかわいがる優しい祖母そのものだった。

「……盛宮さんのご提案を聞いて、この子のおばあちゃんになりたいと思うのは、虫のよすぎる話ね。でも、樹と莉帆ちゃんの結婚を認めない理由は、もうなにもないわ」

　奥さまの言葉に、私といっちゃんは顔を見合わせた。

　奥さまが初めて私たちの結婚を受け入れてくれた。

　決して越えられないはずだった身分の差がまさかこんな形でなくなるなんて、ここにいる誰もが計り知れないことだった。

「いっちゃん……」

「よかった……。莉帆、聖、三人で幸せになろう」

　いっちゃんは感極まったような表情をしていた。あんなに自信に満ちあふれていたのに、やっぱりどこかで不安はあったのだろう。

　うれしそうな彼に、私も熱いものが込み上げてきて涙ぐむ。

　ベリーヒルズビレッジ五周年パーティーの日は、私たちにとって運命の日になった。




　その後、私たちはパーティーを楽しんだ。

　午後七時、夜空に大玉の花火が無数に打ち上げられる。

　いっちゃんとふたりでその刹那的な美しさに魅了されていると、旦那さまと奥さま、聖がそばにやって来た。

　聖はあれから奥さまのもとを離れなかった。そしてそのまま奥さまの腕の中で眠ってしまったようだ。

「聖くん、私の着物を掴んだまま眠っちゃったの」

　奥さまはうれしそうに微笑んだ。

「すみません、重いですよね。抱っこ代わります」

　私はすぐさま聖に手を伸ばした。

　すると奥さまは旦那さまとちらっと視線を交わし、ためらいがちに口にする。

「もし莉帆ちゃんがよければ、今夜このまま聖くんを屋敷に連れて帰ってもいいかしら？」

「え？」

「聖くんが夜中に起きるなら、その頃にはおうちに帰すようにするから」

「聖はもう朝までぐっすり眠ってくれますが……」

「じゃあ、朝に帰すわ。なんだかこのまま離れるのは名残惜しくてね」

　奥さまは愛おしそうに聖を見つめた。

「莉帆ちゃん、聖くんは我々が責任を持ってきちんと面倒を見る。妻の願いを叶えてやってくれないか」

　旦那さまからも頼まれてしまう。ふたりは聖の本当の祖父と祖母だから、もちろん快く了承した。

　するとぱっと顔を輝かせた奥さまは私に「莉帆ちゃんも樹とふたりきりでゆっくり過ごすといいわ」と声をかけ、早速屋敷に帰る準備を始めた。

　パーティー好きの奥さまは、いつもなら日付が変わる頃まで二次会や三次会を楽しんでいたから、とても不思議な光景だった。




　旦那さまと奥さま、聖を見送り、いっちゃんとレジデンスに帰る。

　道中、さりげなく手をつながれてドキドキした。

　いっちゃんの手は大きくて温かく、まだ夢見心地の私を心ごと包んでくれる。恋人同士みたいに彼と外を歩けるのがうれしかった。

「そういや母さん、子ども好きだったよな」

　帰宅し、リビングのソファに深く腰を沈めながら、いっちゃんはぽつりとつぶやく。

「そうだね。私も小さい頃、すごくかわいがってもらったよ」

　私は昔を思い出し、懐かしい気持ちになった。

「いきなり聖が母さんに抱っこなんて言うから、どうなるのかハラハラしたよ」

　あのときいっちゃんは動揺したらしいけれど、奥さまは孫がかわいくてしかたがないという様子だったから、これからもなにも心配はないだろう。

　それに、奥さまは奥さまなりにいっちゃんの幸せを願っていたのだから、私は今までのことを少しも恨んでいなかった。私も聖の母親だ、子を思う親の気持ちは痛いくらいにわかる。だから思いのままに聖に接してほしかった。

「聖、お泊まり初めてなんだ。大丈夫かな、手がつけられないくらい泣いてないかな？　いつ帰ってくるかわからないし、私今夜は眠れないよ」

　私は挙動不審に立ち上がり、リビング内をうろうろした。

　こうなったら朝まで起きていようと決める。

「どうせ眠れないなら、しようか」

　するといっちゃんはソファに座ったまま、私の手首を掴んだ。

「え？　なにを？」

　首をかしげた私に、彼は艶を含んだ微笑を浮かべる。

「莉帆にプレゼントしたこのワンピース、俺が脱がせたい」

　言葉の意味を理解した瞬間、顔が真っ赤になった。

　彼から目が逸らせずにいると、指先を絡められる。
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「抱かせて、莉帆。莉帆が欲しい」

　切なげにかすれたいっちゃんの声に、胸がきゅうっと締めつけられた。

　抱き寄せられ、甘く口づけられる。積年の想いを伝えるような熱いキスはいつまでも続き、そこから寝室に向かうのにかなりの時間を要した。

「んっ……」

　ワンピースの背中のファスナーを下ろされながら、またキスが始まる。ベッドに横たえられ、至近距離で視線を交わす。

　初めてのときはいっちゃんが酔っ払い、私を誰かと勘違いしていると思い込んでいた。けれど今、彼の瞳には私しか映っていない。目眩がするほど幸せで、私を見すえたまま唇を甘噛みされて舌を吸われると、体から力が抜けていく。

　ゆっくりと私の首筋を伝う唇が、不意に胸の先をなめて吸い上げた。添えた手で膨らみをもみしだかれ、私は小さな声を漏らす。

「あっ……」

「このきれいな体、俺しか知らないんだよな？」

　私のすべてをあらわにしながら、いっちゃんは独占欲を滾らせた。

　私は小さくうなずいて、彼の瞳を一途に見つめる。

「いっちゃんしか知らないよ……。いっちゃんと結婚できなくても、一生いっちゃんだけのつもりだったよ……」

　貞操を守り抜こうとしていた私に、彼はこらえきれないような顔をする。

「煽あおるなよ。もし聖が帰ってきても、離してやれないぞ」

「だめ……聖が一番だよ」

　シーツの上でゆるゆると首を横に振った。

　彼は目を細め、私の瞼にそっとキスをする。

「そうだな。聖は俺たちの大切な天使だ」

　聖へのかけがえのない思いを確かめ合った。

　あの夜、聖を授かれた奇跡に感謝する。

「でも今この瞬間は、俺だけのものでいてくれ」

「あ……っ」

　いっちゃんは私を独り占めするように抱きしめた。

　丹念な愛撫で奥まで濡らされ、体の内側で生じた熱が弾ける。甘美な痺しびれが走り、腰がビクビク痙攣した。

「あ、あぁっ……」

　快感の余韻に浸る間もなく、彼とひとつになる。深くつながると、自然に涙がこぼれた。

　これからはなんの憚はばかりもなく、私は彼に愛を伝えられるのだ。それが幸せで胸がはちきれそうだった。

「愛してるよ、莉帆。愛してる」

「うん……私も。いっちゃんを愛してるよ……」

　繰り返される愛の言葉に応えながら、私は改めて、彼に出会えたことを感謝した。










エピローグ




　翌朝、聖は上機嫌で旦那さまと奥さまに連れられてうちに帰ってきた。しかもふたりが屋敷に戻ろうとすると泣きじゃくるほどで、その懐きぶりに私もいっちゃんも戸惑うくらいだった。よほどふたりといるのが楽しかったのだろう。

　数日後、私は盛宮さんに電話を入れ、養子縁組の件は前向きに進めてもらうことになった。

　盛宮さんには莫大な財産があり、本当に大丈夫なのか心配していたけれど、すでに彼の親きょうだいは他界していて、盛宮家は彼ひとりに任されているらしく、親族などともめることはないと言う。

　私たちは未来のために生きることにした。

　盛宮さんが五年前にベリーヒルズビレッジを造ったのは、所有する広大な土地を地域の人々の役に立ててもらいたいという思いがあったからだそうだ。

　盛宮さん自身はベリーヒルズビレッジの隣町――あのスーパーマーケットの近くに住んでいて、そこで行き交う人々を眺めるのが好きらしい。今後もそうして暮らしていくから、養女になっても同居はしなくていいと最初に断られてしまった。

　そういえば、旦那さまは隠れてレジデンスの部屋を購入していたのが奥さまにばれ、とがめられたようだった。

『ここは私からの祝いだと思って受け取ってくれ』

　苦笑いしながら物件を私たちに譲渡してくれたので、私はいっちゃんと聖と今後もそこで暮らし続けることになったのだった。




　――半年後。

「莉帆、世界一きれいだ」

　タキシード姿のいっちゃんに見つめられ、私ははにかんだ。

　世界一は言いすぎだけれど、担当の美容師さんの腕がよく、自分でも目を疑うほどきれいにしてもらえた。

　私は今、結婚式場のブライズルームで、愛する人と息子、それから新しい家族に囲まれている。

　プリンセスラインの純白ドレスは、エアリーなソフトチュールがふわふわ揺れる上品なデザインで、ドレスサロンでひと目惚れだった。

　いっちゃんのタキシードは、上質なシルクが美しい華やかなシルバーカラーだ。どんな色でもさらっと着こなす彼に、試着のときから何度も見とれた。そして当日の今日は、あまりの素敵さにときめきが止まらない。

「ママかわいい」

　いっちゃんとお揃そろいのタキシード姿の聖が私に抱きついた。

「ありがとう。聖もかっこいいよ」

　褒め返すとうれしそうに照れた聖に、私は顔をほころばせる。

　一時間後には、私は養父になった盛宮さんと、チャペルでバージンロードを歩く。

「本当にきれいよ、莉帆ちゃん」

　うっとりとため息を漏らす奥さまの隣で、旦那さまはにこやかにビデオカメラを回していた。その首には一眼レフカメラもぶら下がっている。プロのカメラマンが数人来ているのに、旦那さまは自らも率先して私たちの晴れの日を記録してくれていた。

「聖くん、少しパパとママをふたりだけにしてあげよう」

　盛宮さんは聖の手を引いた。

　けれど聖はその場で足をぐっと踏ん張る。

「や。パパずるい」

　この半年で、聖はずいぶん話せるようになっていた。

「たまにはパパにもママを独り占めさせてくれよ」

　いっちゃんは苦笑いを浮かべ、聖にお願いをした。

　最近ふたりはよく私を取り合っていて、百パーセント聖が勝っているのだ。

「聖くん、向こうでおいしいお菓子を食べましょう」

　けれど奥さまにそう声をかけられると、聖はあっさり「うん！」とうなずき、足を弾ませてブライズルームを出ていった。

　私は呆気に取られる。いともたやすくお菓子に負けた。

　みんなが親族控室に向かい、いっちゃんとふたりきりになると、辺りは一気に静かになる。

「旦那さまも奥さまも、盛宮さんも、みんな笑顔で幸せだね」

　いっちゃんを見上げ、私は頬を緩ませた。

「もう旦那さま奥さまじゃなくてお義と父うさんお義か母あさん、盛宮さんじゃなくてお父さんだろ」

「あ」

　そうだった。少し前からそう呼ぼうとしているけれど、つい昔の癖が出てしまうのだ。

　両親のいなかった私に一気に三人もできたことが、まだ少し不思議だった。

「莉帆、誓いのキスの前に、ここでキスしていい？」

　すっと顔を近づけたいっちゃんに、私は耳まで熱くなった。こういうことはいまだに慣れなくて、ついはじらってしまう。

「えっ、えっと」

「チャペルじゃ濃厚なのはできないだろ？」

「だめだよ……。きれいにつけてもらったリップが取れちゃう……」

「つけ直してもらえるように、後で俺が美容師さんに頼んでやるよ」

　いっちゃんは私の顎を掴み、強引に上を向かせた。

「ん……」

　事前の宣言通り、チャペルでは絶対にできない深い口づけをされ、私は目を潤ませる。リップどころかアイメイクまで崩れてしまった。

「莉帆、聖を産んでくれてありがとう」

　いっちゃんは私をぎゅっと抱きしめる。

「幸せにするよ、莉帆も聖も」

　そうして私だけに誓いを立てた。

　ずっとずっと大好きだったいっちゃんと、もうすぐ夫婦になる。

　彼の真っすぐな言葉とぬくもりに、それが夢ではないのだと実感させられた。幸せが押し寄せ、胸がいっぱいになる。

「新郎さま、新婦さま、そろそろ挙式のお時間です」

　ブライズルームのドアをノックする音と、ウエディングプランナーの明るい声が聞こえた。

　お姫さまに手を差し伸べる王子さまのように、いっちゃんは私に微笑みかける。

「行こうか、莉帆」

「うん」

　私は彼の手を取り、輝く未来に向かって歩み出した。
















特別書き下ろし番外編












俺のすべてをかけて　ｓｉｄｅ：樹




　ベリーヒルズビレッジで莉帆と再会し、もうすぐ一年が経つ。

　去年の今頃はまさかこんな未来が待っているとは夢にも思わなかった。

　莉帆と結婚し、ようやく聖のパパになれた俺は、ふたりと過ごすたわいない日々にこの上なく心を満たされている。

　とある休日の昼過ぎ、聖とリビングでお絵描きをしていたら、莉帆がキッチンでなにかを作り始めた。

　昼食は終えたところだし、晩ごはんの準備にはまだ早い。

　聖はクレヨンで丸や三角を描くのに夢中になっているので、俺は声をかけずにそっと莉帆のもとに向かう。

　莉帆は鍋でピンク色のぽってりとしたものをかき混ぜていた。

「なんだそれ？」

「お餅だよ。道明寺の桜餅を作ってるの。この間、お父さんが食べたいって言ってたから」

　莉帆は色付けした道明寺粉を炊いていたようだ。

　莉帆いわく、桜餅は関東と関西で違い、作っているのは関西風のものらしい。

　鍋の中身を蒸し器に移すと、莉帆はこし餡を丸める。

　それを蒸し上がってやわらかい餅になった道明寺で包み、桜の葉で巻いて薄緑色の皿に載せた。

　なんとも春らしい。

「昔、おばあちゃんと作ったことはあるんだけど、ひとりで全部作るのは初めてなの。いっちゃん、味見して」

　莉帆に差し出され、できたての桜餅を口に運んだ。ふわりと桜の香りがして、葉のほのかな塩気とこし餡の優しい甘さが絶妙な味わいだった。

「おいしいよ。道明寺のもちもちした食感がまたいいな」

　俺の感想に、莉帆はほっとした表情になる。

　これは莉帆のお父さん――盛宮さんも喜ぶだろう。

　養子縁組し、親子になった盛宮さんと莉帆は、今まで以上に良好な関係を築いている。

　犀川家と盛宮家も、とてもよいつながりを結べていた。

「よかった。じゃあお父さんに、桜餅を持っていきますって電話してくれる？」

　せっせと桜餅を拵える莉帆にお願いされ、俺はスマートフォンを手に取る。

　盛宮さんはタイミングよく近くにいたようで、三十分後にこちらに向かうと言って通話を切った。

　しかし、当然ひとりだと思っていた盛宮さんが俺の父も連れてきて面食らう。

「父さん？」

「私も仲間に入れてもらってもいいかい？」

　どうやら父と盛宮さんはばったり会ったらしかった。

「もちろんです、どうぞ」

　莉帆は笑顔でふたりをリビングに招く。

「じいじ！　だぁー！」

　聖が大きな目をキラキラさせて駆け寄った。

　少し前から、聖は父を〝だぁ〟と呼んでいる。

「お口に合うといいんですが」

　ほうじ茶を淹れ、莉帆はふたりに桜餅を振る舞った。

「じいじ、おいしい？　だぁ、おいしい？」

　聖は父たちの間に座りながら、あどけない顔を左右に向けた。聖自身は父からもらった苺ミルクプリンを食べている。

「ああ、とってもおいしいよ。桜の味に春を感じるね」

「やはり桜餅は道明寺ですね」

　父の言葉に、盛宮さんはしみじみとうなずいた。ふたりは京都の有名和菓子店や老舗高級料亭のものより絶品だと、口を揃えて褒め上げる。

　それには莉帆もかなりうれしそうだ。

「それにしても、聖くんはなかなか私をじいじと呼んでくれないね」

　不意に父は桜餅を食べる手を止め、聖を見つめた。

　聖は母を〝ばあば〟と呼んでいるが、父を〝じいじ〟とは呼ばないのだ。聖にとって〝じいじ〟は盛宮さんだけのことらしい。

「聖くん、私もじいじだよ」

　父は自分もじいじと呼んでもらいたいようだ。

「んーん、だぁよ」

　聖は首を横に振り、父に「だぁ」と繰り返した。

　父は思案する顔になる。

「なぜ私はだぁなんだい？　だぁとは、ダーリンという意味かい？」

「なんで父さんが聖のダーリンなんだよ」

　俺はすかさず突っ込んだ。

　父の突飛な発言に、盛宮さんも戸惑っている。

　しかし〝だぁ〟がいったいなんなのかは俺にもわからなかった。

「お義父さん、すみません。たぶん旦那さまのだぁだと思います。私がついこの間までお義父さんをそう呼んでいたから……」

　莉帆が申し訳なさそうに明かした。

　最近になってようやく莉帆は俺の父をお義父さんと呼べるようになったが、今でもときどき旦那さまと言ってしまうことがある。二十年以上そう呼んでいたのだから無理もないだろう。

「なるほど、旦那さまだったんだね」

　意味を知った父に哀愁が漂った。

　さすがに孫に旦那さまと呼ばれるのは切ない。

「じいじだよって、私も聖に教えているんですが……」

「ありがとう。じいじと呼んでもらえるようになるまで気長に待つよ」

「だぁ、あそぼ！」

　苺ミルクプリンを食べ終えた聖は、無邪気に父の腕を引っ張った。

「ああ。なにで遊ぼうか？」

　微笑む父に、聖はソファからぴょんと飛び降りる。

「おもちゃ！　だぁ、こっち！」

　だぁと呼ばれても、聖に指名されて連れて行かれる父は喜びを隠しきれない様子だ。

　なにはともあれ、孫が懐いてくれるのが一番だろう。

　べったりな聖に、父はメロメロになっていた。




　その夜。

「聖、寝たよ」

　寝室で聖を寝かしつけ、キッチンにいる莉帆に声をかけた。

「ありがとう。私も片付けが終わったから、お風呂に入ってくるね」

　莉帆は食洗機のスイッチを押し、エプロンをはずす。

　先に聖と入浴していた俺は莉帆を見送って、リビングのソファに腰を下ろした。

　最近、聖は寝る直前まで遊びたがるときもあるが、今夜はすんなり眠ってくれた。久しぶりにお昼寝をしなかったから、さすがに疲れたのだろう。

　俺は少しだけワインを飲んで一息つく。

　三十分ほどでパジャマ姿の莉帆が、濡れた髪のままリビングにやって来た。

「いっちゃん、ドライヤーどこにあるか知らな……あ、いっちゃんが持ってたの？」

　俺の手もとを見て莉帆が歩み寄る。

「ああ。俺が乾かしてやるよ」

　そのつもりでドレッシングルームから持ち出していたのだ。

「えっ、自分でするよ」

　遠慮する莉帆を強引に膝の上に座らせた。

　休日の夜は、ゆっくり莉帆と触れ合える貴重な時間だ。

「いっちゃん、重くない？」

　莉帆はそわそわして、背後の俺を振り返る。

「全然。それにしても、父さんもじいじって呼んでほしかったんだな」

　俺は莉帆の髪を梳きながら、昼の出来事を思い起こした。

「うん。お義父さん、だぁの正体を知って悲しそうだったね。旦那さまって明かさない方がよかったかな？」

「いや、ダーリン説を野放しにはできないだろ」

「お義父さん、おもしろいところがあるよね」

「俺はまさかの発言にビビったけどな。でもまあ聖は旦那さまの意味をわかっていないし、呼び名はなんでもよくないか？」

　帰る頃には父もこだわっている感じはなかったが、莉帆に問いかけてみた。

「いっちゃんも、なかなかいっちゃんって呼ばない聖に、必死に教えてたじゃない」

　指摘されて記憶を辿る。

　まだ聖が自分の子だと知らなかった頃のことだ。俺は聖にいっちゃんと呼ばせようとして、最終的にはパパだと名乗り、莉帆と気まずくなった。

　莉帆はパパの件まで引っ張り出すつもりはなかったのだろうが、あのときの俺は本当に軽率だったと、忸じく怩じたる思いが湧き上がってくる。

「あれはもう忘れてくれ」

「ううん……いっちゃんとの思い出は全部忘れないよ。宝物だもの」

　俺がなにを考えているのか察したのだろう。莉帆は前を向いたまま、小さな声でつぶやいた。

　あんな過去さえ大切にしてくれている莉帆に、愛しさが込み上げる。

　――先日、莉帆のスマートフォンに一通のメッセージが届いた。

　差出人は、莉帆が以前勤めていたホテルの客室清掃員仲間である江口さんという女性だ。

　メッセージには、莉帆の上司だった矢野さんと、莉帆を退職に追い込んだ郷田さんのどちらもがホテルを辞めたと記されていた。

　矢野さんは客の忘れ物である数千万円相当の高級腕時計に目がくらみ、着服してしまったらしい。品物は返却し刑事告発は見送られたが、懲戒解雇となったようだ。

　郷田さんは同僚とトラブルを起こし、自主退職したという。

　莉帆はそれを知り、しばらく元気がなかった。優しすぎる莉帆はあのふたりのことさえ心配しているようだ。莉帆が心を痛める必要なんかないのに。

「いっちゃん？」

　俺はうしろから莉帆を抱きしめた。

　華奢な体は少し力を入れただけで折れてしまいそうだ。

　幸せにしたいと、強く思う。

　俺のすべてをかけて。

「莉帆、ベッドに行こう」

　髪を乾かし終えると、寝室とは別の部屋に莉帆を誘った。

　聖は簡単には起きないが、莉帆と深く触れ合うときは絶対に子どもの目がないところでと決めている。

「ん……っ」

　シーツの上に組み敷き、唇を重ねた。やわらかくて甘い舌を吸い上げながら、パジャマの胸もとのボタンをはずす。

「あっ……」

　膨らみを手で包むと、莉帆の心臓は心配になるほどものすごい速度で脈打っていた。

「莉帆、緊張してる。こういうことするの、まだ恥ずかしい？」

　その体のどこにも、もう俺が触れていないところはないのに。

「言わないで……」

　羞恥に震える莉帆が愛おしくて、赤みの差した頬にキスをした。

　俺しか知らない莉帆は、夫婦になった今もウブなままだ。

　莉帆は少し迷うような仕草をした後、真っすぐに俺を見つめる。

「……いつも初めてみたいにうれしくて、ドキドキするの」

　不意打ちの告白に、俺は思わず固まってしまった。

「そんなのかわいすぎて、俺のほうがときめくだろ」

　莉帆に煽られ、欲しくてたまらなくなった。

　もう俺の妻なのに独占欲が抑えられない。

　俺もいつも初めてみたいに、莉帆を自分だけのものにしたくて渇望している。

「――あ、あぁっ……」

　ひとつに溶け合って、止めどない口づけを交わした。

　莉帆の呼吸が切迫し、体が甘く跳ね上がる。

　絶頂を迎えてもなお、その細い腰を引き寄せた。

　今夜も一度や二度では終われそうもない。




　薄明を迎える頃、莉帆を抱き上げて聖のいる寝室に向かった。

　ぐっすり眠る聖を真ん中にして、三人でベッドに横たわる。

「いっちゃん……？」

　もう半分夢の中にいる莉帆は、無意識なのか俺を捜すように手を彷徨さまよわせた。

　指先が俺に触れると、莉帆は目を閉じたまま頬を緩める。

　たくさん愛し合ったばかりなのにまだくっついていたい。

　そう言われているような気がしてうれしくなった。

　もっと甘えてほしくて、俺は聖ごと莉帆を包み込む。

　すると莉帆は俺の腕の中で「えへへ」とかわいい声を漏らし、そのまますやすや眠ってしまった。

　本当に、どうしてこんなにも愛おしいのだろう。

　莉帆だけが、俺の胸の奥を締めつける。

「大好きだよ」

　一生に一度の愛を教えてくれた莉帆と、かけがえのない息子の聖。

　なにがあっても二度と離さない。

　ふたりの寝顔は俺が守る。

　宝物を抱きながら、俺は泣きたくなるほどの幸せを噛みしめた。
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